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各 位

会議録の作成にあたっては、誤りのないよう留意しておりますが、

時間の関係上原稿校正は初校しかできなく、誤字、脱字等があります

ことを深くお詫び申し上げます。

まことに恐れ入りますが、御了承のうえ御判読いただきたくお願い

致します。

松前町議会議長 伊 藤 幸 司
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提出案件及び議決結果一覧表

１．町長提出案件

議案番号 件 名 議決月日 議決結果

３ 令和８年度松前町一般会計予算 8. 3.10 修正可決

４ 令和８年度松前町国民健康保険特別会計予算 同 上 原案可決

５ 令和８年度松前町介護保険特別会計予算 同 上 同 上

６ 令和８年度松前町後期高齢者医療特別会計予算 同 上 同 上

７ 令和８年度松前町水道事業会計予算 同 上 同 上

８ 令和８年度松前町病院事業会計予算 同 上 同 上

９ 令和７年度松前町一般会計補正予算(第１１回) 8. 3. 4 同 上

１０ 令和７年度松前町国民健康保険特別会計補正予算 同 上 同 上

（第４回）

１１ 令和７年度松前町介護保険特別会計補正予算（第 同 上 同 上

５回）

１２ 令和７年度松前町後期高齢者医療特別会計補正予 同 上 同 上

算（第３回）

１３ 令和７年度松前町水道事業会計補正予算（第２回） 同 上 同 上

１４ 令和７年度松前町病院事業会計補正予算（第６回） 同 上 同 上

１５ 町長等の諸手当額並びにその支給条例の一部を改 8. 3.10 同 上

正する条例制定について

１６ 松前町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 同 上 同 上

制定について

１７ 松前町課設置条例の一部を改正する条例制定につ 同 上 同 上

いて

１８ 松前町病院事業医療技術職修学資金貸付条例の一 同 上 同 上

部を改正する条例制定について

１９ 松前町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に 同 上 同 上

関する条例の一部を改正する条例制定について
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議案番号 件 名 議決月日 議決結果

２０ 松前町立松前病院医療従事者奨学金償還支援金交 8. 3.10 原案可決

付条例の制定について

２１ 松前町過疎地域持続的発展市町村計画の変更につ 同 上 同 上

いて

２２ 松前町財政調整基金の支消について 同 上 同 上

２３ 松前町教育施設整備基金の支消について 同 上 同 上

２４ 松前町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 同 上 同 上

制定について
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２．議員提出案件

議案番号 件 名 議決月日 議決結果

発議案 松前町議会議員委員会条例の一部を改正する 8. 3.10 原案可決

１ 条例制定について

発議案 議案第３号松前町一般会計予算に対する附帯 同 上 同 上

２ 決議について

所管事務調査報告について（総務経済常任委 同 上 報 告 済

員会）

所管事務調査報告について（厚生文教常任委 同 上 同 上

員会）

閉会中の所管事務調査の申し出について（総 同 上 承 認

務経済常任委員会）

閉会中の所管事務調査の申し出について（厚 同 上 同 上

生文教常任委員会）

閉会中の所管事務調査の申し出について（議 同 上 同 上

会運営委員会）

閉会中の正副議長、議員の出張承認について 同 上 同 上



令和８年 ３月 ４日（水曜日）第１号
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日程第１３ 議案第２０号 松前町立松前病院医療従事者奨学金等償還支援金交付条

例の制定について

◎会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 議会運営委員会報告

日程第３ 会期の決定
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回）

日程第９ 議案第１１号 令和７年度松前町介護保険特別会計補正予算（第５回）
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日程第１３ 議案第２０号 松前町立松前病院医療従事者奨学金等償還支援金交付条
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◎出席議員（１１名）
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議 長 １１番 伊 藤 幸 司 君 副議長 １０番 堺 繁 光 君
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５番 沼 山 雄 平 君 ６番 福 原 英 夫 君
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◎欠席議員（０名）

◎出席説明員
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（開会 午前１０時００分）

◎議長あいさつ

○議長(伊藤幸司君) おはようございます。

一言、ご挨拶申し上げます。

本日、令和８年松前町議会第１回定例会が招集されましたところ、皆様には何かとご多

忙のところご出席下さいまして、会議の運びに至りました事を厚く御礼申し上げます。

◎開会宣告・開議宣告

○議長(伊藤幸司君) ただ今から令和８年松前町議会第１回定例会を開会致します。

直ちに会議を開きます。

◎諸報告・議事日程

○議長(伊藤幸司君) 議会に関する諸報告並びに本日の議事日程につきましては、お手元

に配布のとおりであります。

◎会議録署名議員の指名

○議長(伊藤幸司君) 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、７番近江武君、８番梶谷康介君、

以上２名を指名致します。

◎議会運営委員会報告

○議長(伊藤幸司君) 日程第２、議会運営委員会の報告を求めます。

議会運営委員会委員長、沼山雄平君。

○議会運営委員会委員長(沼山雄平君) ３月２日開催された議会運営委員会において、本

定例会の会期は本日３月４日から３月１０日までの７日間と致しまして、議事日程につき

ましては、お手元に配布のとおり進めることに決定致しました。以上でございます。

○議長(伊藤幸司君) 以上で報告済みと致します。

◎会期の決定

○議長(伊藤幸司君) 日程第３、会期の決定を議題と致します。

お諮り致します。

ただ今の議会運営委員会報告のとおり、今期定例会の会期は、本日から３月１０日まで

の７日間と致したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、そのように決定致しました。
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◎令和８年度町政執行方針

○議長(伊藤幸司君) 日程第４、令和８年度町政執行方針を行います。

町長の発言を許します。町長。

○町長(若佐智弘君) おはようございます。

令和８年第１回定例会の開会にあたり、町政執行への所信を申し上げます。

令和８年度は町長に就任して３年目となり、折り返し地点を迎えます。この間、町民の

皆様の安心、安全な生活を守っていく使命を担い、「継続こそ力！住み続けたい町に！」

を基本姿勢として、その実現のために町政運営に取り組んでまいりました。町議会議員の

皆様並びに町民の皆様の深いご理解とご協力をいただき、心より感謝を申し上げます。

我が国の経済状況は、内閣府が公表した１月の月例経済報告によると、「景気は、米国

の通商政策による影響が自動車産業を中心にみられるものの、緩やかに回復している。」

とされ、「先行きについては、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を

支えることが期待されるが、今後の物価動向や米国の通商政策をめぐる動向などの景気を

下押しするリスクには留意が必要である。また、金融資本市場の変動等の影響に引き続き

注意する必要がある。」と基調判断を行っております。

こうした状況のもと、国の令和８年度予算においては、「経済財政運営と改革の基本方

針２０２５」等における重要政策課題に加え、高市内閣が掲げる「強い経済」の構築に向

けた重要政策に対して必要な予算、税制上の措置等を確実に講じ、予算等を重点化しつつ、

「経済・財政新生計画」に基づき、歳出・歳入両面から改革を推進していくとされていま

す。

松前町においても、国等の動向を注視しながら、迅速な対応が図られるよう、全力で取

り組む覚悟であります。

総合計画については、計画の最終年度である令和９年度に向け、現在取り組んでいる

「持続可能なまちづくり」をより進めていくとともに、「こころ豊かなまちづくりを町民

とともに」を基本理念とした予算編成に配慮したところであります。

ここに、令和８年度の予算編成にあたり、主な施策の内容について、総合計画に掲げる

基本構想に沿って申し上げます。

なお、教育委員会が所管する「生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち」

を目指す取組については、総合教育会議において協議を済ませておりますので、教育行政

執行方針において申し上げます。

一つ目は、「力を合わせて産業を育てる活力のあるまち」を目指す取組についてです。

水産業については、近年の気候変動の影響による漁場環境の変化や水産資源の減少に加

え、燃油価格の高騰などが重なり、漁業を取り巻く経営環境は一層厳しさを増しておりま

す。このような状況を踏まえ、将来にわたって安定した漁業経営の確率に向け、「つくり

育てる漁業」を着実に推進するため、キタムラサキウニの蓄養管理に伴う深浅移殖の取組

や、ナマコの人工種苗放流、コンブ増養殖施設の更新整備などを支援してまいります。

また、水産センターについては、コンブ、ナマコの種苗生産に引き続き取り組むととも

に、各地区において実施されているナマコの簡易採苗の取組に対し、受精卵の供給や飼育

技術に関する指導を行うなど、増養殖による生産拡大を支援してまいります。

さらに、老朽化により維持補修費が増大している松前さくら漁場協同組合の製氷貯氷施

設の整備にかかる費用に対し、支援してまいります。
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漁港漁場整備については、松前小島周辺海域に大型魚礁の設置による漁場造成をはじめ、

各漁港における機能保全対策事業等が計画的に進められています。今後も、漁業環境の維

持、向上に向け、北海道など関係機関に対し引き続き要請してまいります。

水産加工業については、スルメイカＴＡＣ制度の漁獲制限の問題もあり、加工原料が高

騰していることなどにより、大変厳しい状況になっております。安定した稼働ができるよ

う引き続き関係者と連携を図ってまいります。

畜産業については、肉牛改良センターで研修を終えた新規就農者が、賃貸型牛舎を利用

し、経営を行っております。新規就農者に対しては、国の制度を活用した補助金の交付な

ど、安定した経営ができるよう支援するとともに、引き続き就農を目指す研修生の育成に

努めてまいります。

また、既存農家につきましても、安定した経営が図られるよう、繁殖経営の基礎となる

優良繁殖牛の導入に対する支援を継続するとともに、肉牛改良センターで生産される子牛

の計画的な供給を行ってまいります。併せて、良質な乾牧草の安定供給など、作業負担の

軽減と経費削減に向けて取り組んでまいります。

新規就農者が肥育の取組を実施しておりますので、飼養管理の技術の習得や経営の安定

が図られるよう支援するとともに、町内での牛肉販売に向けて、関係機関と連携して取り

組んでまいります。

林業については、森林資源の循環利用を行うため、間伐や植栽など計画的な森林整備の

促進と林業及び木材産業の活性化を図り、森林整備により搬出される地域材については、

公共施設の建設に利用するとともに、「地域材で建てる住宅支援事業」についても引き続

き取り組んでまいります。

また、被害が拡大しているナラ枯れについては、北海道ナラ枯れ被害対策基本方針に基

づき、被害木の伐倒駆除等の対策を行います。

鳥獣被害対策については、昨年、福島町をはじめ道内各地でヒグマによる人身被害が発

生していることから、引き続き啓発活動や見回り、誘因木の伐採を行ってまいります。

また、シカによる農作物への被害も増加していることから、計画的に捕獲を実施し、個

体数の削減に努めてまいります。

次に、商工及び労働についてです。

商工振興については、商工会が行う経営改善普及事業及び地域振興事業の取組を引き続

き支援してまいります。

労働については、昨年４月から、まちの駅ＴＥＮＯＨＡ松前の別館に松前町就職サポー

トセンターのサテライトオフィスとして、「ＪＯＢステーション」を設置し、地域におけ

る多様な働き方の相談に対応しております。引き続き求人情報の提供を継続し、通年雇用

の促進と雇用先の確保に努めてまいります。

次に観光についてです。

観光振興については、松前町公式ＬＩＮＥをはじめとするデジタルツールを効果的に活

用し、観光情報の発信力の強化を図り、デジタル観光の推進に取り組んでまいります。

また、首都圏にある松前町観光物産協力店を重要な情報発信拠点として位置付け、松前

町ならではの食や特産品の魅力を活かしたグルメ観光を推進することで、町の認知度向上

と誘客促進を図ってまいります。

また、本年度は松前城下マグロまつりが第１０回目となることから、記念イベントを実

施し、更なる松前本マグロのブランド力向上のための支援をしてまいります。

松前温泉休養センターについては、施設の利用を促進するため、町内在住の満７０歳以
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上の高齢者の健康増進と、入浴を通じた交流促進を目的に、入湯税（１５０円）のみで入

浴できる優待券を引き続き発行してまいります。

観光産業は、宿泊業や飲食業など多くの関連産業に波及効果をもたらし、地域経済の活

性化や雇用の創出に大きく寄与する重要な基幹産業であるため、関係団体や事業者との連

携を一層深め、地域資源を活かした魅力ある観光の創出と受入体制の充実を図りながら、

地域が一体となった観光振興に継続して取り組んでまいります。

二つ目は、「豊かな美しい自然と調和し共生するまち」を目指す取組についてです。

松前公園は、当町を代表する一番の観光名所でありますので、桜の保護、保存及び管理

はもとより、花木の管理や草刈りなど公園の環境整備に努めてまいります。

また、福島県三春町から譲渡される国指定天然記念物「三春滝桜」の子孫木を松前公園

内に植樹し、「伊達花桃通り」と併せて新たな観光の名所に育てあげてまいります。

ごみの減量化については、引き続き各町内会と協力し、紙資源の集団回収の実施や資源

ごみの分別を推進し、ごみの排出量及び処理費用の削減に努めるとともに、ごみの発生抑

制と再使用・再利用の３Ｒ（スリーアール）について、町広報誌などによる普及、啓発を

行い、町民一人一人の環境意識が高まるよう取り組んでまいります。

また、全町一斉クリーン作戦や不法投棄防止対策を引き続き実施してまいります。

渡島廃棄物処理広域連合施設である「クリーンおしま」と、「リレーポート」について

は、平成１５年度に供用開始し、平成３０年度から令和２年度までの３ヶ年で基幹的改良

工事を行い、供用開始から３０年を目標として令和１４年度までの稼働を計画していると

ころであります。計画年度以降についても安定的なごみ処理体制の維持を図るため、渡島

廃棄物処理広域連合と連携を密にし、施設の方向性について協議してまいります。

脱炭素社会の実現に向け、省エネ機器の購入支援事業を継続して実施してまいりました。

これまで多くの申請をいただくとともに、昨年実施したアンケート調査においても、事業

の継続を望む声が多数寄せられております。

こうした声を受け止め、本年度も事業を継続し、脱炭素化の取組を町民と共に着実に進

めてまいります。

また、昨年４月に松前再エネ電力株式会社を設立し、公共施設１０箇所へ再エネ電力の

供給を開始しておりますが、今後も再エネ発電設備の整備を進め、電力の１００％を町内

で発電した再エネ電気で賄う「ＲＥ１００まつまえ」の実現に向けた基盤づくりを続けて

まいります。

次に、松前沖洋上風力発電につきましては、昨年７月に松前沖と檜山沖が促進区域に指

定されました。現在は国の公募による事業者の選定を待つ状況ですが、世界的な物価高に

よる資材価格の高騰などで、秋田県沖や千葉県沖では事業者が撤退したことから、国では

公募指針の見直しなど事業者が応募しやすい環境づくりを進めております。町としても国

及び北海道と緊密に連携し、着実かつ早期の実現を目指して取組を進めてまいります。

さらに、将来の再生可能エネルギー分野を支える担い手不足を見据え、松前町を学びの

場とした再エネ教育の環境づくりに取り組み、次の世代へと繋がる人材育成を進めてまい

ります。

三つ目は、「こどもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち」を目指す取り組みにつ

いてです。

こども子育て支援については、令和７年度から令和１１年度までの５ヶ年の方針となる

「第３期松前町こども子育て支援事業計画」に基づき、こどもの健やかな成長のため、安

心して妊娠、出産、子育てができる環境づくりを、住民と寄り添いながら、切れ目なく支
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援してまいります。

民間の松前認定こども園の運営については、制度の見直しや入園児童の減少など、時代

の変化に伴う運営課題の解消に、積極的に協議を進めてまいります。

また、「学童保育事業」や「児童デイサービス事業」等についても適切な運営を目指し、

こどもが安心して過ごし、成長できる居場所の確保に努めてまいります。

さらに、妊娠、出産を希望する方々に対し、不妊治療の保険適用外の「先進治療」につ

いては、令和６年度からその費用に対する助成事業を実施しており、経済的、心理的負担

を軽減し、安心して治療をうけられるよう、引き続き取り組んでまいります。

地域福祉については、少子高齢化や生活スタイルの多様化の影響により、家庭機能や共

に支え合う地域機能が低下しており、地域福祉推進の中核としての役割を担う社会福祉協

議会を支援していくことが重要となっていることから、引き続き町から職員を派遣し、円

滑な運営を図るとともに、町民一人一人が住み慣れた地域で安全、安心に生活できる環境

づくりや、お互いに協力し合う共助意識の高揚を図れるような社会づくりに努めてまいり

ます。

また、要支援者については、民生委員、児童委員及び関係機関と連携を図りながら対応

してまいります。

介護保険については、本年度は令和６年３月に策定した「第９期松前町高齢者福祉計画

・介護保険事業計画」の最終年度となり、令和９年度からの第１０期計画の策定年度でも

あります。令和７年度において、既に実態調査やニーズ調査を実施しており、高齢者が住

み慣れた地域で、いつまでも安心して暮らし続けられる地域社会の実現に向けて、これま

での成果や課題、新たな国の動向を踏まえ、松前町に適した地域包括ケアシステムの推進

を目指してまいります。

国民健康保険については、事業を安定的に運営するため、引き続き医療費の適正化と税

収等の財源確保に努めるとともに、北海道や国民健康保険団体連合会と連携しながら、健

全な事業運営に努めてまいります。

また、北海道においては、令和１２年度を目途に全道の保険料率を平準化することを目

標にしていることから、北海道が示す標準保険料率を参考にしながら、適正な税率につい

て引き続き協議してまいります。

後期高齢者医療については、北海道後期高齢者医療広域連合と連携を図り、市町村が行

う事務を円滑に進め、被保険者が安心して医療を受けられるよう、本医療保険制度の適正

な運営に努めてまいります。

介護予防・日常生活支援総合事業については、ガンバルーン体操教室をはじめ、各種介

護予防事業や、各地区の住民が主体となって実施されているサロンへの支援を行ってまい

ります。

また、包括的支援事業として、地域住民による高齢者などが身近に集える場所づくりの

ために、社会福祉協議会に委託する生活支援コーディネーターと引き続き協力しながら、

支援してまいります。

高齢者福祉については、当町は高齢化率が５３％を超え、今後更に上昇する見通しであ

り、｢元気に活動できる高齢者｣や「心や身体に課題を持っている高齢者」を含め、生活環

境の多様化が進んでいる現状です。

一人暮らしの高齢者などの割合も高くなってきており、相談件数の増加や、内容につい

ても多岐にわたっていることから、地域包括支援センター、介護関連事業者及び医療機関

などと連携、協力し、支援してまいります。
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また、地域住民、協力事業者及び関係機関などが連携して取り組んでいる高齢者等見守

りネットワークをはじめ、引き続き高齢者のみの世帯などを見守る活動も推進してまいり

ます。

このほか、一人でも多くの高齢者が元気に過ごすことができるよう健康寿命の延伸に取

り組み、生きがいを持てる生活スタイルや、趣味や能力、経験を活かし、まちづくりや社

会参加を含めた生活の質の向上や、活躍する場所として高齢者事業団、老人クラブなどの

運営支援についても、引き続き取り組んでまいります。

現在、介護予防や生きがい対策、高齢者に対する健康づくりなどを各分野で実施してお

り、更に、令和３年度から実施している「元気づくりシステム」も６年目を迎え、引き続

き参加者の自主性を促しながら、元気なまちづくりの推進と環境整備に取り組んでまいり

ます。

障がい者福祉については、「第７期松前町障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画・

第３期障がい者計画」に基づき、個々の障害の程度に応じた障がい者福祉サービスの提供

を行ってまいります。発達や行動等に特性を有し、特別支援が必要な児童については、専

門員を含めた相談支援をはじめ、こどもの将来の成長と自立を支えるために取り組んでま

いります。

また、社会福祉協議会に委託する地域活動支援センターにおいては、創作活動や生産活

動の機会を提供するとともに、地域社会との交流の場を創造し、障がい者の生活等の支援

に取り組んでまいります。

健康づくりや疾病予防では、生活習慣の改善、健診による早期発見、早期治療及び重症

化予防が大切であることから、乳幼児健診、各種がん検診、特定健診や予防接種などの保

健事業に、一人でも多くの町民が参加しやすい環境を整え、引き続き町民の健康意識の高

揚に努めてまいります。

次に、町立松前病院についてです。

人口減少、少子高齢化が顕著となっている当町において、町立松前病院運営の継続は、

町民が、現在そして将来にわたり安心して暮らすためには、欠かすことのできないものと

強く認識しております。病院を取り巻く環境は、ますます厳しい状況にあることから、松

前町立松前病院経営強化プランに基づき、安定的な経営基盤の回復に向けて、山本病院事

業管理者並びに八木田病院長と連携を密にし、総合診療の病院として、地域医療の更なる

充実に向けて取り組んでまいります。

新病院建設については、耐震診断を行った中で山本病院事業管理者並びに八木田病院長

と協議を行い、施設の長寿命化も含めて将来構想に着手してまいります。

また、老朽化が著しく、診療等に支障を及ぼす恐れのある給排水設備等について、必要

な工事を進めてまいります。

本年度の医師体制については、現状と変わらず４名の医師体制となり、更なる確保には

厳しいものがあります。加えて薬剤師等の確保も課題となっておりますことから、新たに

医療従事者奨学金等償還支援金交付条例を制定する取組を行い、引き続き医師や医療スタ

ッフの確保に向け全力を尽くしてまいります。

四つ目は、「生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち」を目指す取組についてです。

町道については、昨年に引き続き、町道江良線、町道蔵町線、町道大沢山の上線、町道

白神山の上線の４路線のほか、新たに町道大磯見晴線、町道茂草漁港連絡線（２区間）の

の３路線の改良工事を予定しております。

河川については、地蔵川の改良工事を予定しており、橋りょうの長寿命化については、
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昨年に引き続き観桜橋の補修工事と、ちろりん橋の補修実施設計を予定しております。

町道や橋りょうの改良工事については、地域の皆様及び関係機関との連携を密にし、事

故のないように万全を期してまいります。

歴史を生かすまちづくりの一環として取り組んでいる道道松前港線の整備については、

昨年に引き続き、唐津内橋工区の埋蔵文化財に係る調査が予定されており、その調査が完

了しだい工事に着手する予定であります。町としましても、残されている唐津地区の早期

完成を目指し、歴まち商店街組合や関係機関と連携しながら、北海道への要望活動を継続

してまいります。

町営住宅については、「松前町公営住宅等長寿命化計画」に基づき整備を進めておりま

すが、本年度が１０年計画の５年目となることから、計画の見直しを予定しております。

現在整備を行っております建石団地については、２棟１０戸の解体を行い、解体後に駐車

場を整備する予定であります。

水道事業については、令和８年９月で前回の料金改定から３年を経過致します。この間

の急激な社会情勢の変化や、建設資材費及び人件費等の高騰により、経営状況の悪化は看

過できない状況に置かれております。将来にわたって安定した水道供給体制を維持するた

めに、経営の更なる効率化を徹底したうえで、次の料金改定の前倒しも視野に入れ、持続

可能な料金水準や料金体系の検討を加速させてまいります。また、導水管などの基幹管路

の更新にあたっては、重要度や劣化状況に基づき、事業費の徹底した縮減を図りつつ、老

朽管路の更新を一段と進めてまいります。

町民の皆様に、引き続き安全で安心な水道水の供給を行うため、松前町水道事業経営戦

略に基づき、経営の健全化と施設の強靭化を両立させ、将来に責任の持てる水道事業の運

営に努めてまいります。

情報化社会への対応については、町公式ＬＩＮＥアカウント上で各種行政手続きを提供

可能とする、オンライン行政窓口プラットフォームサービスを導入し、行政サービスのオ

ンライン化を段階的に推進してまいります。併せて、令和４年度に策定した「松前町ＤＸ

推進計画」に基づき、自治体ＤＸを着実に進め、町民の生活にも即した新しいデジタル社

会への対応にも取り組んでまいります。

マイナンバーカードについては、健康保険証及び運転免許証との一体化をはじめ、住民

票等のコンビニ交付のほか、所得税の確定申告など、インターネット上で行う行政手続き

にも必要なものであり、住民生活には欠かせないものになってきております。引き続きそ

の普及促進に取り組んでまいります。

公共交通の維持確保については、人口減少や運行会社の運転手不足による減便により、

年々利用者が減少しているところではありますが、買い物や通院等に利用される高齢者や

交通弱者のため、町内を運行する大漁くんバスの持続的な運行支援のほか、ハイヤーに代

わる新たな交通体系として、町民や観光客が利用可能なドアツードアサービスの導入を目

指すため、公共ライドシェア実証運行を引き続き実施してまいります。

また、町外への接続バスの運行につきましても、関係自治体と連携を図り、持続的な運

行に支障がでないよう支援を含め検討してまいります。

松前半島道路については、令和５年度に国による「一般国道２２８号 白神防災」が事

業化され、白神から福島町松浦間の特殊通行区間の解消に取り組まれております。

当町としては、白神防災と併せ、引き続き松前半島道路建設促進期成会を中心に町民の

民間有志で組織する松前半島道路整備促進推進会の協力を得ながら、関係機関への要望活

動を積極的に展開し、今後も安全、安心を重視した、命、暮らし、産業を繋げる道路とし



- 13 -

ての重要性と早期着手を強く訴えてまいります。

次に防災についてです。

当町は、海に面しており、津波や地震などの自然災害に対する心構えや備えが重要であ

ります。

昨年北海道より公表された、日本海沿岸における地震・津波被害想定を反映し策定した

地域防災計画に基づき、有事の際の適切な避難行動が行えるよう、避難体制の周知や避難

路の環境整備に努めてまいります。

また、昨年太平洋側に発表された津波警報については、当該警報の区域が松前町内全域

に発表されたようにも捉えられ、町民の混乱を招いたため、国などの関係機関に要請し、

テレビ等では海域ごとに発表されることとなりましたが、全国瞬時警報システム（Ｊ－Ａ

ＬＥＲＴ）についても、区域が明確になるよう国に要請してまいります。

さらに、令和７年度に各地区の集会施設等にエアコンを設置しましたので、町民が容易

に暑さをしのぐことができる「涼み処」として運用してまいります。

災害時には、地域の協力が必要であります。防災訓練を強化し、地域との連携を深める

ことで災害に強いコミュニティを築いてまいります。

最も重要なのは、町民一人一人が防災に対する意識を高め、協力し合うことです。町民

の皆様が日頃から防災の知識を深め、災害時には冷静に行動できるように、人命を最優先

とした防災対策を目指してまいります。

五つ目は、｢人権が尊重され思いやりにあふれるまち｣を目指す取組についてです。

移住定住の推進については、インターネット等を活用した各種媒体やイベント出展によ

る移住ＰＲや、地域創生の拠点施設である、まちの駅ＴＥＮＯＨＡ松前内のコワーキング

スペースを活用した町民と来訪者との交流を促進、東京２３区等からの移住者に対する移

住支援金の支給など、引き続き多様な施策を通じて当町の魅力を発信し、企業やテレワー

カーに向けたワーケーションやテレワークの誘致及び町内への就職による移住者の誘致な

どを進め、関係人口の増加及び移住定住の促進に努めてまいります。

町内会活動については、人口減少等による会員減少や役員の担い手不足により、町内会

組織の弱体化が懸念されていることから、町内会連合会を通じて地域コミュニティの維持、

活性化を支援してまいります。

空家等除却支援事業については、平成３０年度から令和６年度までの７年間で１９１棟

の除却を行ってまいりましたが、空家等は人口減少とともに増加傾向にあることから、引

き続き放置することが不適切な状態の空家等の除却を促進し、町民の安全で安心な住環境

の向上に取り組んでまいります。

六つ目は、「分権時代にふさわしい自立と協働のまち」を目指す取組についてです。

産学官連携については、「まちづくり」や「ものづくり」と就労先でのステップアップ

を図る各種資格取得に係る助成を「スマイル応援補助金」で実施し、引き続き町民の主体

的な取り組みを支援してまいります。

また、令和４年度に策定した「松前版ＳＤＧｓチャレンジアクション」に基づき、町民

が取り組むＳＤＧｓに関する行動を支援し、国際的ＳＤＧｓへの貢献と併せて持続可能な

まちづくりに資する施策の検討を進めてまいります。

さらに、効率的な行財政運営についてです。

組織機構については、職員数の適正化を進め、簡素で効率的な組織にするため、令和３

年４月から段階的に進めてまいりました。大課制を基本とする組織再編の一環として、残

る総務部門の再編を本年４月に行う予定であります。
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また、支所のあり方につきましては、これまで職員体制や各種事務事業の見直しを行っ

てまいりましたが、引き続き簡素で効率的な組織機構を目指すため、現状の把握や課題の

検証を進め、地域の皆様のご意見を伺いながら、できる限り住民サービスの低下を招くこ

とのない方向性を模索してまいります。

以上、歳出予算に関する主な施策について申し上げました。

次に、歳入について申し上げます。

町税については、風力発電施設の建設により、一定程度の固定資産税を見込めるところ

ではありますが、減少傾向となっております。

また、町民税においては、都市部での賃金が上昇していることなどから、緩やかな上昇

傾向が見られますが、当町においては都市部ほどの上昇が見込めないことや年収の壁の見

直し、物価の上昇などから依然として厳しい状態が続いております。

なお、収入未済額については、渡島・檜山地方税滞納整理機構と連携し、積極的に滞納

処分を実施しながら、歳入の確保と収入未済額の圧縮に努めるとともに、納期内に納付さ

れない方に対しては、納期内に納付されている方との公平性を保つ観点から延滞金を徴収

し、納期内完納の啓発に努めてまいります。

税外収入の収入未済額については、松前町債権の管理に関する条例や、松前町特定滞納

者等に対する行政サービス等の制限措置に関する条例の規定を適用し、歳入の確保と収入

未済額の圧縮に努めてまいります。

歳入の大宗を占める地方交付税については、国の地方財政計画の総枠では、前年対比で

６．５％の増額となり、近年の物価高に対する経費への算定等が見込まれるところではあ

りますが、令和７年度国勢調査人口を用いての算定となるため、当町への交付見込額につ

いては不明瞭であり、歳出に対応した一般財源の確保が大変厳しい状況にあることから、

財政収支の均衡を図るため財政調整基金を編入し、予算を編成したところであります。

町債の発行については、便益を受けることとなる将来世代と現役世代の世代間の負担の

公平性を図る観点から行われることとなりますが、財政負担を考慮し、基本的に交付税措

置の有利な地方債を活用してまいります。

なお、近年の金融政策転換による利上げの影響で、長期金利が上昇してきており、借入

時の利率も連動して上昇傾向となっております。公債費の増嵩は、将来に過度な負担とな

るため、将来に向けた償還計画を精査しながら対応してまいります。

結びに、日本経済は緩やかに回復傾向ではあるものの、物価高の影響は地方ほど受けや

すく、当町も例外ではなく、財政状況については、極めて厳しいこともあり、令和８年度

においては、既存事業の見直しを含めた、抜本的な行財政改革を行っていく予定でありま

す。

まちが抱える様々な行政課題に適切に対応するとともに、地方財政を取り巻く環境が極

めて不透明であることから、規律ある財政運営に意を尽くしてまいりますので、町議会議

員の皆様並びに町民の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。以上でござい

ます。

○議長(伊藤幸司君) 以上で令和８年度町政執行方針を終わります。

◎令和８年度教育行政執行方針

○議長(伊藤幸司君) 日程第５、令和８年度教育行政執行方針を行います。

教育長の発言を許します。教育長。
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○教育長(宮島武司君) おはようございます。

令和８年松前町議会第１回定例会の開会にあたり、教育行政執行に関する主要な方針に

ついて申し上げます。

少子高齢化の進行や社会構造の変化、情報通信技術（ＩＣＴ）の発展などにより、学校

教育及び社会教育を取り巻く環境は大きく変化しており、こうした状況を踏まえ、時代の

要請に的確に対応した教育施策の推進が求められております。

学校教育においては、確かな学力、豊かな心、健やかな身体の調和のとれた育成を基本

とし、児童生徒一人一人の状況に応じたきめ細かな指導の充実を図るとともに、ＩＣＴの

効果的な活用により学びの質の向上を推進し、また、教職員がこどもと向き合う時間を確

保できるよう、働き方改革の推進と教育環境の整備に努めていかなければなりません。

社会教育においては、「第７次松前町社会教育中期計画」に基づき、生涯にわたり学び

続けることができる環境づくりを進め、公民館や図書館等を拠点とした学習機会の充実と、

地域の繋がりを深める取組を推進していかなければなりません。

さらに、学校、家庭、地域が連携、協働し、地域全体でこどもを育む体制の構築を進め、

学校教育と社会教育が相互に補完し合う教育の充実を支援していかなければなりません。

ここに、総合計画に掲げる基本構想の「生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育

つまち」を目指す取組について申し上げます。

はじめに、教育指針の奨励、学校教育について申し上げます。

教育は、人づくり、地域づくりの基本であるとともに、地域が主体性と責任をもつべき

ものであり、地域発展の礎であるという教育指針条例の理念を踏まえ、総合計画並びに教

育大綱のもと、「学力向上」「書道教育」「ふるさと学習」「体力向上」「食育の推進」

を柱に鋭意取組を進めるとともに、松前町の将来を担うこども達に良好な教育環境と学習

環境を確保し、提供してまいります。

３小学校と１中学校で構成している小中一貫教育制度、松前学園と学校運営協議会（コ

ミュニティ・スクールＣＳ）は９年目となり、一定の定着が図られてきており、全町立学

校、各地域住民と保護者が一体となって学校運営に取り組み、松前の将来を担うこども達

に、「知・徳・体」の調和のとれた「生きる力」を地域全体で育む小中９年間の一貫した

教育活動を行っております。

学力向上については、令和７年度全国学力・学習状況調査により、中学校の国語以外で

全国を下回るという結果になっております。引き続き結果を分析し、松前学園の教務部が

策定したアクションプランに基づき、「教師の授業力向上」と「松前っ子３リズム」の推

進による生活リズムの完全定着を柱に、基礎学力の向上に取り組んでまいります。

教職員のサポートなどを行う人員の配置については、習熟度の低いこどもへの個別支援

のため学習支援員を全校に配置するとともに、障がいのあるこどもの学習や学校生活をサ

ポートする特別支援教育支援員についても、１学級に１名を配置する体制で引き続き配置

してまいります。

ＡＬＴ（外国語指導助手）の配置については、一般財団法人自治体国際化協会が行う外

国青年招致事業（ＪＥＴプログラム）を活用し、小学校に１名、中学校に１名の合計２名

の外国青年が教職員の行う外国語の授業の補助などを実施しておりますが、そのうち１名

の外国青年が７月をもって外国青年招致事業で定める任期を迎えるため、新たな外国青年

を招致し、引き続き２名体制で継続してまいります。

また、教師の授業力向上や各学校との連携を図るため、教育委員会事務局に豊富な教師

経験を有する指導主事を引き続き配置してまいります。
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１人に１台整備されているＩＣＴ機器を活用した学習については、学校内での学習方法

や町内全域に整備された光回線を活用した家庭学習の充実などを図るため、専門的知見を

持った民間事業者によるＩＣＴ支援員を昨年度から配置しておりますが、大変好評を得て

おり、引き続き配置してまいります。

また、令和２年度に導入したＩＣＴ機器については、令和７年度で５年を経過したこと

から、北海道教育委員会が共同調達する公立学校情報機器購入事業に参画し、財源は北海

道公立学校情報機器整備事業費補助金を活用して更新が円滑に行われるよう進めてまいり

ます。

「書道教育」については、毎年各書道展で優秀な成績を収め、着実に成果を上げており、

本年度は松前高校から北海道を代表して秋田県で行われる第５０回全国高等学校総合文化

祭に出場が決定しており、大変期待しているところです。松前学園のもと、松前高校から

も参画いただいている書道教育推進会議や、小、中、高を通した書の日常化を進め、その

取組を広く町内外に発信してまいります。また、引き続き専門的知見を持った書道アドバ

イザーを配置し、授業をサポートしてまいります。

「ふるさと学習」については、令和６年３月に改訂を行ったふるさと読本（第３版）を

活用した授業を推進するとともに、ＣＳ委員を中心とした各地域の方々や企業などのご協

力をいただきながら、町の自然や歴史の学習、産業などの体験、ＳＤＧｓの取組などを考

察する学習や町民との交流を実践し、郷土を愛する心を育てることのできる町独自の学習

を進めてまいります。

また、東急不動産株式会社とＲＥ１００まつまえ再エネ次世代人材育成推進協定を締結

する予定となっており、複数の関係企業が参画して、小・中・高の段階に応じた町内で行

われている再生可能エネルギー関連産業の魅力を伝える授業などを予定しており、将来の

地元への就職などを想定した取組が行われる予定となっております。

体力向上については、令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、小学

校においては体力合格点の全国平均値を男子は上回ったものの女子は下回り、中学校にお

いては男女ともに下回る結果となりました。学校ごとに目標を設定し、体育授業のほか、

休み時間などを利用したなわとびなどの定着を図り、体力及び運動能力の向上を図ってま

いります。

その一方では、全道、全国規模で行われる大会に出場する児童生徒も輩出されているこ

とから、引き続き出場経費などに対し補助することにより、保護者負担の軽減を図ってま

いります。

また、自衛隊松前警備所のプールの活用により行われているプール授業については、令

和６年度において、設備の故障により中止としておりましたが、昨年度に再開したところ

であり、引き続き体力向上に向けた取組を進めてまいります。

全国的に進められている部活動の地域展開については、軟式野球、バレーボール、ミニ

バスケットボール、バドミントン、陸上競技など複数の受け入れ団体との調整が整って初

めての４月を迎えます。引き続き地域の実情に合った地域展開やこども達が多様なスポー

ツ、文化芸術活動に親しむことができる環境づくりが実現するよう、検討を続けてまいり

ます。

また、渡島西部４町で行われている拠点校方式による活動については、渡島西部４町部

活動地域展開推進協議会が設立され、昨年度において、ユニフォームに係る経費などを４

町で競技会に負担金を納めて運用する方法に決定したところであり、今後におきましても

その都度競技を行い、必要な経費を負担金として支出してまいります。
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こども達のいじめの問題は、こども達のささいな変化や兆候であっても、いじめとの関

連を常に意識し、緊張感をもって取り組むことが求められています。こどものいじめ防止

条例を基本として、こども達が安心して生活し、学ぶことができる環境をつくるため、学

校、家庭、地域、行政が連携し、いじめが許されない行為であることを理解させるととも

に、いじめの早期発見、早期解決に努めてまいります。

教職員の働き方改革については、学校現場における教職員の時間外勤務などの縮減を図

るため、学年始休業日の延長や、長期休業期間中の完全学校閉庁日の設定などを進めてお

りますが、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の一部を改

正する法律が公布され、全国の教育委員会においては、教職員に関する業務量管理、健康

確保措置の実施に関する計画の策定が義務付けられたところであり、当町においても２月

に開催された総合教育会議において、「松前町立学校の教職員に関する業務量管理・健康

確保措置実施計画」が決定されました。今後においては、この計画に基づき教職員の働き

方改革について進めてまいります。

校舎等の維持管理については、近年の暑さ対策として教職員住宅にエアコンを設置して

まいります。

また、竣工から１０年以上が経過した松前中学校では、令和６年度から３ヶ年計画によ

る外壁の塗装工事を実施しており、最終年度を迎え建物の全てにおいて、外壁塗装工事が

完了する予定となっているほか、その他の校舎等については、将来を見据えた施設の維持

管理に努めてまいります。

児童数減少に伴う教育の維持に関し、小学校の統廃合の検討を開始して行かなければな

らない時期にあることから、大島小学校や小島小学校の現状と、近い将来の児童数の見込

みなどをＰＴＡや地域住民に対し説明会を開催したところです。

教育委員会からは統合までに一定の準備期間が必要なことなどから、令和１１年４月に

統合する案を示したところ、地域からいただいたご意見では、「まだ早い段階で統合でき

ないのか」などのご意見が挙げられており、「スクールバスはどうなるのか」などの心配

するご意見はあったものの、統合に対するネガティブなご意見はなかったものと認識して

いるところです。

今後においては、教育委員会において、「松前町立小学校適正配置計画」を策定し、さ

らにはスクールバスの運用方法や校舎の利活用なども併せて検討しながら、統合に向けて

準備を進めてまいります。

松前高校は道立学校ですが、松前町にとって人口減少問題や様々な観点からなくしては

ならない学校です。松前町と致しましては、引き続き様々な支援を継続してまいります。

現在の松前高校の学校経営は、「書道教育」「松前学」「国際理解教育」の三つを柱と

する教育を進め、「学校運営協議会（コミュニティ・スクールＣＳ）」を設立し、学校と

地域が一体となって課題を共有して、魅力ある高校づくりを推進しております。

書道教育については、小中高一貫といった観点から、町立学校と連携した取組を継続し

てまいります。

国際理解教育については、フランス国ブザンソン市ルイ・パスツール高校への研修派遣

事業について、同市の博物館が松前藩の家老「蠣崎波響」が描いた「夷酋列像」を所蔵し

ている縁もあり、長年にわたり実施してきているところですが、引き続き支援してまいり

ます。

また、コミュニケーション能力を高め、希望する進路を実現するため、年齢の近い大学

生との対話を行い交流する学習プログラム「ともしび(改称)ワークショップ」についても
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一定の成果が認められていることから、引き続き支援してまいります。

さらに、保護者の負担軽減対策として、入学奨励金の支給や給食の無償提供を引き続き

実施し、支援してまいります。

昨年度から動き出した全国募集については、様々な取組を行ってきたところであり、支

援をしていただいている法人からは、他の学校の状況などから、初年度の入学者は２人か

ら４人程度だと伺っていたところでありましたが、１月の出願では、全国募集の枠である

推薦枠に８名の出願があったところであり、松前高校の教育活動や松前町のポテンシャル

の高さを再認識したところです。

今後においては、生徒の住居をお願いしている旅館の部屋数にも限りがあることから、

将来を見据えた適正規模の寮の建設を検討しており、当初予算では実施設計にかかる予算

を計上したところであり、建設にかかる予算については、準備が整いましたら補正予算で

対応させていただきたいと考えております。

さらには、入学してくる生徒のコーディネートや、次年度に向けた全国募集の業務など

を担っていただく経験豊富な指導主事を教育委員会事務局に配置し、更なる松前高校との

連携を図ってまいります。

学校給食については、こどもの健全な発達を促すうえで、大きな役割を担っており、食

に関する正しい理解と適切な判断力を養い、規則正しい食生活に重要な役割を果たしてお

ります。今後とも安全、安心な給食の提供に努めるとともに、学校や家庭との連携を図り

ながら、食育の推進に努めてまいります。

また、地元を含めた道南食材の利用や給食試食会でのアンケート結果などを参考にした

献立の見直しを行い、児童生徒に栄養バランスのとれた美味しい給食が提供できるよう努

めてまいります。

昨年度に引き続き、本年度の学校給食費については、物価高騰などにより値上げをした

ところでありますが、令和４年度から実施している児童生徒の無償提供について、引き続

き実施してまいります。

次に、社会教育の推進について申し上げます。

生涯学習事業については、公民館や交流の里づくり館を中心に、各種サークル活動が充

実できるよう環境整備に努めるとともに、多様化するニーズに対応しながら各種事業に取

り組んでまいります。

また、海や山などとふれあう、我が町の自然を活かした取組も地域の方々のご協力を得

ながら行ってまいります。

高齢者の方々に大変好評をいただいている「いきいき教室」については、豊かで健やか

な生活を目指し、また楽しく集まることができる交流の場として、防災や近年増加してい

る詐欺に対する防犯知識の講習なども交えながら、各方面の協力を得て内容の充実を図り、

多くの方々に参加していただけるよう、引き続き開催してまいります。

町立図書館については、デジタルメディアの普及による情報接触の変化などの要因によ

り活字離れと言われている近年にあって、読書を習慣化することが重要であります。

こどもについては、図書館に連れて行くことや、家に本をたくさん置くこと、読み聞か

せを行うこと、親が本を読む姿を見せることなどが有効と言われていますが、子育てや家

庭教育へのサポートも踏まえながら、乳幼児期からの対策として、親子のためのブックス

タート事業や様々な場面での絵本の読み聞かせ事業、学校図書連携事業、郵便局図書運営

事業、古本市などを実施するとともに、各種セミナーや図書館ならではのイベントの開催、

松前町文化祭などと連携した図書館まつりの開催により、より多くの町民に親しまれる図
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書館運営に取り組んでまいります。

町民の方々の発表や交流の場として親しまれている松前町文化祭については、多様化す

る娯楽等の影響などにより、ここ数年は参加する団体が減少傾向にありますが、より多く

の町民が参加していただける文化祭を目指し、開催に向けて実行委員会を支援するととも

に、平時から町内の各種サークルや団体の活動が活性化される取組を継続してまいります。

次に、歴史、文化の継承と創造について申し上げます。

国指定史跡松前氏城跡福山城跡については、平成２８年度に策定した松前氏城跡福山城

跡保存活用計画に基づき、保存活用を進めているところですが、史跡の本質的価値を構成

する遺構である石垣の調査を引き続き実施し、本年度に調査結果を報告書としてとりまと

めることとなり、この石垣の調査報告などの結果を踏まえ、今後に向けて専門家の意見を

いただきながら、縄張り等の整備方針を検討し、福山城天守の木造復元に向けた条件整備

に取り組んでまいります。

また、史跡内の環境整備についても、樹木の剪定など、適切に取り組んでまいります。

松前城資料館及び松前町郷土資料館は、松前町や北海道の歴史を象徴する施設でもある

ことから、福山城の城郭がわかる縄張り図や天守木造復元の歴史的資料となる写真などの

展示や、来館者に更に興味を持っていただけるような企画展を開催するとともに、来館者

から大変好評をいただいている御城印については、引き続き令和８年度の新たなデザイン

版を発行するほか、各種歴史的資源のデジタル化による情報の発信にも取り組んでまいり

ます。

当町の特色ある歴史や文化を学ぶふるさと学習や松前高校の松前学に対する支援につい

ては、縄文時代の土器などの発掘体験や土器づくり体験などのほか、郷土料理や郷土芸能

など各種学習メニューを用意し、郷土を知り、地域に愛着と誇りを醸成する取組を行って

まいります。

国の重要無形民俗文化財に指定された松前神楽をはじめ、当町の無形民俗文化財の保存

については、継承者不足という大きな課題ではありますが、町内保存団体と連携を密にし

ながら、保存、継承者育成の取組を引き続き支援してまいります。

また、昨年１１月２８日に開催された文化庁の文化審議会無形文化遺産部会において、

令和７年度のユネスコ無形文化遺産（人類の無形文化遺産の代表的な一覧表）への提案候

補として、松前神楽をはじめとした全国各地の国指定重要無形民俗文化財４０件で構成さ

れている、神楽及び温泉文化が選定され、また複数の案件を同時にユネスコに提案する場

合、提案国はユネスコによる審査の優先順位を付す必要があり、これまでの経緯などから

神楽、温泉文化の順で決定され、最短で令和１０年１２月頃に審議が行われる可能性が高

いと言われています。

当町は、ユネスコ無形文化遺産への登録を推進している全国神楽継承・振興協議会の特

別会員であり、正会員となっている松前神楽松前ブロック連合保存会のほか、関係団体と

連携して登録に向けた活動に取り組んでまいります。

文化の香り漂う書のまちづくりを推進については、町民憲章の理念に基づき、松前町出

身で文化勲章を受章された書家金子鷗亭氏の偉大な功績を讃え、書のまちづくり推進協議

会や関係者と連携し、書道パフォーマンスや金子鷗亭記念書初め席書大会など、各種事業

に取り組むとともに、書道教育や書道パフォーマンス、金子鷗亭記念書初め席書大会など

の財源として永年寄附をいただいている公益社団法人創玄書道会とも連携しながら、様々

な事業に取り組んでまいります。

また、松前町と北海道教育大学との相互協力協定に基づき、北海道教育大学とも連携し、
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学校における書道教育の充実を図るなど、「書のまち松前」としての取組を行ってまいり

ます。

最後に、スポーツと青少年活動の推進について申し上げます。

スポーツの推進については、町民の体力向上や健康の保持増進に欠かせない事業であり、

地域づくりやまちづくりに大きな役割を果たしております。こども達の体力や運動能力の

向上、メンタル面やスキル面の成長による人づくりに向けて、各スポーツ団体の活動を引

き続き支援するとともに、トップアスリートを招聘した教室の開催や、昨年度から実施し

し大変好評だったｅスポーツに関する催しを開催するなど、スポーツと触れ合う環境整備

に努めてまいります。

また、教育指針の奨励（学校教育）の体力向上の項目でも申し上げましたが、中学校の

部活動の地域展開が今後も進展していくことを踏まえ、各スポーツ団体に必要な経費の支

援を検討するなど、取組を進めてまいります。

青少年の育成については、自主性、社会性、正義感、倫理観を持った豊かな人間性を育

むため、松前町青少年健全育成連絡協議会など関係団体との連携を密にしながら、二十歳

の集いや少年の主張大会の開催など通じ、健全な青少年の育成に努めてまいります。

姉妹都市児童生徒交流事業については、小学校６年生を対象に愛媛県松前町、中学生を

対象に福島県伊達市梁川中学校と滋賀県近江八幡市の中学生との交流を実施しております

が、近江八幡市との交流は昨年度から始まった事業であり、本年度は松前中学校の生徒達

が近江八幡市を訪れることとなっております。姉妹都市のより一層の結びつきを深めると

ともに、児童生徒それぞれの経験と交流により、松前町ならではの青少年の育成が図られ

るものと期待しているところです。

以上、令和８年度の松前町教育行政執行方針について申し上げましたが、教育委員会と

致しましては、松前町教育指針条例や、総合教育会議で決定されている松前町教育大綱な

どを推進し、こども達がふるさと松前への誇りと愛着を持って、様々な社会の変化に対応

し、自ら未来を切り拓く力を身につけ、全町民が生涯にわたって豊かに生活していけるよ

う、教育委員会委員ともども全力を尽くしてまいりますので、町議会議員の皆様並びに町

民の皆様の一層のご理解とご協力をお願いを申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 以上で、令和８年度教育行政執行方針を終わります。

暫時休憩します。

(休憩 午前１１時０８分)

(再開 午前１１時２３分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

◎一般質問

○議長(伊藤幸司君) 日程６、一般質問を行います。

既に通告がありますので、通告順に発言を許します。

３番三浦昭雄君。

○３番(三浦昭雄君) おはようございます。

通告に従いまして、１番目に、一昨年の第４回定例会において、私の一般質問、海業の

振興による将来のまちづくりについての追跡質問をさせていただきます。
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議員になってこの３年間、町民の代表としての私の立ち位置は、漁業と地域産業の振興

のであります。

まず、二十歳を迎えた若者が、毎年記念式典で唱和されている松前町町民憲章、約、今

から５０年前につくられたものですが、つくられて、町民各世帯に配られた絵皿の１番目

に書かれている文言を、町長はご存じでしょうか。わかりましたら、お答え願います。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午前１１時２５分)

(再開 午前１１時２５分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

町長。

○町長(若佐智弘君) 申し訳ございません。町民憲章、書いてる内容は把握してございま

すが、順番まではしっかりと暗記していなくて、申し訳ありません。単純なことにすぐに

答えられなくて、お詫び申し上げます。

まず町民憲章、第１は、力をあわせて産業を興し豊かな町にしましょう、でございます。

これを基にして、町民憲章を基にしての総合計画でございます。申し訳ございませんでし

た。

○議長(伊藤幸司君) ３番三浦君。

○３番(三浦昭雄君) どうも、失礼しました。

それで、１番目に今町長がおっしゃったように、力をあわせて産業を興し豊かな町にし

ましょうと書かれておりますが、そして、あと１年になりました松前町後期総合計画の中

でも、松前町後期総合計画の基本構想に力を合わせ、産業を育てる活力があるまちとあり

ますが、松前町においては少子高齢化により、漁業者の高齢化、観光客の減少、商工業に

おいても人口減に伴う消費力の低下と、当町の経済に大きな影響を与えると思われますが、

こうした状況を踏まえ、地域を支える新しい産業として海業は、当町にとって必要不可欠

なものと考えられるわけであります。

前回の一般質問の時に、町長の答弁は、地域にある資源、人口交流を増やしながら、一

つの団体が一つのものをやるのではなく、いろいろな団体が集まって、知恵を出し合って

一緒に取り組んでいく形が良い。まして、海業を国が推進していることから、チャンスと

してやっていかなければならない。このように答弁しておりましたが、このことについて、

今日現在でも町長の考えは変わらないんですか。どうでしょうか。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 端的にお答えさせていただきます。その考えには変わりはございま

せん。そのために検証、様々な検討等も続けてきております。

○議長(伊藤幸司君) ３番三浦君。

○３番(三浦昭雄君) 一昨年の石破内閣のときに閣議決定された、「地方創生２０」や水

産庁の海業の推進は、今回高市内閣においても変わらず、国の方針として進められており

ますが、また、北海道水産林務部の岡島部長さんは、今年度の念頭において、海業の立ち

上げから実施段階までを後押しし、海業推進事業費を創設し、地域の意向に寄り添いなが

ら、積極的な活用を促進し、水産業を核とした漁村づくりと地域経済の活性化を進めると

話をしておりました。

このような、水産業に関係する事業強化の投資がなされるなか、当町においては産業振
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興課の皆さんが昨年来、町内の各種団体や企業との連携を図りながら、産業として町全体

で海業を推進する体制をつくりあげなければならないと考えまして、取組の一環として地

域資源を活かした新たな観光や、政策財政課が町の歳入を増やそうと、一生懸命頑張って

いるふるさと納税に体験型として結びつけられないかと、ワークショップの開催や、海業

の先進地を視察したり、一生懸命努力をしておりますが、しかしながら、各団体の協力が

なかなか見えてこない、この現状であります。

この海業に関しては、今最後になりますが、当町も物価の高騰により財政調整基金が少

なくなり、財務の改善計画を考えなければならない時期にきております。このことを一般

家庭に置き換えれば、こどもが親に買いたいものがあるからお金がほしいと言っても、お

金がないから、アルバイトして自分のことは自分で解決しなさいと言うと思います。

このことを、当町の各団体に置き換えれば、町が財政の健全化を考えている時に、各団

体１千万円以上の予算付けをお願いするばかりでなく、自助努力してもらうためにも、海

業を産業の一つとして位置付けて協力するように、町長からぜひ指導してもらいたい、こ

う思います。ちょっとお願いします。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) まずもって、海業は当町にとって、今後必要不可欠なものであると

いうふうに私は認識しております。漁業は水産加工、流通、観光などを含む海業、これは

地域経済を支える、極めて重要な産業であると認識しております。

このため、当町としては、まず町と北海道まつまえ観光物産協会とのなかでつくってお

くります、松前町観光客誘致推進事業実行委員会を立ち上げまして、そのなかで様々な、

いろいろ海業に取り組んでる地域の実態調査等もしているところであります。

まず、海業を新たな地域産業として確立していくためには、今三浦議員おっしゃるとお

り、行政のみならず、漁業者をはじめ、松前さくら漁協、そして観光物産協会、商工会、

民間企業など、多様な主体が連携し、まち全体で推進する連携体制を構築していくことが

重要であるというふうに認識しております。

町としては、先ほどお話ありましたように、水産庁において、海業に一歩踏み出すため

の調査、効果、分析、取組の実証実施など、海業に係る実施計画の策定に必要な調査など

を経費の１００％補助していただけるということで、７年度において海業推進業務委託事

業を実施したところでございます。

これらの委託事業の成果が、２月末に提出されてきております。それらの実態を、調査

内容をよくよくこちらの方も把握し、そしてどうあるべきか。これから検討して、実施し

ていくための方向性をしっかりと決めていかなければならないと思っております。

まずもって、その経緯経過、調査の中身をしっかり把握して、そして町全体、いろいろ

な産業団体が一緒になって進めていけるような、そういうものを構築していきたいという

ふうに考えているところでございます。

○議長(伊藤幸司君) ３番三浦君。

○３番(三浦昭雄君) 町長の考え、よくわかりました。でも、少し気合いを入れて、各団

体にしっかりやれと、こう言ってください。なかなか動きが悪くって、何て言うんですか

ね、年いってる人ばかりだからでもないでしょう、やる気があるかないかの問題で。そう

いうことで、一生懸命やるように町長の方からアドバイスしてください。どうもありがと

うございました。

それで時間の関係上、次に行きます。次に、松前沖洋上風力発電の今後についてでござ

いますが、松前沖洋上風力発電事業は、令和３年２月に国のセントラル方式による海域情
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報の提供から始まったわけですが、令和５年１１月に第１回法定協議会から始まり、令和

６年７月第３回法定協議会を終えて、令和７年７月３１日に有望区域から、第４ラウンド

の促進区域に指定されたわけであります。

その後、１ヶ月も経たない８月２７日に事業者が第３ラウンドの秋田、千葉県両沖の３

海域で計画していた洋上風力発電事業から撤退しました。その理由としては、令和元年１

０月に第６次エネルギー基本計画が閣議決定され、国が日本のエネルギーの自給率の向上

を図るため、令和２年に国内で洋上風力の実績がないなか、公募を始めましたが、その後、

ロシアのウクライナ侵攻による円安と資材の価格高騰などによる建設コストが２倍になり、

また、船舶法第３条カボタージュ規制に伴うＳＰ船の不足など、固有の問題もあり撤退し

たわけですが、撤退した一番の理由と思われる、この船舶法第３条カボタージュ規制とは

何のことか、町長は認識しておりますか。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午前１１時３８分)

(再開 午前１１時３８分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

町長。

○町長(若佐智弘君) 答弁にはなりません、三浦議員、申し訳ございません。今初めて聞

いた言葉でして、ちょっとできればその内容をご教授いただければ助かります。よろしく

お願いします。

○議長(伊藤幸司君) ３番三浦君。

○３番(三浦昭雄君) 船舶法第３条カボタージュ規制というのは、自国、日本の沿岸輸送

は自国船に限るという規制です。これは、どういうことかというと、風車の事業をする事

業主が、ヨーロッパ、あの辺が先進国ですよね。あそこからＳＰ船をチャーターして借り

てこようとしても、日本国籍でないから使えないんですよ。そういう船舶法第３条がある

んで、これを改正しないうちは、それからはずれたことはできない。

それで一番困っているのは、大型のＳＰ船は日本国内である一つの大手の建設会社が４

隻所有してるだけで、ナンバー２とかナンバー３の建設会社は、そこまで大きくないんで

す、船が。それで、この大型ＳＰ船は、４隻っていうのは大体どこだっていうのはわかり

ますよね、どこか。約建造費が５００億、それから建造期間が５年もかかります。そのた

め、松前沖は大型風車なんですよね。風車のブレードのセンター、ここまでが海面から約

１５０メーターなんです。それを釣り上げるのに、一番大きいＳＰ船でなければできなっ

ていうことなんですよ。

それで、次にいきますが、また第４ラウンドの松前沖洋上風力発電は、まず一つ、水深

が４０メーターより浅いところでは設置不可能。二つ目が、岩盤が固いのでモノパイル式

からジャケット方式に変更する。そして三つ目は、ヤリイカ漁の期間中、３、５月は工事

中止。それと最後に、高圧電力のため、このケーブルを接続するのには変電所が、北斗市

の大野地区の変電所を利用しなきゃないって、こういうことなんですよ。ってことは、直

線距離で約９０キロあるんですが、１キロあたり２億円かかるそうです。

そういうように、ほかの地域と比べて松前沖はものすごくハードルが高い。こういうこ

とで、漁業と共生や港湾整備、送電線など、事業者は消極的に見ていると思われます。こ

のような現状のなかで、経済産業省は事業者の公募ルールの見直しを進めていると。
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それで、松前沖は先ほど言いました、撤退した事業者の３海域の公募の後に松前沖の公

募をすると考えられてるわけですが、当面は足踏みが続く状態だと思われる。それで、町

長はこの足踏みされている状態をいつ頃まで続くと考えていますか。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) まず、先ほどのカボタージュ規制、勉強になりました。今までエネ

ルギー庁のほうの担当者とかからも、一応今回の撤退された事業者の事情等をいろいろ伺

っておりましたが、そのなかにはそういう船舶法の関係のお話はなかったもので、今回初

めて聞きまして、そういう問題もあるんだということは、しっかりと受け止めました。

まず、新たな公募専用指針では、今説明受けてる段階では、事業を確実に完遂できるか

どうか。そして、スケジュールの柔軟性、そういうものを重視する仕組みが盛り込まれる

予定でおります。

ただ、先ほど三浦議員おっしゃったように、千葉県沖、そして秋田県沖、過去の公募で

選定された事業者、事業箇所、これらがですね、国としては撤退した原因を分析して、こ

れらを公募のまず始めに松前沖、檜山沖よりもそちらのほうが先になるものというふうに

私どもは理解しております。

ただ、報道等を見ていきますと、まず秋田県沖、千葉県沖、これに関しては８年の春、

今年の春ですね、これ以降に公募が始まるだろうと。ただ、今おっしゃられたとおり、新

たな公募の指針とか、そういうものを見て、そこに事業者がしっかりと参入してくれれば、

そのあと、私どももそんなに遠くはないのかなあと思っておりますが、現状のなかでこの

松前沖の公募開始、いつになるのか。これは、私どものなかではちょっとはっきりと、今

ここでいつ頃というのをお伝えすることは、今ちょっと難しいお話でございます。

ただ、これに関しては、これに関しましても、当町は松前沖にしっかりと事業がおきる

よう、私ども、それぞれ関係官公庁、そしてまた官公庁と情報を緊密に取り合いながら、

しっかりと前に進んでまいりたいというふうに考えているところでございます。

○議長(伊藤幸司君) ３番三浦君。

○３番(三浦昭雄君) 全くもって町長の答弁、今の現状ではそれくらいかなあと思うんで

すが、私が一番心配してるのは、秋田県、千葉県沖が先に公募いって、松前沖がそのあと

に公募になるんですが、秋田、千葉県沖が先に公募になった場合に、やはり大型風車であ

れば、今言った４隻を先に使われちゃうんですよ。そしたらここ公募で決まっても、そこ

が工事終わって空いてくるまでは、こっち着工できないっていうことになれば、いかがな

ものかなと、こう私は考えております。

でも、まあ今それね、何年か先のことを話してもしょうがないんで、できるだけ早めに

やっていかなければ、我が町の財政も大変な厳しいなかですから、町長一つ、努力して国

でも道でも働きかけて、一歩でも前に行けるように一つお願いします。

それと次に、最後になりますが、地方港湾松前港の活用についてでございます。松前港

は、国から松前町が管理を委託されているわけですが、委託契約書のなかで、修繕は委託

先で行うとありますよね、これは。その費用の部分は、まず１点目、地方交付税の中に含

まれていると考えてもよろしいんでしょうか。

また、現在の松前港は、完成港ではなく、平成１６年度頃から工事自体が休止している

と。これも考えてよろしいんでしょうか。この２点をお願いします。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午前１１時４７分)
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(再開 午前１１時４７分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

町長。

○町長(若佐智弘君) お時間をいただいて申し訳ございません。

先ほど、三浦議員のお見込みのとおりで、修繕費等かかった経費については交付税のな

かで算定されているという考えでございます。

そして、先ほど松前港の計画でございます。以前、確かに松前新港、これは基本的に大

きな構想がございました。そして、将来を見据えた港湾整備構想がございましたが、その

後の社会経済情勢の変化を背景に白紙、その計画自体がなくなりました。

というのも、相当な費用のかかる、この松前町役場の真下の海辺りに、唐津沖からこの

辺のところに大きな港を新しくつくる。当然地元負担も大きかったものですから、私も白

紙のお願いにあがった時に、随行でついて行った記憶あります。それで、その時に町負担

がちょっと難しいというお話で、この時には計画自体、計画どおりには動くことはできな

いのでということで、現状のなかでは計画はやはり白紙、何もないというのが今の現状で

ございます。以上です。

○議長(伊藤幸司君) ３番三浦君。

○３番(三浦昭雄君) あと１０分の命になりましたんで、最後になりますが、産業振興課

が新しい産業の一つとして取り組んでいる海業に対しての松前港の整備と、松前洋上風力

発電の港湾を核とした積極活用と、地域産業の活性化を検討するなかで、今の松前港では

その役目が果たせないと私は考えるわけです。なぜかというと、洋上風力工事のための大

型起重機船、保守点検に向けたＣＴＶ船の係留など、多目的に対応した岸壁の整備など、

この海業と洋上風力発電事業、二つの事業追行における松前港の港湾機能整備に先行投資

をしなければ、地元は潤わないと思います。

なかなか難しい話になりますが、避難港であっても避難港では逆にない場合があります。

なかの港に入るのに、今現状でも大型起重機船は港の入口と船の幅が合わないので、なか

に入れないので、ちょっと大きい時化になれば函館港に避難したり、江差港に避難したり、

それが現状でございます。

ですから、北海道の開発予算のなかで、今年度港湾単独に１７６億の予算がついており

ます。この辺を松前港に使えないのか、町長のやっぱり努力で開発局にも掛け合ってもら

えませんか、これは。町長、一つお願いします。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) まずもって、洋上風力に関する様々な作業船と言うか起重機船、三

浦議員おっしゃるとおり、松前港に入港できるような大きさではございません。そういっ

たなかで、私どもは今おっしゃられたＣＴＶ船、要はＯ＆Ｍ、保守管理する船とか、また

作業する段階という、起重機船等に人員を運ぶ、そういう船、こういうものがＣＴＶ船と

呼ばれるんですけれど、こういう船は松前港でも入れるということで、当然、ただその時

にはそういう船を係留するために岸壁の耐荷重、そして水深条件、ヤードの確保、当然そ

このところに資材等も置かなければなりません。こういうものは想定しております。

ただ、今現状公募も始まっていない状況のなかで、これを今着工するのは果たしてどう

なのかということで、私も考えております。

公募が始まってからそういう作業に入るまで、やはり時間がありますので、そういうと

ころで私はその間にこれを実施していければというふうに考えておりますし、ただ、この
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洋上風力に関するものだけじゃなくて、海業に関するもの。例えば、お客さんが船に乗船

下船する、そういう乗船下船しやすい施設の整備とか、様々なものが想定されます。そし

て、私としては、既に港湾事務所のほうにこの考え方を伝えております。

ただ、先ほど申し上げましたとおり、公募も始まっていない段階で、今工事に着手する

ことはできないので、急な話になるかもしれないけれど、そういう状況もあるということ

をご理解いただきたいと。

まず第一に、洋上風力も国が押し進める再エネの一つの大きな重要なパーツでございま

す。今やはりここが大きくなっていかないと、日本国における再エネの活用は進んで行か

ないというふうに考えておりますので、しっかりと洋上風力の進み具合、そういうところ

をしっかりと確認しながら、そしてまた、先ほど申しましたＣＴＶ船を運行している会社

の方も松前町に来ております。私もご挨拶をさせていただきました。ただ、これも果たし

てご挨拶しに来てくれた会社ができるものなのか、こういうところもわかりません。

そういうところもありまして、一方的に１社だけの考えを聞いての整備っていうのも、

それぞれ会社によっても求めるものも違ってくると思いますので、しっかりとそこを把握

しながら、そして時間のないなかでも取り組みができるよう、関係機関には全て情報共有

して取り組んでまいりたいと、今後も引き続きしっかりと情報共有のために、こちらのほ

うも伺ってお願いをしていきたいというふうに考えております。

○議長(伊藤幸司君) ３番三浦君。

○３番(三浦昭雄君) 大変立派な答弁でありがとうございました。町長の頭の中に青写真

ではないですけど、なぜかというと、あすこは漁業者の利用する接岸岸壁が相当あります。

だから、マグロの時期とかなればそこは使えないし、じゃあ、どこに岸壁どうするかって

いうことも、漁業者も含めて、松前港、私一番利用してる方ですけど、そういう関係の人

と話を決めて、大体こういうものでこういくっていう方向性だけ出しておかないと、いざ

っとなってだとからちょっと遅れることもあるんで、その辺を一つ町長理解して、松前港

も整備を一生懸命やるっていうことで、それでなかったら洋上風力でも地域に貢献するも

ので、やっぱり経済効果生まれてきませんので、一生懸命頑張ってやってくださいよ、お

願いします。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 三浦議員のおっしゃるとおりで、この洋上風力促進区域、何て言う

か、洋上風力に手を挙げたときには、やはりそれがいかにして地域に仕事落としてもらえ

るか、経済を後押しをしていただけるかっていう、こういうところが一番の論点でござい

まして。当然、今後そういう整備は必要になってきますので、そして、そのときには松前

港を活用している漁業者、さくら漁業協同組合、利用者、そして地域の方々とも情報をし

っかり共有して、決して遅れをとらないように、ご心配の点は十分理解しております。早

め早めにこちらの考え等もお伝えしながら、これは取り組んでいきたいというふうに考え

ております。よろしくお願い致します。

○議長(伊藤幸司君) 昼食のため休憩を致します。

再開は１３時と致します。

(休憩 午前１１時５６分)

(再開 午後 １時００分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。
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次に、２番勇谷君。

○２番(勇谷鷹宇君) こんにちは。本日の一般質問、３問ございます。よろしくお願いし

ます。

町長は、町長は日頃掲げておられる持続可能なまちづくり、住み続けたいまちづくりと

いう言葉に、私も深く共感しております。

私が議員として最初に一般質問を行った際、そのときは若佐町長ではありませんでした

が、取り上げたテーマの一つが、人口減少社会における町の構造のあり方、いわゆるコン

パクトシティの考え方でした。

あれから２年、人口減少や高齢化は加速して、皆さん大好き社人研の推計を上回るスピ

ードで、様々なことがどんどん下のほうへ進んでいます。公共交通問題、インフラ維持費

の増大など、将来への課題は急加速し、かつ具体的になってきています。

松前半島は、松前町は半島特有の地理条件のもと、海岸線に沿って集落が点在していま

す。この美しい景観と暮らしは大切に守るべき財産である一方、行政運営という観点から

見れば、分散型構造、これは維持コストの増大という課題も抱えています。

また、現在取り組んでいるライドシェアの実証運行も、単なる移動手段の確保というだ

けでなく、これからのまちでの暮らし方、住まい方と密接に関わるテーマだと考えていま

す。どこに住み、どう移動し、どこで医療、福祉を受けるか。それは、町の構造そのもの

の問題です。

私の質問、これ何ですか、何か一つに絞って追求していくという質問ではなくて、わり

とぶわーっと全体的な話をしていきます。そのつもりで聞いてください。

それで、私は急激な集約や拙速な改革を求めているわけではありません。しかし、２０

年後、３０年後、いやもしかすると１０年後。１０年後の松前町を見据えると、今から議

論を始めておかなければならない課題があるのではないでしょうか。本日の質問は、こう

したことを踏まえての質問です。個別施策の是非を問うというよりも、町がどんな方向を

目指していくのか。その将来像を供用するために問いかけてまいります。

町長の描く未来の松前町の姿、町の未来プランを、ぜひ町民にわかりやすく示していた

だきたいと思います。

それでは、質問に入ります。１問目です。通告、ライドシェア実証運行の検証と今後の

交通政策の方向性についてです。

通告では、令和７年１１月１日から令和８年１月３１日まで実施されたライドシェア実

証運行について。利用者件数や利用者属性、利用目的、利用時間帯などの具体的なデータ

を踏まえ、町として成果と課題を整理しているのかという点。また、アンケート調査は行

われましたか、という点。これ二つ目ですね。

本事業を交通弱者対策、公共交通再構築の将来モデル実験のいずれに位置付けているの

かを示し、今後の交通政策、全体の方向を問う。この３点目。この三つについてはライド

シェアについては聞きたいと思います。

まず１点目です。ライドシェアのこれ運行は、現在も行われていますが、前段の、去年

の１１月１日から今年の１月３１日までの利用結果は、これ既に新聞などの報道で出てい

ますが、改めてその結果を報告していただけますか。よろしくお願いします。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) まず、今勇谷議員おっしゃったとおり、令和７年１１月１日から本

年１月３１日までの松前町公共ライドシェア実証運行の利用者件数等については、１１月

で運行日が３０日、そして当初の月ということで利用件数は２２件、乗車人数が２３人。
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利用予約者のうち電話での予約は１９件、Ｗｅｂでの予約は３件となっております。この

中に勇谷議員のものも含まれているというふうに認識しております。

それで、１２月では運行が２９日、そして利用件数５５件、乗車人数は５８人。利用予

約者のうち電話での予約が５３件、Ｗｅｂでの予約は２件となっております。

そして、１月、これは運行が２８日、利用件数が８４件、乗車人数は８９人で、利用予

約者のうち電話での予約は、やはり７０件と多くなっておりますが、Ｗｅｂでの予約、こ

の１月は１４件となって増えてきております。

３ヶ月の合計で、運行８７日、利用件数１６１件、乗車人数は１７０人と。利用者のう

ち電話での予約は１４２件、Ｗｅｂでの予約は１９件。徐々に浸透していって全体的には

１１月から１月にかけて、利用者が増加している傾向にあります。これが実証実験の段階

での数字ですが、２月においても利用者等は増加しております。

利用時間帯なんですけれど、これは、全体の約６割が９時台、午前９時台から１１時台

の午前中に集中しております。そして、９時台がそのうちの、全体の約１７％、１０時台

が１６％、そして１１時台が約２６％と。やはり１１時台が多いというようなところでご

ざいます。

そして、利用者の方の約６割の方が２回以上利用しており、一定のリピート利用が確認

されております。また、主な利用目的としては、やっぱり町立松前病院や町内の薬局、町

内商店への移動が多く、通院や買い物など日常生活に必要な移動手段として利用されてい

る状況でございます。

ちょっと先に、成果と課題の前にアンケート調査についてお答え致します。令和７年１

２月２４日から令和８年１月３１日までの期間で、公共ライドシェア利用者を対象に実証

実験を、これを利用された理由、満足度などについて調査を実施しております。

そのなかでは、ただ、調査期間が短かったこともあるのか、回答は６件だけでございま

した。アンケート調査では、公共ライドシェアを利用した理由としては、やはり大漁くん

バス等の時間に合わないことが挙げられている回答が多く、そしてまた悪天候や荷物の多

さなど、移動に負担が大きい場面で利用していると考えられます。

また、満足度については、乗降場所や受付方法、運賃については、高い評価をいただい

ておりますが、運行時間帯や予約については、一部にやや不満という回答もあり、改善の

余地があると認識しているところでございます。

そういったものも含めまして、成果と課題と致しましては、利用状況からやっぱり松前

町公共ライドシェアは、主に通院や買い物といった日常的な移動手段として定着しつつあ

ると思っております。やはり口頭で、いろいろ利用した人からの実感が広まることによっ

て、利用者が増えていってるものというふうに私は考えております。これにより、いろい

ろな生活圏内での移動手段として、一定の成果が上がったと私は認識しております。

そして、これ以降も、８年度においても実証運行を実施し、国の交通空白解消緊急対策

事業を活用していく予定であります。

そして、今後の課題と致しましては、アンケート調査でもありましたが、運行時間帯、

そしてまた朝早い時間の通院や、路線バスののぼり方面が１６時台で最終便となることか

ら、それ以降の時間に対応できるよう拡大を望む声があることから、今後運行委託事業者

と協議していきたいと考えております。

そしてまた、利用者のほとんどが電話予約を利用しており、現金での支払いであること

から、今後Ｗｅｂでの予約や交通系ＩＣカードでの支払方法を広めるため、これの町広報

等での周知を引き続き行っていきたいと考えております。
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質問のなかでは、これは、交通弱者対策、公共交通再構築の将来モデル実験、いずれか、

いずれに位置しているのかというお話ですけれど、この事業は、これは両方私は先々的に

は求めていく、そういう実証実験だと思っております。

町内では、おっしゃられるとおり高齢化が大幅に進行しており、そして、令和６年１２

月までに松前さくらハイヤーが事業を廃止したため、バス停までのアクセスが困難な高齢

者にとりまして、やはり通院、買い物の日常生活の移動手段が失われておりますので、早

急な対策が必要となっていることから、ドアツードアのサービスの導入を目指し、公共ラ

イドシェアの運行に向けた実証実験を実施しているところでございますが、地域交通の公

共交通の観点からいきますと、令和５年１０月に策定致しました松前町地域公共交通計画

に基づき、地域公共交通活性化協議会において、地域住民の生活環境の維持向上に資する

公共交通の充実に向けた議論をさせていただきながら、まちの特性、おっしゃったように

まちからまち、端から端までというと４０キロという、やはり長い区間になります。こう

いうまちの特性や公共交通等のとりまく状況を鑑みて、輸送資源の有効活用など、要は路

線バスとか目的バスの最適化など、公共交通の維持確保を実行してまいります。

様々な方法が、いろんな地域でされております。これは先ほど、繰り返しになりますが、

決して交通弱者のためだけというわけではなく、将来の松前町の公共交通のあり方に対す

る、そういう検証でもあるというふうに私は認識しているところでございます。以上です。

○議長(伊藤幸司君) ２番勇谷君。

○２番(勇谷鷹宇君) ありがとうございます。私の質問の仕方が悪かったと言いますか、

町長のご答弁がすごかったと言いますか、このあと私が聞きたかったことをもう全部答え

てしまっていただいたような形で、何しろ、このライドシェアに関しては、町長もおっし

ゃられてましたが、っていうか、新聞報道がもう出ちゃってる、出ちゃってるものが一般

質問潰しみたいになっちゃって、聞こうと思ってたことが全部出ちゃってるんですね。

実は、これ３問目もやられちゃってんですよ、総合計画ね。今朝総合計画の何か新しい

版がぽんと公式に出されましたよね。タブレット上ですが、皆さんにはまだわからないと

思いますけども、これも潰されちゃって、今ライドシェアに関して言えば１点だけ、町長

もおっしゃっられてましたが、これ利用範囲の拡大、これ結構、要するに何て言うんです

か、館浜から向こう側ですね、白神からどのくらい利用者いるかわかんないですけども、

あっちの、あっちのって言えば、館浜から神山の方までは、ちょっとこれ何とかならない

かっていうのが結構あったんじゃないですかねと思うんです、そのアンケートで。

それと時間ですね、時間。これは病院が８時半から始まりますよね、病院ね、８時半か

ら。これぐらいで最初開始できないかっていう。帰るのはまあ何とか、４時まででしたっ

け、やってるんでその範囲内で帰れるんだろうと思うんですね。その２箇所だけ改善、ア

ンケートをとってのも私知りませんでしたから、アンケートについても聞こうと思ったん

ですけども、アンケートとりましたって言われちゃうと、もう何も言えないですよね。

実際私もＷｅｂで利用したくちなんで、アンケート来なかったので、やってねえなって

思ったんですね。やらずに２月からの町の財源を使ったライドシェアに入ったんだなと。

これ、どうもけしからんという気持ちで今日ここに立ちましたが、はい、すみませんでご

ざいます。

そういったことで、ライドシェアはもう終わりにします。良きに計らってください。

２問目に入ります。２問目、通告と言いますか、人口減少社会、先ほど言いましたが、

冒頭で言いましたが、人口減少社会における松前町の町の未来プランと言いましたが、ち

ょっと、さっきちょっと戻りますね、ごめんなさい、ライドシェアの利用範囲の拡大とか、
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時間を早めるとか、これ検討されますかね。これだけ、ちょっと教えてください。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 公共ライドシェアの運行につきましては、皆さんご存じのとおり町

内の公共のバス、函館バスさんの方でこちらが委託してやってるところです。

ただ、現状のなかで、やはり運転手の不足等いろいろな課題もございます。そういった

中で先ほどおっしゃった範囲、そして時間帯、こういうものを当然協議しながら、この辺

は拡充、広げていくような方向で進めて行きたいとは思っておりますが、なんせ相手のあ

ることでありまして、またそういう運転手の確保等、そういうものに対してどうやってや

っていくべきかというものも、そのほか、ほかにある様々な町で委託している運行の方も

ありますので。

本当は朝ももっと早くやりたいんですが、その辺の部分が町のスクールバスなり、様々

なものが一緒に運行しているものですから、現状の運転手不足の中では、やはりその時間

帯しかできないというような回答で取り組みました。何とかこの辺の課題を一緒になって

解決しながら、もっと利便性の高いものにしていきたいというふうに、私は考えておりま

す。以上です。

○議長(伊藤幸司君) ２番勇谷君。

○２番(勇谷鷹宇君) そうですね、時間に関しては、そういったやっていただいている側

のいろいろ事情もあると思いますので、人手が足りないとか、営業区間だから、そっちに

お客が取られるとか、いろいろそういうものがあるかもしれませんが、そこちょっと検討

するだけ検討していただければ、とても町民は嬉しいんじゃないかと思うんです。それを

ちょっとお願いしたいと思います。

ということで、２問目に入ります。人口減少社会における松前町の町の未来プラン、町

の未来プランについて伺います。要するに、町を将来どうしていくんだという目標がない

と、みんなやる気出ないんじゃないかっていう話です。

これは、冒頭でもお話しましたように、想定以上のスピードで人口減少と高齢化が進ん

でいます。半島の特徴であるこの海岸線に沿って点在する地理的な特性、これによって住

居、商業、医療、これらの、あと公共施設のこの配置を、２０年後３０年後どう配置して

いくのか考えていかなければ、住民生活と行政サービス、医療機関の受診が不便になるの

ではないでしょうか。住民の日々の買い物、人材不足による広範囲への行政福祉サービス

の維持。これ大変になります、おそらく、間違いなくなるでしょうね。

また、公共施設の更新費用、これざっくり言ってますよ、公共施設の更新費用、いろん

なもの入りますね。とかインフラ、インフラの維持管理ですね、維持費に係る将来負担を

見据えて、拠点形成や機能集約、これをいわゆるコンパクトシティ的な発想の検討が必要

なのではないでしょうか、これどうでしょう。町長、一つお考えを、いや、そんなことは

ないよと、今までどおりでいくよとか、将来そうならざるを得ないでしょうねとか、何か

コメントをいただければ、答弁いただければと思います。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 確かにコンパクトシティ構想は地域の資源、そして、施設、設備等

を効率的に活用して、そして住民の生活をより便利に、快適にする可能性を秘めているも

のでございます。

ただ、そういった中にあって、先ほど来お話しておりますとおり、当町は１町３村の合

併町村であり、そして海岸線に南北４０キロにも及ぶ長い行政区域にあるなかで、ただ、

そこに住む方々の権利、そして地域への思い、そういうものも尊重しながら、理解を得て
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いかなければならないものというふうに考えております。

確かに集約することによって、行政効率はすごく良くなると思いますが、そこのところ

に今すぐに向かうべきものなのか、どうなのかということも考えていかなければならない

というふうに思っております。

そういったなかにあって、いかにして今後あるのか。当然、そういうコンパクト的な町

の設備移設等も集約するっていうことも、やはり、これは検討していかなければならない

と思っておりますし、実際、支所のあり方等も今検討していってるところでございます。

そういったなかにあって、どのようなまちづくりをするか。私どもの思いだけでなくて、

やはり町民の満足度、そして町民の思い、そういうものも、例えば漁港でも、各地区に漁

港があります。それぞれ皆さんが、やはりそこが一番使いやすい現場となっておりまして、

やはりそこに対する愛着等もあります。各地区にある寺社仏閣、そして地域のお祭り、伝

統的なもの、こういうものに対する強い、熱い思いもございますので、そういうものをち

ゃんとこちらの方は汲み取りながら、地域の人と話し合いながら取り組んでいかなければ

ならない、そういうものであるというふうに考えております。以上です。

○議長(伊藤幸司君) ２番勇谷君。

○２番(勇谷鷹宇君) 町長は、私もそうなんですが、いつまでにどうこうってことではな

くって、物事を進めて行かないと行き詰まる、どん底になってから、さあどうするってい

うふうになりますよ、これ、多分。

人口がどんどん増えりゃあいいですよ、減るのは間違いないんです。そのスピードが今、

想定されるよりぐんっと早くなっているという現状ですよね。もうどうしようもない、こ

れ、増やそうとしてもどうしようもない。それならば、どうしたら緩やかにって、精神的

に、精神論になっちゃうんですけど、安心して、緩やかに縮んでいけるものなのかってい

うところを考えると、どうしてもその年とってくると、年をとってくると病院にかかった

りとか、買い物はとか、そういう不安とかも出てきますよね。

当然行政の方も先ほど言いましたように、行政のサービス、いろんなサービス、病院に

かかったりとか福祉の方も、それも集約すれば、わりとコンパクトに済むという、そうい

うことも想定したうえで、全体を見ているよという構想、言ってみれば町の未来プランを

大きくつくっていただきたいんです。そこには、おそらくもしかすると町長はもう、副町

長も教育長も関わっていないかもしれないけども、こういうことをしていたという布石を

置いてほしいんです。その１個１個を置いていくことによって、行った先で、行った先で

それが実現されるというか、そうなったねと、なったから俺達考えてたからいいよねと、

こうなればいいんじゃないかな、そういうふうに思うんですよ。

国の施策などによって、先ほどちょっと話しました総合計画とか、１０年だとか５年だ

とかっていう、そういうスパンで物事を考えてやっていますが、そういう計画、だから１

０年なら１０年という建て付けのなかで、今そういうスピードでいろんなことが進行して

いくなかで、今１０年計画の８年目だから、あと２年はこれで行きますっていうことでは

ないです、もう。８年目だけど全然数値が違っちゃってて、駄目だから修正しようよ、出

した、１０年前に出したことを修正しようよ。年々見直して出していく、これが大事なん

じゃないかな。

多分、総合計画今新しく今朝リリースされたものと一緒に、脱炭素に関する、何でした

っけ、プランじゃなくて、スケールじゃなくて、何かも出ましたよね。それらのように、

もう１年でも見直すっていう考えでやっていかないと、絵に描いた餅のようになっちゃう

って言うか、１０年ですからね、そういう考えでやってもらいたいということをお話して
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います、今。わかります、わかりますって失礼な話ですけど、そういうことを一つ町とし

て考えてですね、何かの形にしてもらいたいんです。

どうしろこうしろということもいろいろ考えたんですが、それは言いません。考えても

らって、先ほど１町３村の合併の町だから、それぞれの場所に愛着があるから、わかりま

す。だれもすぐに、今日の明日こっちに引っ越してくれと、そういうふうに言ってるんじ

ゃない、２０年３０年、もしかしたら４０年かもしれないけども、そこまで考えましょう

よと、そうすれば町で働く人達のモチベーション、モチベーション上がるかどうかわかん

ないですけども、そうしたいんだっていうビジョンが見えると、いろいろ手前のことやっ

ていても、これはその先できっとないよねとか、これ必要になるよねっていうことが次の

世代、次の世代に見えてくると思うんですよ。どう思います、この辺。町長の答弁お願い

します。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) すみません、報道関係は別に私ども指導したわけでも何でもござい

ませんので。

そうですね、確かに今社人研の方でいくと、消滅可能性の高いところで松前町も名を連

ねておりまして、全国的にもワースト１１位、道内ではワースト２位となっております。

今ちょうどそういう端境期に松前町はあると。

近隣のまちでもやはり、松前町今５千人ぐらいですけど、３千人台２千人台っていうと

ころが多いなかで、一番今の松前町の産業コストやいろいろなものを踏まえると、一番減

りやすいというところでの、これで多分２千人台ならなかなか減っていかないというふう

にはおさえておりますけれども。

そしてまた、総合計画につきましても、１０年計画は長すぎるだろうと、これ前々から

言われておりますし、それで途中でローリングということでいろいろ見直しをかけると。

昔も総合計画のときは、ここ具体的な事業一つ一つを並べてました。そして、結局のとこ

ろそれをやらなきゃならない、やらなきゃならないっていうことで、何年にこれやる、何

年にこれやるってやってたんですけど、そうはなかなか財政的にも社会情勢的にもできな

くて、全部毎年毎年１年送りみたいな感じになってきたのが、総合計画のなかでよくあり

ました。

ですから、これだけ社会情勢の変化の激しいなかにあって、１０年後の想定っていうの

は本当に厳しいんじゃないかというお話があって、大きなくくりで前期、後期というふう

なことを分けながらだとか、そういうふうにしてやってきております。

当然これは常に見直しをしていきながら、取り組んでいかなきゃならないと思っており

ますし、それにコンパクトシティ的に、今本当に取り組んでいかなきゃならないときには、

本当に皆さんにお話して、町では、こういうふうに進めていこうと考えてますってものも

お示ししていかなきゃならないと思っております。

現に今、夕張市はそれをやってます。そして集約する場所、集約される場所のほうに今

の本庁舎もあるというふうに私は、色分けでは見てます。だから、本庁舎も移しながらや

っていこうとまでしております。ですから、そういったときには、やはり様々な人達、逆

に高齢化率が高い、高齢者の人達であればこそ、地元の愛着も強いと思います。

そういったなかにあって、将来的にどうするべきなのかということを、しっかりとお伝

えしながらやっていかなきゃならないと思っておりますし、例えば具体的には、例えば水

道関係、これもやはり値上げというか、水道料金見直しの時に行って説明をしたんですけ

れど、端から端までこれだけ長いと、人口が減少していっても本管の維持は、維持費は変
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わらない。そして今、物価高騰でこの本管の維持に対する費用もだいぶかかってると。そ

ういうことで、水道料金の見直しもご理解をと言ったら、やはり町民の方からは逆にもっ

と早く見直すべきだったろうと、将来に負担を残すべきじゃないとか、こういう意見も来

ております。

今後、様々な財政的なものも含めて、そういう見直しを行っていくなかでは、ちょっと

今勇谷さんおっしゃった将来的な施設のあり方、あるべき場所、そういうものも含めなが

ら、将来的な構想も私は自分なりに庁舎のなかではお話をして、そのタイミングを見て、

町民の方々にも、いろいろな説明をしていければというふうに考えているところでござい

ます。

取り組みは、内部だけでも着々と進めて行きたいと思っております。ただ、これは、ど

の段階で公にできるか、その構想を、これもしっかりと将来を見据えて取り組んでいかな

ければならない課題であるというふうに捉えております。

○議長(伊藤幸司君) ２番勇谷君。

○２番(勇谷鷹宇君) ありがとうございます。内部で様々検討しながら、公に公表してい

ける、こんなことを始めましたよというのは、まだいつになるかわからない。それは当然

だと思います。

そういうイズムを持って皆さんが、皆さんが、皆さんが仕事をしていただけると、きっ

と次に繋がっていくんだろうなと思っています。

皆さんが目先の仕事だけこなしている、これ当然なんです。目先にある仕事こなさなか

ったら駄目ですからね。そのほかに気持ちとして、そんな気持ちを常に持っていただいて、

下にも繋げていって、伝えていってもらえたい、もらいたい、こういうふうに思っていま

す。ということで、２問目はこんな感じです。

３問目は、またこれもぼわっとしてますが、何しろ総合計画に関することなんで、これ

も潰された感じになっちゃいまして、とりあえずやってみますね。

３問目です。これ読みます。令和８年度町政執行方針を拝聴しました。人口減少、財政

制約、産業構造の変化など、町が直面する課題を踏まえて、着実に町政を進めようとする

町長の姿勢が示されているものと受け止めました。

そのうえで私は、今年度は成果とプロセス、過程ですね、成果を出す途中の過程、成果

とプロセスを見える化する１年っていうふうにして、いつも結果がもう、例えば今回予算

も出ています。これは様々、皆さん議員の方がいろいろ質問して、これはどうなってるん

だ、ああなってるんだっていうふうに聞くと思うんですが、これはもう決まっているんで

すね、これ。いやあ、これおかしいんじゃないか、駄目だっていうふうに言っても通っち

ゃうんですね、異議なしで。

そういうことじゃなくて、そこに至るまでにどんな過程を経て、こういう結果が出てき

てるんですかっていうことですよ。そういうものを見える化しませんかっていう問い合わ

せです、問い合わせですじゃないんですけど、何を目指すのかという理念に加えて、どこ

まで進んだのかという成果。そして、どのような過程でそこに至ったのかっていうプロセ

スを町民と共有することが、これからの町政運営において、極めて重要と考えます。結果

だけでなく、途中経過や課題も含めて町民と共有する町政へ転換することを期待し、以下

の質問をします。

まず一つ目、重点施策、いろいろおっしゃられてましたよね。あれもやります、これを

支援します、こうします、具体的な数字はどれもないです。

ですが、その重点施策それぞれについて、単年度の成果指標を徹底するとともに、まあ
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してるのかもしれないですけどね、年度途中の進捗状況や取組の過程を公表する、お話す

る、皆さんに。こんなふうにやってます、これこう言ったけども、いくら、いついつまで

にこうやるって言ったけど、今ここまでいってます、６０％進んでますよっていうような

感じで過程をお知らせするという。これは議員に話してもらってもいいと思うんです。そ

うしたら、議員が町民の皆さんにお伝えするっていう形になろうかと思われますが、そう

いうお考え、町長、これどうでしょう。一つお考えをご答弁ください。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) まずもって、先ほどのコンパクトシティの構想ですけども、当然そ

ういうやつも検討しながら、けれど、やはり今私達は洋上風力はじめ、様々なＳＸビジョ

ンのなかにも載ってますように稼げるまち。だから、それを縮めなくても済むようなまち

を、まずそういう手立てを、方向性をしっかりと取り組んでいきたいとも考えております

ので、いかなければならないとも思っております。申し訳ございません、先ほど答弁のな

かで漏れてたもんですから。

それで、重点施策の達成状況の公表ということでございます。まず、各重点施策におけ

る他年度の成果目標の設定及び達成状況の公表についてですけど、松前町では総合計画及

び総合戦略に基づき、各施策ごとに重要業績評価指標、いわゆるＫＰＩとも言われます、

を設定し、毎年度その実績を把握するとともに、そして内部において進行管理を行ってお

ります、確かに。これらの評価結果を踏まえて、次年度以降の重点施策の検討及び事業の

実施に繋げているというのが実態でございます。

また、松前町スマートシュリンクＳＸビジョンに基づく取組につきましては、毎年度町

民報告会を開催して、事業の成果や進捗状況について、これの説明を行っているところで

ございます。

また、一方でこれらの成果指標の達成状況につきましては、町民の皆様にとっては、必

ずしもわかりやすい形で、十分に公表されているとは言いがたい面があると認識しており

ますので、このため、今後は重点施策を中心に成果目標及び達成状況を整理して、町民の

皆様にとっても理解しやすい形で公表できる体制について、検討してまいりたいというふ

うに考えているところでございます。

○議長(伊藤幸司君) ２番勇谷君。

○２番(勇谷鷹宇君) わかりました。これは途中経過も何らかの形で、やっぱりお知らせ

したほうが後々結果が出てから、ああでもない、こうでもないって言われるよりはいいと

思いませんか、ということです。ＫＰＩ云々はまさにそれは必要、当たり前っていうか、

ということだと思いますので、ぜひ何らかの形で途中経過を、プロセスを知らせていただ

ければな、どういう形でもいいです、思います。

そして、次に、同じような形になるんですけども、今は単年度の話、施策に関してです

が、今度は中期的な財政の見通しと判断過程の共有、これ全部共有しませんかというお話

です。財政運営について、単年度予算の説明に留まらず、今後５年間、やっぱり総合計画

は１０年間の今８年目だとか９年目だとかあるとは思いますが、それとは別にまち独自で、

ここから５年間、毎年ですよ、毎年ここから５年間、ここから５年間、ここから５年間と

いうふうに見直してはどうかということです。要は１年間の積み重ねですからね。

そういう中期的な５年ですよ。中期的な、これで基金の残高の見込みとか、公債費、公

の債務ですね、公債費の推計を示して、その前提条件や優先順位の考え方を町民と共有し

てはどうかと、そこまで踏み込んで共有してはどうかと。

これ、聞いてもわかんない人が多いとは思うんですが、我々、我々っていうか、せめて
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議会というか、そこら辺は知っておいた方が、どれだけ町の借金があってとかっていう話

になると思うので、こんだけ将来にツケを回しますよっていうことですから、これ大事だ

と思うんですね。どうでしょうかね、そういうことを要は公表していくという考えはどう

でしょうかということ。ちょっと中期的な話、同じ答弁になりますかね。それだったら飛

ばしますけど。じゃあ、お願いします。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 勇谷議員のおっしゃりたいことは、重々理解できます。今後５年間

の財政状況、まず公表の前に今の財政状況をお話させていただきます。

以前お示ししていた想定よりも、国税収入が過去最大となっていることから、当町に交

付される地方交付税、これも多く見込めることが、見込むことができることにはなりそう

です。これ、高市総理大臣もやはり地方を助けるということで、出口ベースでも予算を増

やしてくれたり、いろいろしております。

ただ、地方交付税のうち普通交付税、これにつきましては７年度に実施しました国勢調

査、これの調査の数値が基になってきます。それが基本となるもので、ですから、令和８

年度から実際の交付がどこまで見込めるか、これがちょっと不透明。５年に１回の国勢調

査の関係で、ここが今不明瞭ではあります。

また、特別交付税につきましては、病院に対する不採算地区で見込める部分はあります

が、この特別交付税に関しましては、その性質上、災害等が各地で発生した場合、今回は

大雪とかもありますけれど、そういうところへの、被害があったところへの配分が多くな

ることから、過大に交付見込みを立てることができないというのが現状でおります。

ゆえに、収支の均衡を図るために、やはり重要である財政調整基金の減少幅を抑えるこ

とは可能となる見込みではありますが、大変厳しい財政運営となるということが想定され

ております。

そしてまた、財政状況につきましては、毎年度財政係において次年度の予算編成におけ

るを審議に職員へ示しており、また松前町の中期財政計画、これは令和６年から８年まで

のものです、についてはホームページ上でも公表しておりますが、先ほどの答弁にもあり

ましたが、各重点事業施策とも合わせ、町民へ町の将来像を共有する意味でも、公表内容

を精査し、そして次期更新である令和８年度において、それぞれの公表を検討していきた

いというふうに考えております。

ご心配にあるとおり、手元にはありますが、やはりそれぞれ様々な事業、基金が少ない

からといって、これは絶対やらないとか、そういうものではなくて、先ほど言ったように、

松前町にとって今何をすべきなのか。こういうものを皆さんのご意見も賜りながら、しっ

かりと実施すべきものは実施していきたいというふうに考えているところでございます。

○議長(伊藤幸司君) ２番勇谷君。

○２番(勇谷鷹宇君) ありがとうございます。そうですね、この中期的な財政の云々の過

程を見える化しましょうと今言ったのは、いったら基金、基金の話とか公債云々とかいう

ことをちょっとお聞きしたい思っていた、公表しませんかって話なんですけど。これ要す

るに何が言いたいかというと、将来世代、先ほどからずっとそうなんですが、将来世代に

ツケがいかないように、責任という観点から、結果、今はどの事業を優先するか、どの負

担を将来に回すかという、そういう優先順位をきちんとして、なるほどこんなふうにお金

が使われて、これは借金で残ってるんだなというのが納得しなくても、やられてるんでし

ょうけども、町長というお仕事、副町長というお仕事をやってるんでしょうけども、そう

いうのわかる方が、町全体としてもいいんじゃないですかね、という話です。
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民間ベースだと、それ当たり前なんで、会社の存続云々のことにも当然関わってきます

から、それはプレスリリースしたりとかするわけですけども、町の情報も当然国の方でリ

リースはしてますが、わかんない、普通の人はこんな公債、公簿でしたっけ、款項とかそ

んなの見てもわかんないと思うんで、そこら辺もやっぱり全体的に見える化して、みんな

にこんな感じだよ、今、だから、きっとこうなるよ、で、こんな結果になりました、とい

うふうに出してもらえればがわかりやすいんじゃないかなって、みんなのレベルも上がっ

てくるんじゃないかな。そうすると動き出すことも変わってくるんじゃないかな、やる気

が、やる気が、やる気が、やる気が、と思うんです。

そう思わない方もいらっしゃるかもしれないですけど、そういった目的で今回は全体的

に、数字は言いません、僕全然言ってません、一つも、数字言わないんです。言ってもそ

のとおりにならないからです、言いません。主に精神的なところに皆さんに訴えかけてま

す。

そういったことで、やっていただけるんであろうと期待して、締めとしてちょっと一言

言わさせてもらって終わりますが、本町は、今人口減少と財政制約という大きな転換点に

あります。成果を問うだけでなく、挑戦の過程もこれ共有する。挑戦することありますよ

ね、今、先ほどもおっしゃっておられた洋上風力、それを促進するんだとか、そういうこ

ととかも見える化して、今ここまで進んでますよ、何年後、よくわかんないけども、１０

年後にはくるくる回ってるかもしれないっていう、ごめんなさい１５年後でしたでもいい

んですよね、と思うんです。

そういうふうにわかりやすく皆に説明できれば、もっと楽しく暮らせるんじゃないかっ

て私は思うんです。そういった町政に向かってほしいと思ってます。それが町民との信頼

関係をより強固にし、持続可能なまちづくりに繋がると考えます。前向きなご検討を期待

して、質問を終わりたいと思いますが、ありがとうございます。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 全くもって三浦議員のおっしゃるとおりだと思います。やはり、失

礼しました、勇谷議員の、なぜに皆さん反応したかなと思いまして、自分で気付かないで

おりました、すみません。

勇谷議員のおっしゃるとおりでございます。やはり、人口も減少しているなかにあって

は、やはり一つの目標に向かって、みんなで力を合わせて進んで行く、お互い理解し合い

ながら進んで行くことは、すごい大事なことだと思っております。

そして、皆さんと共に大きな目標に向かって進んでいけるよう、決して私ども隠すこと

は最悪なことだと思っておりますので、きちんと皆さんとこの議場で議論し、そしてお示

ししたものに関しては、しっかりと町民の皆さんが理解しやすい、そういう資料を提出で

きるように、これからも取り組んでいきたいというふうに考えております。よろしくお願

い致します。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午後 １時４９分)

(再開 午後 ２時０５分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

次に、６番福原英夫君。

○６番(福原英夫君) どうもご苦労様です、今日は、よろしくお願い致します。
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それで、今日の表題は、財政基盤の改善と立て直しをどう図るかと。今日お二方が一般

質問に立っておりましたけれども、やはり、今日の私の質問内容もある程度共通しており

ますのでね、そんなことで答弁はしやすいかなと思いますけど、まず少し内容を。

急激な人口減少、人口比率６５歳以上が５４％、昨年１２月末で世帯数が３千５００、

これは今切っておりますけれども、非課税世帯が１千５００、当初予算の、Ｒ７年の当初

予算の歳入比率、町税が１０％、交付税が４３．５％、これは今年は違います。漁業従事

者及び漁業生産額、生産量、減少しております。スルメ加工業は原料の確保と、それと従

業員等々で不振しております。松前町の今の現状は、税収が伸びない構造になっているん

じゃないでしょうか。介護施設は七つありますけれども、従業員は満足に足りてるんでし

ょうか。

今、産業構造の課題を整理して見直しをするとともに、指導が必要と思っております。

さらにまちの活気や活力、移動や定住交流が生まれる基盤づくりが求められております。

人づくり、まちの支援、魅力、可能性を探らなければならない。まちが変わる、また育つ、

成長する、そのようなビジネスが松前はあまり見られません。なぜかと言いますと、働く

場所があるようでない。若者が定住して松前で働きたいという環境に、基盤がなっていな

いんじゃないかという気持ちがございます。

まちの暮らしを豊かにする育成等への投資が少ないように思われる。そのためには、商

業施設の整備や企業誘致の試みは当然でありますが、現在盛んに動いております自然エネ

ルギーの事業は、活発化した時には、まちの発展に大きなインパクトを与えるものと思っ

ております。そのためにもまちの基盤づくりは早急に進めなければなりません。

また、松前庁舎、病院建設、松前城等の大型プロジェクトの計画は中断しております。

プロジェクトを実行するには、山積する課題を解決なければなりません。そのための施策

を問います。

また、そのためには財政の改善なくして、まちの発展は望めないわけでございます。ま

ちの停滞は町民に夢や希望、活気は生まれ育たないわけでございます。課題解決に一歩一

歩、着実に歩むことが求められてます。まずは、この部分で答弁を願います。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 答弁させていただきます。まずもっと、ちょっと質問のなかにあり

ました松前城木造復元、これが止まってるというお話でしたが、これは従前より説明して

おりますとおり、文化庁のほうとかからも、それよりも先に石垣、こちらの調査のほうが

先だということで、それを今取り組んでおりまして、そしてその結果も間もなく出ようと

しております。ですから、これが決して止まってるわけではございませんので、そこの部

分はご理解いただきたいというふうに思います。

それで、全くもって税収も伸びないというお話ですが、やはり賃金等が上がっておりま

すので、そしてまた、これまで取り組んできた様々な再エネの設備等で税収は伸びて来て

おります。ただ、先ほど執行方針のなかでも言いましたように、都市部ほど、やはりこち

らの方は伸びてませんので、現実。それに対して様々な人件費や資材高騰、こちらのほう

が上回っておりますので、非常に厳しいものであるのには変わりございません。

そして、様々な活気、人づくり、可能性を探るということで、働く場所もないというお

話もありました。そういったなかでどうあるべきかっていうことで、ＳＸビジョン、スマ

ート・シュリンクの中でそれぞれの特性を活かして、今ある産業、それを付加価値をつけ

て、先ほど質問のありました海業、こういうものを含めてですね、今当町にあるものをど

うやって活かしていくか、どうやって稼いでいくかという取組をしております。
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そして働く場所も、残念ながら、役場でも職員を募集しても応募がないというような状

況でございます。本当に働く場所がないだけの問題なのかというふうな疑問も、今感じて

いるところでございますし、まちのプランづくりのためにこういう様々なものを取り組ん

で、そして今働く場所を、そして、いかにしてまちを活性化していくかということを、今

現実取り組んでいっておりますし、そのための今回の執行方針のなかでも述べております。

それで令和８年度には事務事業、様々な財政的の見直しもやっていきながら、しっかりと

安心して将来の事業に立ち向かえるような、そういう方向性を今お示ししているところで

ございますので、ご理解をいただきたいと思います。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 久しぶりに、久しぶりって言ったら、予算資料が配布されたときに

参考にしているのが担当の、各課の担当者が随分苦労してまとめている、この松前町会計

予算の概要。これが松前町の財政の現状をつぶさに表しているなと。

今回、松前町が５７億ぐらいの予算になったと、当初予算がですね。それを、これを分

析してみますと、まず事業が終わったということが大きいということです。そして、今計

画しているというふうなことで、事業規模がダウンしたというふうには、私は新聞からも

こう思っておりました。

しかし、うちらの一番の苦しさは、先ほど言った税収は上がらない構造です。ここにこ

う書いてますけども、町民税、個人、法人合わせて２億４千５００万、固定資産税が３億

９千万。そうすっと、ほとんどが交付税に頼っている松前町の財政を構成する要素でない

かな。それでは、やはり駄目ではないかというふうなことで、これを見て思いました。

それと、起債残高も６０億ぐらい、それも毎年８億ぐらいの起債償還をしていると。や

はり動きがとれないような感じします。

それで質問でございます。まず１点目、どのように財政基盤を改善しようとしているの

か。まず１点目、お答え願います。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) まずもって、この地方交付税の歳入に占める割合でございますが、

多分この辺のところは、福原議員町職員の時代から、割合はそんなに大きく変わっていな

いというふうに考えておりますし、同じような自治体、北海道内の海岸線の自治体は、こ

れも大きく変わってないというふうに考えております。松前町が特殊なわけではないとい

うふうに、現状の社会情勢のなかでは考えておるところでございます。

当然様々な対策としては事務事業の見直し、そしてそういったなかにあって、いかにし

て稼いでいくか。我がまちの、例えばふるさと納税も極端に余所のまちに比べると少ない

です。やっぱりそういったものをですね、地元に資源としてあるものを今一度見直して、

そういったなかでさくら漁協の協力も得ながら、北限のサザエですか、一番サザエ、こう

いうものも増やしていったり、また、今回新しく桜の枝をふるさと納税に増やしたり、様

々な取組担当者一生懸命考えてやってくれております。

今まではただ切って捨ててたものを、ちょっと、何て言うんですか、バケツじゃなくて、

花を生けたりするああいうものに入れて、暖かいとこに置いておくと早く花が咲くよとか、

そういうものもあります。

そしてまた、新しい事業にも、今まで話はあったけど実現しなかったものを、例えばい

ろいろな各地区の松前会だとかに行くと、誰か代わりにお墓参りしてくれないかっていう

ようなお話もありました。だから、なかなかそれを実際やってくれる人がなかったんです

けど、今、そういうものをやってみたいという方も出てきておりますので、それを組織的
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なもにして取り組んでいくとか、やはり稼げるものをしっかりとやっていきたいと思って

おりますし。

先ほど来申し上げております洋上風力でＣＴＶ保守管理、これに、何とかこれを誘致で

きれば、秋田県の方に視察に行ったときに、松前沖の規模であれば、１００人以上にはな

るだろう、働く方がです。

これが、やはり着手してから、そして最後終わるまでというのは４０年の長きにわたり

ます。そうするとある人がやはり若いうちに働いても、定年近くまでそこで働き続けれる、

いうような状況になります。こういったものに対する誘致、そういうもので働く場所を確

保するとか、そういうものをしっかりと先を見据えながら取り組んでいかなければならな

いと。住み続けられる町にするためにはどうしたらいいかを、職員、そして議員の皆さん

とも、いろいろ議論を重ねながら実現させていきたいというふうに考えているところでご

ざいます。以上です。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 町長、僕と気持ちは同じですね。稼げるまち、稼げる基盤づくり、

これを考えていると言われたものですから、私も同感でございます。ささいなことでも余

所の町では葉っぱを、山菜を、そして前浜での資源を活用して、マダラであれば昆布締め

で出したり、フードで出したりといろんなことをやっております。それをきっかけにして

支えるのが、今では行政かなあと思っておりますんで、チャレンジしてみてください。

それで、町長が先ほど事務事業の見直しについておっしゃいました。それで、この５０

０万円以上のプランを載せている部分と、それと１千万円の上限変動があるものと載せて

ございますけども、このものを見ますとやはりどうすれば稼げる、どうすれば豊かになる、

町民一人一人が松前で将来を過ごしたいというふうな環境に、ちょっと見えなかったもん

ですから、この事務事業の見直しが、やはり松前町の活力の源でないかというふうに思い

ましたんで、具体的にこの事務事業の見直しっていうのは、やはりもう既に取り組んでる

と思いますよ、思いますけれども、今後こういうふうな考え方もあるよっていうのであれ

ば、答弁願います。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) まずもって、松前町においても高齢者事業団というか、いろんな方

がエゾニュウ、私どもの言うニオですか、これの塩で漬けたものとか、そういうものにチ

ャレンジしてる方々もおります。

そういった、やはり足下に、地に足の付いたさり気なく食べているもの、そういうもの

でも商品になるということで、やっている方もいらっしゃいますので、ちょっとご承知お

きいただければと思っております。

事務事業の見直しが全てそれが活性化に繋がるとか、そういうものでは私はないと思っ

ております。そして、一般財源が必要だから、それはやるべきではない、そういう考えで

もない。今何をすべきなのか。これは先送りをしてもいいもの、今ここで、一般財源を使

ってでもやらなければならないものもあるというふうに考えております。

そういったなかで、例えば松前高校の寮の関係も全国募集も、これ先送り先送りしてる

とだんだんだんだん細くなって、それで２年続けて２０人をきってしまえば廃校になると。

そういったなかで、どのタイミングでやるべきなのか、そういうものも必要になってくる

と思います。

それで、お金もかかっておりますけれど、庁舎、あちこちの施設もＬＥＤ化、こういう

ものは、一応一部当然お金も入ってきておりますが、それは投資でありまして、長い目で
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見るとそれはプラスになると。ただ、今こういう蛍光管が製造中止になっていった場合に

は、いずれはやらなければならない。そういったなかで、今先行投資のつもりでやってい

る部分もございます。

そして、町民の健康を守るためにエアコンの導入とかにも補助金を出しながら、まず健

康で暮らさなきゃならない、健康寿命を延ばさなきゃならないという考えのなかでやって

おります。やはりそういったものには、必要なものには手立てはしていかなければならな

い。そういったなかで、これはまだ先でもいいよねとか、そしてこれはもっと効率的なや

り方があるんじゃないかというものを、もっとみんなで議論をして、そして議会の皆さん

にもお示しして、それでご意見を伺いながら、町全体が一つになって進めていければとい

うふうに考えているところでございます。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 町長ご答弁で、ああ、そういう気持ちでいるんであればいいなあと

いうふうに思ったのは、必要であれば一般財源を投入していくと。この言葉っていうのは、

やはりなかなか難しいんです。

ですから決断、即決断、即実行という、このスピード感が、ちょっと今まで松前町には

なかったのかなあと。先送り先送りで、例えば病院の関係でも十何年前にやれれば本当や

れたのになと、決断がやはり先送りになったことによって現状になってしまったと。そう

いうことを考えますと、今の町長の答弁は、私はいいなあと、さすがだなあと、先送りを

しないで即決断という。

それで、洋上風力の関係で１００人ほどとこう言われましたけど、洋上風力の関係で、

今年松前高校のこどもが１人よりこの関連で応募して、今１２ヶ月ぐらい修行に出るって

いうようなこと新聞記事に出てました。そんなことを考えますと、なかなか魅力ある仕事

っていうのは、松前でつくり出すっていうことは厳しいなあっていう。

それで、その打開策って言うんでしょうかね、この事務事業の見直しっていうのは、私

は財政規模を減量しろっていうことじゃないんです。これで生まれたものを、先ほど町長

が言った投資に回してほしいんです。そして、育てるための投資、そして成長するものに

対しての投資、そういう投資に転換していくためにも事務事業っていうものは、一番大事

だと思ってるんです。それを見直しすることによって、大きく松前の力が。

それと交付税が、ほとんどが交付税が今回は５０何パーセント、交付税の変動はござい

ますんでね、特別交付税もありましょうけども、そんな意味では、やはりあてにしたいけ

れども、厳しい時もある。そんなことからいくと、事務事業を見直しながら、そしてそこ

で見直しして生まれてくる果実、それと企業を育てる、雇用を育てる、そして所得を上げ

る。それで、特に松前町で問題の法人税が少なすぎます。

法人税の税収がいくらですか、これから見てるんですよ。これから見ますと法人税が３

千万、やはりまちとして法人税が所得税以上に大きい比率を占めますんでね。それも含め

てどう収入を改善するか、何か考え方あれば答弁願います。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午後 ２時２５分)

(再開 午後 ２時２６分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

町長。
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○町長(若佐智弘君) まず、地元の高校から、先ほど洋上というか再生可能エネルギー、

風力関係のほうに就職された子が令和５年と６年でございます、１人ずつ。そして７年は

残念ながら応募がなかったと。応募ですね、募集はあったんですけど応募はなかったとい

うところでございます。そして、この春っていうか４月に入社が決まっている方は、これ

は再エネとはまた違う部分で一つきてます。

ただ、技術的なものでそれを活かして、風力とかでも働くことができるんじゃないか、

それを目指してくる企業で働けるんじゃないかということで、いろいろ協定を結んで、１

件、お一人就職が決まっているところでございます。

そして、法人町民税も伸びてきております。そして、これで先ほど言ったように１００

人規模の企業を、従業員の１００人って言いますと、正直言って今の現状の役場よりも、

本庁舎よりも人数は多くなります。もしそういうものを誘致、もしと言うより誘致できれ

ば、町内で一番大きい企業になるというふうに考えているところでございますし、そうい

ったなかにあって、なおかつ、それプラスですね、再エネを使って稼働する工場なり、会

社なりの誘致等にも取り組んでいきたいと思っております。

全くもって福原議員の心配されている部分、そこを何とか解決するために、今国が進め

る再エネの活用、こういうものに、これをチャンスと捉えて積極的に取り組んでいるのは、

そういうものを目指しての考えでございますので、ご理解いただきたいと思います。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 町長のその言葉、やはり大事でございますのでね、町長がやはり陣

頭指揮をとるということは、職員もよし頑張ると、頑張ろうやという気持ちになりますけ

ども、企業誘致っていうのはものすごく難しいです。しかし、自然エネルギー、洋上風力

であり、陸上風力であり、このものの一つに特化した企業誘致っていうのは、私は思った

以上に進みやすいんでないかなと思ってます。

それに付随して、関連のものは別に生まれてきますんでね。この一つに特化して、担当

課と十分に話し合って進めていただければなと思ってます。いい答弁を聞きました。

それと、一般財源の確保で松前町の可能性は、今の法人税の関係もございますけども、

やはりふるさと納税だと思ってます。ふるさと納税が心配しているように、北海道では下

のランクでございました。企業版ふるさと納税も、今回この財政の状況で書いてます。や

はり積極的な行動が必要なよりも、財源がなければ何もできないんですよ。町長、それで

苦しんでるはずですよ。

それに応えるのは、職員の皆様で地域の関係団体ですよ。物産観光協会であり、商工会

であり、漁協であり、その人達が一つのかたまりになってきたらどうするんだよと。そう

いう気運を持たない限りはこれは、ふるさと納税は失敗します。今の現状からなかなか。

町長はサザエですとか、いろんなこと言いますけど、資源はどうなんですかと、こう問わ

れた時に今までやったけども、資源は、量は増えてないよと言われるかもしれません。し

かし、現状ではまだ大丈夫ですよと。ウニはどうですかと。やはり資源がないものには長

く続かないわけです。その知恵はみんなで出してもらいたいと。

その次、企業版ふるさと納税、目的に応じてクラウドファンディングでいいんじゃない

でしょうか。それと、先ほど言ったビジネス環境、それと今のＦＴＡでしょうか、企業が

投資して企業と一緒に町の公共設備であり、町のいろんなことに関わっていくと。そうい

うふうなことがありますんでね、もう一度町長、そこのところは、一般財源の確保につい

ては、十分にスタッフ、ラインと共に考えていただければなと思ってました。

その次に、先ほどの事務事業と同じなんですけども、やはり公共事業、それと先ほど町
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長も空調設備であり、ＬＥＤ、やはり私も必要だとは思いますけども、ちょっと踏みとど

まって、来年再来年に延ばすような、そして松前町で事業が展開できる、松前町の業者が

展開できるような、そういう仕組みも大事かなあと思ってましたんで、やはり緊急性のあ

る事業と、これは今回休眠しましょう、それは町長が決めるだけでなく、管理職以下みん

なで決めることです、これは。なぜかったらだだ漏れしてしまうからです。おらのとこ、

これだけ頑張ったのに、おめえのとこどうだったんだやとか、そういう議論には、やはり

町長なってはいけないと思いますんでね、町長、そこのところは陣頭指揮をとって、取り

組むか取り組まないかだけでもよろしいんで、答弁願います。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 先ほど、公共事業に関しましては、公共事業というよりも町の方で

支出する様々な購入品、そしてまた公共事業と言われるインフラの整備。こういうものは、

基本地元企業で入札しておりますし、ただ、その規模によっては、やはりもっと大きい規

模の会社の力を借りなければならないところもあります。

ただ、これは役場職員と言いますか、町として、行政として、私始め職員も地元に発注

できるものは地元に発注するんだと。この認識は全て一致しておりますし、これまでもそ

れを基本にしてやってきております。

ですから、例えば今これだけやってきたなかで、ちょっと苦しいのは、土木とかそうい

う建築もそうなんですけど、発注金額が同じようなレベルですと、資材高騰、そして人件

費の高騰を考えると、企業にとっては実質的な目減りっていうか、そういう感じになって

しまいます。それが今ちょっと苦しいところではあるんですけれども、それに合わせてこ

ちらのほうも延ばすだけの、福原議員おっしゃってるとおり財源も難しいもんですから、

もっとたくさん出せればいいんですけど。

そういったなかで、本当に地域の業者の方は苦しんでると思います。そういうところを

踏まえて、じゃあ、私どももいろんな見直しをして取り組んでいかなきゃならない。そし

て、いかにして一般財源というか、税収を上げるか。税収を上げても全部が増えるわけじ

ゃありません、地方交付税が減りますんで。ではありますけども、そこでこちらのほうが

稼げる、儲けれるというようなことをやると、それは町民が直接稼げることになりますん

で、そういう観点から何とかこれは、着実に進めていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) ありがとうございます。先日来町長が、俗に言う手当等の減額を条

例改正で出ておりました。それで、松前町が平成１１年度と１８年度に行った、職員の給

与であり手当であり、管理職手当、まだ記憶にあると思うんですけど、このときには事業

会計にも踏み込んだかなあと思ってますけど、干渉退職であり、職員扶助であり、１０％

１５％カットで。そんなことを町長がすると、ここで生まれるかもしれませんけど、やる

意欲って言うんでしょうかね、それがちょっと削がれるなあと思ったもんですから、これ

は答弁よろしいです。なぜかっていうと、条例改正どおりに質問させていただきます。

その次に、スマート・シュリンクです。これは、私もたまたま見ましたっていうより、

すごくいい言葉だなあと思って、松前町の状況を見てみました。そしたら松前町が既に、

やあたいしたもんだなあと思いましたよ。このことに着手していたんですね、これは２３

年の３月にはスマート・シュリンクの考え方を、２３年、２０２３年３月に石山町長がこ

れをプランを立てて、そして取り組んだわけでございます。

それで私は、やはり今回もスマート・シュリンクの関係で出て、皆さんが出てました、
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何人か。それで、最後はここだなあと、松前町のスマート・シュリンクが６本の柱です、

６本の、６本の柱でした。これは、やはりよくまとめたなあと思ってました。

稼ぎ続ける観光産業への磨き上げ一つ、稼げる持続可能な未来の漁業創出、三つ目、持

続可能で稼げる畜産の構築、四つ目、地域にお金、人は巡る住み続けたい町、五つ目、Ｒ

Ｅ１００まつまえ再エネ発祥転換、六つ目、Ｕターン、Ｉターン戦略による次世代担い手

確保。この６項目っていうのは、ものすごく私は、はっきり言うと目を通してなかったっ

て言ったらいいんでしょうか。なぜかった言うと、スマート・シュリンクっていう言葉を

あれ、聞いたことあるなあと思って、それで調べていったら行き着いたわけです、失礼だ

とは思いますけども、それぐらいいいものでした。

ページ数が結構ありましたんで、プリントしませんでした。でも、最後はここでないか

なと、この６項目をいかに町長が具体的に進めるか。そして、今までどこまでやったのか

と、進捗状況ですね、少しは手がけてると思いますけど、そのことを答弁願いたいと思い

ます。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午後 ２時３９分)

(再開 午後 ２時３９分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

町長。

○町長(若佐智弘君) これまで、いろいろ皆さんの前ではＳＸビジョンとか、ＤＸとか、

ＳＤＧｓの話をさせてきていただきました。そういったなかで、ＳＸビジョン再認識して

いただいてありがとうございます。

まず、これが、ＳＸの進捗状況でございます。このビジョンの推進にあたりまして、令

和５年６月に横断的な推進体制として、役場全部署、そして町内各産業団体、学校、民間

企業等で構成するＳＸ共生会議を設置し、この３年間、観光、漁業、再生可能エネルギー、

教育など各分野において、この会議を軸に進めてまいりました。その結果として、観光分

野においては、観光物産協会のホームページの構築など、情報発信基盤の整備、書道等の

体験型商品の拡充、松前高校との連携による観光デジタルマップの作成など、具体的な成

果が現れております。

漁業分野におきましては、はこだて未来大学との連携による漁業ＤＸの推進を図り、効

率化や将来展開に向けた取組進めてまいりました。漁業ＤＸというとなかなか、中身は何

なんだろうと、それぞれ船の漁場、どこでどういうものをとったとか、今どの位置にいる

とか、そういうものもスマホでわかるようなものもやってます。残念ながら前に事故のあ

った、行方不明が、ちょっと海に落ちた時のそのときの状況を見ると、スマホで何艘の船

が今どこをどう走ってるか、どうやって捜索してるかってのが一目でわかるような、そう

いうものもあります。漁獲したマグロの漁獲した場所等もこれも共有できるような、そう

いうものでございます。

そして、教育分野におきましては、松前高校の探究学習支援、そしておためし地域留学

の実施を通じた全国募集などに取り組み、地域外から関心の獲得に繋がっているところで

ございます。先ほどもお話したように、全国募集においては８名の方が松前町、松前高校

に来てくれることになりました。

そしてまた、再生可能エネルギー分野では、地域エネルギー会社の設立、そして、担い
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手確保分野では、地域おこし協力隊の採用など、今後の展開に繋がる基盤整備を進めてま

いりました。

また一方で、人口減少、既存産業の担い手不足など、構造的な課題は依然として大きく、

これまでの取組を踏まえ、より重点化した戦略の必要性を強く認識しているところであり

ます。

このため、令和８年度においては、これまでの成果及び課題を整理したうえでＳＸビジ

ョンをフェーズ２として再編し、重点的かつ横断的に取り組むべきプロジェクトの方向性

を明確にしながら、力強く推進してまいりたいと考えております。

具体的には、まずふるさと納税の更なる拡充に向け、販売戦略の見直し、そして新商品

開発の強化など、安定的な自主財源の確立に向けた取組を検討しております。

そして、再生可能エネルギーの活用につきましては、地域エネルギー会社を核としなが

ら、地域経済の波及や新たな仕事づくりに繋がる方策について、検討を進めているところ

でございます。

また、担い手確保の拡大に向けては地域おこし協力隊の活用、そして受入体制の強化に

ついて検討を行っておりますし、また労働力確保のためにＪＯＢステーション、ＴＥＮＯ

ＨＡの方にありますＪＯＢステーション、こういうものも、しっかりと活動しております。

そしてまた、更に魅力的な教育環境の推進に向け、松前高校の特色強化や、地域と連携

した学びの充実について、関係機関と協議を重ねていきたいと考えております。

今まで実施してきたもの、また見直しをかけるもの、さらに、これを充実させていこう

という方向で取り組んでまいりたいと考えているところでございます。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 何て言ったらいいんでしょうかね、まず町長の答弁は、否定も肯定

もしません。ただ、まちのなかではっきり言いますと、どういうふうに町民が動いて、ど

のようにまちの行く末を考えているかということなんです。

それで、先日ある８０代前後の方が、いやあ、もう動けなくなったんで娘さんのとこ行

くよと。それと７０代の人も、妹さんのとこに残念ながら行かなきゃならないよとか、そ

ういうことを目にすると、やはり進捗の状況が遅いなあということと、それと具体的に町

民に伝わるようにアプローチできないかなっていうことなんです。

町民はそういうことを待ってるんですよね。おお、松前元気になったな、そういうこと

をやってくれるのか、というふうに町民は意識が変わってくると思います。それが、トッ

プの町長を中心にしたピラミッド型であってほしいなと思ってたんです。

それで、スマートシュリンクっていうのは、この間、こっちに書いてますけど、短くま

とめたのがありました。人口減少を前提とし、地域の構造や公共サービスのあり方を改善

し、生活の質を維持向上させながら、公共サービスを集約、効率化する考えです。日本で

は賢く縮むというだそうです。賢く縮むですから成長はないけれども、ここの町に住んで

良かったと、もっと住み続けたい。

それともう一つ、自分の人生は松前で終わるんだと。そういう人も知ってます。ご夫婦

でもう旦那が歩けないのに、そういう人もいます。松前が好きなんですよ、やはり。住み

やすいんですよ。

だから、それに応えるために。やはりスマートシュリンクの理念をつくった現職町長で

ございますんでね、もう一回果敢にチャレンジしてもらいたいんです、ここに。答弁願い

ます。

○議長(伊藤幸司君) 町長。
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○町長(若佐智弘君) 答弁させていただきます。先ほど来、何か町外に行かなきゃならな

い方もいるということで、それはまた違う、それぞれの方の課題とかいろいろな考えのあ

ってのことだと思います。

ですから、先ほど言いましたように、スマートシュリンク、縮むということは成長はな

いということではなくて、満足度が高くなっていきますし、ものによっては更なる成長が

あります。そういう意味です。賢く縮むということは、そういう意味です。

ですから、先ほどお話ありましたコンパクトシティとも、また違う考え方であるという

ふうにご理解いただきたいと思いますし、私ども、結構いろんな場面で、ＬＩＮＥとかそ

ういうものを通じながら、広報にも当然載ってますし、機会があれば報道関係の方にもお

願いしたりして取り組んできております。

そして、取り組んでほしいというお話でしたが、今までも取り組んでおりますし、また

それをさらに充実していくっていうことでの取組はやっております。これのために様々な

企業との提携を結んでおりますし、先ほど来おっしゃった、今までなかった松前高校から

の就職先等も増えてきているのも事実ですし、それも松前高校のために、従来大卒しか採

用してなかった会社が、高卒でも現場で鍛えることによって働けるという判断のもとに、

そういうもとで松前高校からの採用とか、そういうものもしてきていただいております。

先ほど来答弁しておりますとおり、ここは中身を充実させ、フェーズ２として更なる推

進に取り組んでまいります。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 答弁ありがとうございました。議員の私としては、やはり町民に伝

わるような施策、素朴なものです、はっきり言うと。大きいプランではないです、素朴な

ものを一つ一つ地道に積み重ねてほしいんです。それが、町に住む安心感であり、安堵感

で。あっ、ここで私は生産性をこんなことでも上げれるんだという、そういう町につくり

変えてくれる立場におりますんのでね、町長は。

そんなことで資金、前渡資金を担っていただいて、これから２年間ございますんで、頑

張っていただきたいなと。

○議長(伊藤幸司君) 以上で一般質問を終わります。

議事日程協議のため、議会運営委員会を開催しますので、暫時休憩致します。

(休憩 午後 ２時４９分)

(再開 午後 ３時１０分)

○議長(伊藤幸司君) 再開致します。

◎議事日程の追加の議決

○議長(伊藤幸司君) 日程追加についてを議題と致します。

この際、議事日程第１号の追加のとおり日程に追加し、直ちにこれを議題とすることに

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議事日程第１号の追加のとおり日程に追加し、直ちにこれを議題とすることに

決定致しました。
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◎議案第９号 令和７年度松前町一般会計補正予算(第１１回)

○議長(伊藤幸司君) 日程第７、議案第９号、令和７年度松前町一般会計補正予算（第１

１回）を議題と致します。

提出者の説明を求めます。政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) ただ今議題となりました議案第９号、令和７年度松前町

一般会計補正予算(第１１回)について、その内容をご説明申し上げます。

令和７年度松前町の一般会計補正予算(第１１回)は、次に定めるところによるものです。

第１条、歳入歳出予算の補正です。既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９

千９８２万８千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７２億７千１２万６

千円とするものでございます。第２項と致しまして、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補

正」によるものでございます。

第２条、繰越明許費です。地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越

して使用することができる経費は、｢第２表繰越明許費｣によるものでございます。

第３条、債務負担行為の補正です。既定の債務負担行為の補正は、「第３表債務負担行

為補正」によるものでございます。

第４条、地方債の補正です。既定の地方債の補正は、「第４表地方債補正」によるもの

でございます。

それでは、歳入歳出の詳細を事項別明細により説明させていただきますが、今回の補正

予算については、年度末までの決算見込みや入札減等による減額補正が大部分であります

ので、増額分と主な減額の補正を中心に説明させていただきます。その他は決算見込みや

入札減等による減額分とご理解をいただきたいと存じます。

まずは、歳出からです。４７ページをご覧願います。

３．歳出です。１款１項１目議会費で、４９７万９千円の減額計上です。これは、各節

とも年度末までの決算見込み等による減額です。

４８ページです。２款１項１目一般管理費で、９５１万９千円の減額計上です。４９ペ

ージ、１２節行政情報システム改修業務委託料で、１万１千円の計上は、決算見込み等で

４４万円の減額、健康管理システム改修・妊婦のための支援給付対応分で４５万１千円の

計上は、制度改正等に対応するためのシステム改修によるものです。

４８ページから４９ページまでの一般管理費のその他の各節は、年度末までの決算見込

みによる減額です。

５０ページです。２目文書広報費で、６８万８千円の減額計上です。これは、年度末ま

での決算見込みによる減額です。

次に、３目財産管理費で、１千８４６万５千円の減額計上です。５１ページ、１４節公

共施設空調設備工事請負費で１千１０１万７千円の減額、公共施設ＬＥＤ照明設備工事請

負費で１千５１５万８千円の減額は、入札減による減額です。

次に、２４節減債基金積立金で９４７万５千円の計上は、令和７年度普通交付税の再算

定により追加された臨時財政対策債償還費分９３２万６千円は基金に積み立て、令和８年

度及び９年度の臨時財政対策債償還費にあてることとされております。また、差額の１４

万９千円、財政調整基金積立金２３７万１千円及び役場庁舎建設基金積立金３５万４千円

の計上は、運用利子収入の増加によるものです。
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５０ページから５１ページまでの財産管理費のその他の各節は、年度末までの決算見込

み等による減額です。

５１ページです。５目地域振興費で、１千５８４万１千円の減額計上です。５４ページ、

１８節地域生活バス運行事業補助金で８９万５千円の計上は、国庫補助金の算定方法の変

更による減額及び運賃収入の減少により、町補助金が増加したことによるものです。

次に、松前町省エネエアコン購入支援補助金１千３９２万４千円の減額は、実績確定に

よる減額です。

次に、地域間幹線系統木古内松前線運行負担金で７７０万１千円の計上は、函館市等へ

接続する木古内松前線が、人口減少、利用者減少及び燃料物価高騰により、運行事業者が

影響を受けていることから、安定的な路線の維持確保に向けて、沿線自治体４町で財政支

援を行うものです。なお、参考資料として、１１９ページに基幹幹線系統木古内松前線バ

ス運行負担金の概要を掲載しておりますので、ご参照願います。

５１ページから５４ページまでの地域振興費のその他の各節は、年度末までの決算見込

みによる減額です。

５５ページです。２項２目賦課徴収費で、４０８万３千円の減額計上です。これは、各

節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

５６ページです。３項１目戸籍住民基本台帳費で、４８７万８千円の減額計上です。こ

れは、各節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

５７ページです。４項１目選挙管理委員会費で３４万５千円、２目明るい選挙推進費で

１２万１千円、５７ページから５８ページまでの３目参議院議員通常選挙で１２１万円の、

いずれも減額計上です。これは、各目各節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

５９ページです。５項１目各種統計調査費で、１０１万３千円の減額計上です。これは、

各節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

６０ページです。６項１目監査委員費で、２７万８千円の減額計上です。これは、年度

末までの決算見込みによる減額です。

６１ページです。３款１項１目社会福祉総務費で、２千８４９万４千円の減額計上です。

１９節障がい者自立支援給付費合計で、２千４８６万円の減額計上は、対象者や給付費の

減少による年度末までの見込みによる計上です。

６２ページ、２４節地域福祉基金積立金５千円の計上は、運用利子収入の増加によるも

のです。

６１ページから６２ページまでの社会福祉総務費その他の各節は、年度末までの決算見

込みによる減額です。

６２ページです。２目社会福祉施設費で、１５万円の減額計上です。これは、年度末ま

での決算見込みによる減額です。

次に、３目老人福祉費で、１千３７１万７千円の減額計上です。６２ページから６３ペ

ージまでの老人福祉費の各節は、年度末までの決算見込みによる減額です。

６４ページです。４目地域活動推進費で、１２５万８千円の減額計上です。これは、年

度末までの決算見込みによる減額です。

６５ページです。２項１目児童福祉総務費で、２千６２８万５千円の減額計上です。１

８節子ども子育て支援合計で１千４９７万５千円の減額計上は、対象者や給付費の減少に

よるものです。

６６ページ、２２節償還金利子及び割引料で２３万６千円の計上は、説明欄に記載する

各種補助事業の国庫負担金等の実績精算による超過交付分の返還金の計上です。



- 48 -

６５ページから６６ページまでの児童福祉総務費のその他の各節は、年度末までの決算

見込みによる減額です。

６７ページです。４款１項１目保健衛生総務費で、２１８万８千円の減額計上です。こ

れは、各節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

次に、２目母子保健費で、５４８万円の減額計上です。これは、各節とも年度末までの

決算見込みによる減額です。

６８ページです。３目予防費で、１千３９７万６千円の減額計上です。６８ページから

６９ページ、１２節委託料で、１千２３７万５千円の減額は、接種回数等の減少見込みに

よるもので、参考資料として、１２０ページに一般健診等委託料決算見込み等の概要を、

１２１ページに予防接種等委託料決算見込み等の概要を掲載しておりますので、ご参照願

います。

６８ページから６９ページまでの予防費のその他の各節は、年度末までの決算見込み等

による減額です。

６９ページです。４目環境衛生費で、２６０万４千円の減額計上です。これは、各節と

も年度末までの決算見込みによる減額です。

７０ページです。７目病院費で、１億４千９７５万４千円の追加計上です。１８節病院

事業会計に対する補助金で、１億４千９７５万４千円の計上は、普通交付税、特別交付税

及び建設改良費に対する一般会計負担分の決算確定によるものです。

７１ページです。２項１目清掃総務費で、９５４万５千円の減額計上です。１８節渡島

西部広域事務組合負担金（衛生部門）で、９５４万５千円の減額は、渡島西部広域事務組

合の補正にかかる松前町負担金分の補正分によるものです。

次に、２目じん芥処理費で、２９５万２千円の減額計上です。これは、各節とも年度末

までの決算見込みによる減額です。

７２ページです。３項１目上水道施設費で、４６１万７千円の減額計上です。１８節水

道事業会計に対する補助金で、４６１万７千円の減額は、主に建設改良費に対する一般会

計負担分の決算確定によるものです。

７３ページです。５款１項１目労働諸費で、２４万４千円の減額計上です。これは、各

節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

７４ページです。６款１項１目農業委員会費で１０７万４千円、２目農業振興費で、５

７９万４千円、７４ページから７５ページまでの３目畜産業費で５２９万円の、いずれも

減額計上です。これは、各目各節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

７６ページです。２項１目林業振興費で、５６１万５千円の減額計上です。７６ページ

から７７ページまでの林業振興費の各節は、年度末までの決算見込みよる減額です。

７８ページです。３項１目水産業振興費で２５４万１千円、２目漁港管理費で１００万

円の、いずれも減額計上です。これは、各目各節とも年度末までの決算見込みによる減額

です。

７９ページです。７款１項１目商工振興費で７３万円、２目観光振興費で８１万７千円、

８０ページ、３目温泉休養センター費で３１０万１千円、４目公園費で４２万６千円の、

いずれも減額計上です。これは、各目各節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

８１ページです。８款１項１目土木総務費で、６万８千円の減額計上です。これは、年

度末までの決算見込みによる減額です。

８２ページです。２項１目道路橋りょう維持費で、１千１４６万４千円の追加計上です。

１２節道路除排雪委託料で２千万円の計上です。これは、１月中旬からの大雪により、委
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託料に不足が生じる見込みであることから、その費用の計上です。

道路橋りょう維持費のその他の各節は、年度末までの決算見込みによる減額です。

８３ページです。４項１目港湾管理費で、１１万１千円の減額計上です。これは、各節

とも年度末までの決算見込みによる減額です。

８４ページです。５項１目住宅管理費で、１９万２千円の減額計上です。これは、年度

末までの決算見込みによる減額です。

次に、２目住宅建設費で、２千５１８万７千円の減額計上です。１２節委託料で３万３

千円、１４節工事請負費で２千５１５万４千円の減額です。これは、各節ともは入札減に

よる減額です。

８５ページです。９款１項１目渡島西部広域事務組合費で、６０９万１千円の減額計上

です。１８節渡島西部広域事務組合負担金(消防部門)で、６０９万１千円の減額は、渡島

西部広域事務組合の補正に係る松前町負担金の補正分の計上によるものです。

次に、２目災害対策費で、８４９万７千円の追加計上です。１０節災害対策消耗品費で

１１９万９千円の減額です。これは、年度末までの決算見込みによる減額です。

次に、１０節災害対策修繕料で１６万５千円、１７節災害対策備品購入費で３５万２千

円、車両購入費で９１７万９千円の追加計上は、避難所電源供給用発電機１台、防災資機

材運搬車両１台、避難所電源供給用車両１台を新たに購入する費用及び電源供給車両充電

設備用電源の修繕を行うための費用の計上です。なお、購入等にあたっては、国が創設し

た地域未来交付金、地域防災緊急整備型を活用しようとするもので、繰越明許費で翌年度

にかけて、購入等を行うものです。

８６ページです。１０款１項１目教育委員会費で１３万８千円、２目事務局費で１１９

万５千円の、いずれも減額計上です。これは、各目各節とも年度末までの決算見込みによ

る減額です。

８７ページです。３目教育振興費で、２４８万１千円の減額計上です。８８ページ、２

４節教育施設整備基金積立金で８万７千円の計上は、運用利子収入の増加によるものです。

８７ページから８８ページまでの教育振興費のその他の各節は、年度末までの決算見込み

による減額です。

８９ページです。２項１目学校管理費で６４６万２千円、２目教育振興費で１０万８千

円の、いずれも減額計上です。これは、各目各節とも年度末までの決算見込みによる減額

です。

９０ページです。３項１目学校管理費で１８７万６千円、２目教育振興費で２２万７千

円の、いずれも減額計上です。これは、各目各節とも年度末までの決算見込みによる減額

です。

９１ページです。４項１目社会教育総務費で４６万６千円、９１ページから９２ページ

までの２目公民館費で１５０万９千円、９３ページ、３目図書館費で１２万１千円の、い

ずれも減額計上です。これは、各目各節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

次に、４目社会教育施設管理費は財源更正です。

次に、９３ページから９４ページまでの５目文化財費で１８０万７千円、９５ページ、

６目史跡保存整備費で７万６千円、７目郷土資料館費で２８万８千円、９５ページから９

６ページまでの８目遺跡発掘調査費で６５５万５千円の、いずれも減額計上です。これは、

各目各節年度末までの決算見込みによる減額です。

９７ページです。５項２目体育施設費で、２万９千円の減額計上です。これは、年度末

までの決算見込みによる減額です。
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９８ページです。１２款１項１目元金で、７３４万１千円の減額計上です。２２節町起

債償還元金７３４万１千円の減額は、町債の借入確定によるものです。

次に、２目利子で、７３６万５千円の追加計上です。２２節町起債償還利子８１７万６

千円の追加計上は、利率見直し方式で借り入れしている町起債の利率見直しで、利率が上

昇したことによる追加計上で、一時借入金利子８１万１千円の減額は、当初予定していた

一時借入金の実績が見込みより減少したことによるものです。

９９ページです。１３款１項１目職員給与費で、１千５２６万２千円の減額計上です。

これは、各節、各項目の予算額の年度末までの見込みを算定し、その経費の増減にかかる

費用の計上です。また、附表として、給与費明細書を１０１ページから１１７ページに添

付しておりますので、ご参照を願います。

以上が歳出です。次に歳入です。１２ページをご覧願います。

２．歳入です。１款１項町民税１目個人で、２千８０６万４千円の追加計上です。これ

は、収入見込みの増加によるものです。

次に、２目法人で、６７５万９千円の追加計上です。これは、収入見込みの増加による

ものです。

１３ページです。２項１目１節固定資産税で、１千３８９万１千円の追加計上です。こ

れは、収入見込みの増加によるものです。

１４ページです。３項１目１節軽自動車税環境性能割で、４１万４千円の追加計上です。

これは、収入見込みの増加によるものです。

１５ページです。４項１目１節町たばこ税で、４１６万３千円の追加計上です。これは、

収入見込みの増加によるものです。

１６ページです。６項１目１節入湯税で、５５万９千円の追加計上です。これは、収入

見込みの増加によるものです。

１７ページです。２款１項１目１節地方揮発油譲与税で、９０万円の追加計上です。こ

れは収入見込みの増加によるものです。

１８ページです。２項１目１節自動車重量譲与税で、１２０万円の追加計上です。これ

は収入見込みの増加によるものです。

１９ページです。３項１目１節利子割交付金で、８０万９千円の追加計上です。これは、

収入見込みの増加によるものです。

２０ページです。６款１項１目１節法人事業税交付金で、４３万１千円の減額計上です。

これは、収入見込みの減少によるものです。

２１ページです。７款１項１目１節地方消費税交付金で、１千４６０万円の追加計上で

す。これは、収入見込みの増加によるものです。

２２ページです。８款１項１目１節環境性能割交付金で、９５万６千円の減額計上です。

これは、収入見込みの減少によるものです。

２３ページです。９款１項１目１節地方特例交付金で、９万３千円の減額計上です。こ

れは、収入見込みの減少によるものです。

２４ページです。１０款１項１目１節地方交付税で、６千１２６万９千円の追加計上で

す。これは、歳出額に対しての財源調整による計上です。

２５ページです。１１款１項１目１節交通安全対策特別交付金で、１千円の減額計上で

す。これは、交付実績がなかったことによる減額です。

２６ページです。１２款１項１目民生費負担金から２目教育費負担金の合計で、１８８

万１千円の減額計上です。これは、歳出で計上している事業の減額に対応するものです。
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２７ページです。１３款１項１目総務使用料から７目教育使用料の合計で、１９１万９

千円の追加計上です。これは、各節とも年度末までの決算見込みによる増減です。

２８ページです。２項１目総務手数料から３目農林水産業手数料の合計で、１２４万１

千円の減額計上です。これは、各節とも年度末までの決算見込みによる減額です。

２９ページです。１４款１項１目民生費国庫負担金で、２千１１２万１千円の減額計上

です。これは、各節において増減はありますが、各歳出事業により算定された国庫負担金

の追加及び減額です。

３０ページです。２項１目総務費国庫補助金から、３１ページ、６目消防費国庫補助金

の合計で、４千７０５万４千円の減額計上です。３０ページから３１ページの各節におい

て増減はありますが、各歳出事業に算定された国庫補助金の追加及び減額です。

３２ページです。３項１目総務費国庫委託金から２目民生費国庫委託金の合計で、２９

万３千円の追加計上です。これは、説明欄に記載の事務委託金の増加によるものです。

３３ページです。１５款１項１目民生費道負担金で、１千４８９万９千円の減額計上で

す。これは、各節において減額はありますが、各歳出事業により算定された道負担金の減

額です。

３４ページです。２項１目総務費道補助金から、３５ページ、６目教育費道補助金の合

計で、１千１７万１千円の追加計上です。３４ページから３５ページの各節において増減

がありますが、各歳出事業に算定された道補助金の追加及び減額です。

３６ページです。３項１目総務費道委託金から４目農林水産業道委託金の合計で、６２

０万５千円の減額計上です。これは、説明欄に記載の委託金の追加及び減額です。

３７ページです。１６款１項１目財産貸付収入で２１万８千円の減額計上です。これは、

年度末までの決算見込みによる減額です。

次に、２目利子及び配当金の合計で、３１１万円の追加計上です。これは、各基金の運

用利子収入の増加によるものです。

３８ページです。２項１目物品売払収入から２目生産物売払収入の合計で、４５万２千

円の追加計上です。これは、各節とも年度末までの決算見込みによる増減です。

３９ページです。１７款１項２目総務費寄附金で、１千３０万円の減額計上です。これ

は、寄附見込みの減少によるものです。

４０ページです。１８款１項１目１節国民健康保険特別会計繰入金で、７１万９千円の

減額計上です。これは、年度末までの決算見込みによる減額です。

４１ページです。２項１目１節財政調整基金繰入金で、１億円の減額計上です。これは、

歳出事業費の減額補正と、歳入の増加により、財源不足が減少したことによるものです。

次に、３目１節ふるさと松前応援基金繰入金で、１５１万２千円の減額計上です。これ

は、歳出で計上している事業の減額に対応するものです。

次に、４目１節森林環境譲与税基金繰入金で、３８万４千円の減額計上です。これは、

歳出で計上している事業の減額に対応するものです。

次に、５目１節教育施設整備基金繰入金で、１７４万９千円の減額計上です。これは、

歳出で計上している事業の減額に対応するものです。

４２ページです。２０款４項１目民生費受託事業収入から５目教育費受託事業収入の合

計で、７５６万１千円の減額計上です。これは、歳出で計上している事業の減額に対応す

るものです。

４３ページです。５項３目高額療養費収入で、２万６千円の追加計上です。これは、年

度末までの収入見込みの増加によるものです。
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次に、４３ページから４４ページに計上している５目雑入で、９９０万２千円の減額計

上です。これは、歳出事業により算定された交付金等の追加及び減額や、各収入の年度末

までの決算見込みによる追加及び減額です。

４５ページです。２１款１項１目総務債から、４６ページ、８目教育債の合計で、２千

２２０万円の減額計上です。各目各節において増減はありますが、各歳出事業により算定

された地方債の追加及び減額です。

以上が歳入です。３ページをご覧願います。

第１表歳入歳出予算補正で、歳入です。次のページ、４ページの歳入合計が、補正前の

額７３億６千９９５万４千円から補正額９千９８２万８千円を減額し、補正後の額を７２

億７千１２万６千円にするものでございます。

５ページです。歳出です。次のページ、６ページの歳出合計につきましても歳入同様、

補正前の額から補正額９千９８２万８千円を減額して、補正後の額を７２億７千１２万６

千円にするものでございます。

７ページです。第２表繰越明許費です。記載のとおり、６事業の合計３億１千３２２万

５千円を翌年度に繰り越そうとするものであります。今回の補正予算に計上した１事業及

び既決予算の３事業は、国等の補助事業によるものであります。

８ページです。第３表債務負担行為補正です。変更の分として、１事業を記載のとおり

変更しようとするものでございます。

９ページです。第４表地方債補正です。(１)追加の分として、１事業を、(２)変更の分

として、１２事業を記載のとおり、限度額を変更しようとするものでございます。

以上で議案第９号、令和７年度松前町一般会計補正予算(第１１回)の説明とさせていた

だきます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第９号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第９号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０号 令和７年度松前町国民健康保険特別会計補正予算(第４回)

○議長(伊藤幸司君) 日程第８、議案第１０号、令和７年度松前町国民健康保険特別会計

補正予算(第４回)を議題と致します。

提出者の説明を求めます。町民課長。

○町民課長(福井純一君) ただ今議題となりました議案第１０号、令和７年度松前町国民

健康保険特別会計補正予算(第４回)について、その内容をご説明申し上げます。

令和７年度松前町の国民健康保険特別会計補正予算(第４回)は、次に定めるところによ

ろうとするものであります。
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第１条は、歳入歳出予算の補正です。既定の事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ３千５８９万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億６

千２５２万２千円に致そうとするものであります。第２項と致しまして、歳入歳出予算の

補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１

表歳入歳出予算補正」によろうとするものであります。

今回の補正につきましては、主に年度末までの見込みや額の確定によるものでございま

す。

それでは、歳出の事項別明細によりご説明申し上げます。１１ページをご覧願います。

３．歳出です。１款１項１目一般管理費で、１０９万６千円の減額計上です。これは、

２節給料から１３節使用料及び賃借料まで、説明欄に記載のとおり増減ありますが、年度

末までの見込みによるものでございます。

次に、１２ページです。２目連合会負担金で、１０５万４千円の減額計上です。これは、

１８節北海道国民健康保険団体連合会負担金の額の確定による減額です。

次に１３ページです。２項１目賦課徴収費で、５８万９千円の減額です。これは、１０

節需用費から１８節負担金補助及び交付金まで、説明欄のとおり減額するもので、年度末

までの見込みによるものでございます。

次に１４ページです。３項１目運営協議会費で、１９万６千円の減額計上です。これは、

１節報酬から８節旅費まで、国民健康保険運営協議会の運営費について、年度末までの見

込みによる減額でございます。

次に１５ページです。２款１項１目療養給付費で２千３００万円、２目療養費で１０万

６千円、３目審査支払手数料で５万３千円、それぞれ減額で、合わせて２千３１５万９千

円の減額計上です。これは、被保険者数の減少により、請求件数も減少し、療養給付費等

が減少したもので、年度末までの見込みによる減額でございます。

次に１６ページです。２項１目高額療養費で６００万円の減額で、年度末までの見込み

により減額するものでございます。

次に１７ページです。４項１目葬祭費で、９万円の減額計上です。当初２５件分を見込

んでおりましたが、年度末までの支給見込みにより、３件分を減額するものでございます。

次に１８ページです。５項１目傷病手当金で、４万９千円の減額計上です。年度末まで

の支給見込みがないため、全額減額するものでございます。

次に１９ページです。３款１項１目医療給付費分は、財源更正です。

次に２０ページです。４款１項１目保健衛生普及費で、１１９万４千円の減額計上です。

１節報酬から１２節委託料まで、説明欄に記載のとおり減額するもので、年度末までの見

込みによるものでございます。

次に２２ページです。２項１目特定健康診査等事業費で、９１万５千円の減額計上です。

７節報償費から１２節委託料まで、特定健診の受診者数の見込みが当初より少なくなった

ことから、減額となる補正でございます。

次に２３ページです。５款１項１目国民健康保険事業基金積立金で、９万６千円の追加

計上です。これは、この後歳入で説明する国民健康保険事業基金運用の運用利子を基金に

積み立てするための計上です。

次に２４ページです。７款１項２目保険給付費等交付金償還金で、２７万７千円の減額

計上及び４目その他償還金で１千円の減額は、どちらも額の確定によるもので、説明欄に

記載のとおり減額するものでございます。

次に２５ページです。２項１目一般会計操出金で、７１万９千円の減額計上は、インフ



- 54 -

ルエンザ及び肺炎球菌の予防接種にかかる分で、実績による減額でございます。

２目病院事業会計操出金で、６５万円の減額計上は、決算見込みによる減額でございま

す。

以上が歳出の事項別明細でございます。これに対応致します歳入でございます。６ペー

ジへお戻り願います。

２．歳入です。３款１項１目保険給付費等交付金で、３千４７４万２千円の減額計上で

す。１節普通交付金で２千９２４万９千円の減額計上は、主に歳出の療養給付費及び高額

療養費等の減額によるものでございます。２節特別交付金で５４９万３千円の減額計上は、

財源調整によるものでございます。

次に７ページです。４款１項１目利子及び配当金で、９万６千円の追加計上です。これ

は、先ほど歳出で説明した、国民健康保険基金積立金に対応する基金の運用利子の計上で

ございます。

次に８ページです。６款１項１目一般会計繰出金で、９６万円の減額計上です。１節保

険基盤安定繰入金軽減分から７節産前産後保険料繰入金まで、増減はありますが額の確定

及び年度末までの見込みによるものでございます。

次に９ページです。８款１項１目一般被保険者延滞金で、２８万５千円の減額計上です。

これは、年度末までの見込みによるものでございます。

次に１０ページです。３項３目保険給付費等交付金で１千円の減額計上及び４目特定健

康診査等交付金で１千円の減額計上については、過年度分の追加交付がないことによるも

のでございます。

以上が歳入の事項別明細です。２ページへお戻り願います。

第１表歳入歳出予算補正(事業勘定)の歳入です。歳入合計、補正前の額９億９千８４１

万５千円から、３千５８９万３千円を減額し、補正後の額を９億６千２５２万２千円に致

そうとするものでございます。

次に３ページです。歳出におきましても歳入同様、補正前の額から３千５８９万３千円

を減額し、補正後の額を９億６千２５２万２千円に致そうとするものでございます。なお、

附表と致しまして、２６ページから２９ページにかけて給与費明細書を添付しております

ので、ご参照願います。

以上が議案第１０号、令和７年度松前町国民健康保険特別会計補正予算(第４回)の内容

でございます。ご審議の程よろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１０号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１０号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１１号 令和７年度松前町介護保険特別会計補正予算(第５回)
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○議長(伊藤幸司君) 日程第９、議案第１１号、令和７年度松前町介護保険特別会計補正

予算(第５回)を議題と致します。

提出者の説明を求めます。保健福祉課長。

○保健福祉課長(松村陽子君) ただ今議題となりました議案第１１号、令和７年度松前町

介護保険特別会計補正予算（第５回）につきまして、その内容をご説明申し上げます。

令和７年度松前町の介護保険特別会計補正予算(第５回)は、次に定めるところによるも

のでございます。

第１条は、歳入歳出予算の補正です。第１項は、既定の保険事業勘定の歳入歳出予算の

総額から、歳入歳出それぞれ５０１万８千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１０億９千１２９万３千円にしようとするものです。第２項と致しまして、歳入歳

出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表歳入歳出予算補正」によるものでございます。

それでは、はじめに保険事業勘定、歳出の事項別明細書よりご説明申し上げます。１３

ページをお開き願います。

３．歳出です。１款１項１目一般管理費では、８節旅費で、職員旅費が３５万６千円の

減額となっており、決算見込みによる減額です。

次に１４ページをお開き願います。２項１目賦課徴収費では、８節旅費で３万１千円、

１１節役務費で、手数料７万３千円の減額となっており、いずれも決算見込みによる減額

です。

次に１５ページをお開き願います。３項２目介護認定調査費では、８節旅費で４万７千

円、１１節役務費で、医師意見書作成手数料３５万３千円、１２節委託料で、介護認定調

査委託料１３７万３千円の減額となっており、いずれも決算見込みによる減額です。

次に１６ページをお開き願います。２款１項１目介護サービス給付費では、財源更正で

す。財源を基金繰入金から保険料へ変更しようとするものです。

次に１７ページです。４款１項１目介護予防日常生活支援総合事業費では、１８節負担

金補助及び交付金の、介護予防生活支援サービス事業給付金で１６９万４千円の減額、住

民主体生活支援サービス事業補助金では、２９万円の減額です。いずれも決算見込みによ

る減額です。

２目包括的支援事業・任意事業では、８節旅費で８万１千円の減額、１１節役務費で、

住宅改修理由書策定手数料が４５万円の減額、１２節委託料で緊急通報システム受信業務

委託料が３４万８千円の減額、介護予防サービス計画等作成で１５万円の減額、１９節扶

助費で、家族介護慰労金１０万円の減額、家族介護用品給付費で１５万５千円の増額とな

っており、いずれも決算見込みによるものです。

次に１８ページをお開き願います。５款１項１目２４節積立金で、介護給付費準備基金

積立金については、運用利子の利率の改定により、１７万３千円の増額となっております。

以上が保険事業勘定歳出の事項別明細です。これに対応致します歳入です。８ページへ

お戻り願います。

２．歳入です。１款１項１目第１号被保険者保険料で、１節現年度保険料分で９１４万

３千円、２節滞納繰越保険料分で２６万１千円の増額です。いずれも決算見込みによる増

額です。

次に９ページです。２款２項５目保険者機能強化推進交付金では、１節保険者機能強化

推進交付金で、保険者機能強化推進交付金が１８万５千円の減額、保険者努力支援交付金
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が３６万２千円の減額で、いずれも決算見込みによる増額です。

次に１０ページをごお開き願います。５款１項１目利子及び配当金では、１節利子及び

配当金で、介護給付費準備基金運用利子が、決算見込みによる１７万３千円の増額となっ

ております。

次に、１１ページをお開き願います。６款１項１目一般会計繰入金では、３節事務費繰

入金で、決算見込みにより４６４万４千円の減額です。

次に１２ページです。６款２項１目介護給付費準備基金繰入金では、９４０万４千円の

減額です。保険料収入見込みの増により減額するものです。

以上が保険事業勘定、歳入の事項別明細です。次に、４ページへお戻り願います。

第１表歳入歳出予算補正、保険事業勘定の歳入です。歳入合計補正前の額１０億９千６

３１万１千円から今回５０１万８千円を減額し、補正後の額を１０億９千１２９万３千円

にしようとするものです。

次に５ページをお開き願います。歳出におきましても歳入同様補正後の額を１０億９千

１２９万３千円にしようとするものです。

以上が、議案第１１号、令和７年度松前町介護保険特別会計補正予算(第５回)の内容で

ございます。よろしくご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１１号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１２号 令和７年度松前町後期高齢者医療特別会計補正予算(第３回)

○議長(伊藤幸司君) 日程第１０、議案第１２号、令和７年度松前町後期高齢者医療特別

会計補正予算(第３回)を議題と致します。

提出者の説明を求めます。町民課長。

○町民課長(福井純一君) ただ今議題となりました議案第１２号、令和７年度松前町後期

高齢者医療特別会計補正予算(第３回)について、その内容をご説明申し上げます。

令和７年度松前町の後期高齢者医療特別会計補正予算(第３回)は、次に定めるところに

よろうとするものでございます。

第１条は、歳入歳出予算の補正です。既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

３９０万１千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５千３２５万８千

円に致そうとするものでございます。

第２項と致しまして、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によろうとするものでござ

います。
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それでは、歳出の事項別明細により説明申し上げます。８ページをご覧願います。

３．歳出です。１款１項１目一般管理費で、１０万８千円の減額計上です。これは、８

節職員旅費及び１１節通信運搬費が、年度末までの見込みによる減額でございます。

９ページです。２項１目徴収費で、１万１千円の減額計上です。これは、１０節消耗品

費が、年度末までの決算見込みによる減額です。

１０ページです。２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金で、３７８万２千円の減

額です。これは、説明欄に記載のとおり、それぞれ年度末までの見込みや額の確定による

減額でございます。

以上が歳出の事項別明細であります。これに対応致します歳入です。６ページにお戻り

願います。

２．歳入です。１款１項１目後期高齢者医療保険料で、４０万８千円の減額です。１節

現年度分保険料及び２節滞納繰越分保険料で、いずれも年度末までの収入見込みによる減

額ででございます。

次に７ページです。２款１項１目事務費繰入金で１０４万円の減額、２目保険基盤安定

繰入金で２４５万３千円の減額で、年度末までの見込みや額の確定によるものでございま

す。

以上が歳入の事項別明細です。２ページへお戻り願います。

第１表歳入歳出補正予算補正の歳入です。歳入合計、補正前の額１億５千７１５万９千

円から、３９０万１千円を減額し、補正後の額を１億５千３２５万８千円に致そうとする

ものでございます。

次に３ページです。歳出におきましても歳入同様、補正前の額から３９０万１千円を減

額し、補正後の額を１億５千３２５万８千円に致そうとするものでございます。

以上が、議案第１２号、令和７年度松前町後期高齢者医療特別会計補正予算(第３回)の

内容でございます。ご審議の程よろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１２号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１３号 令和７年度松前町水道事業会計補正予算(第２回)

○議長(伊藤幸司君) 日程第１１、議案第１３号、令和７年度松前町水道事業会計補正予

算(第２回)を議題と致します。

提出者の説明を求めます。建設水道課長。

○建設水道課長(横山義和君) ただ今議題となりました、議案第１３号、令和７年度松前

町水道事業会計補正予算(第２回)につきまして、その内容をご説明申し上げます。
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この度の補正予算は、決算見込みによる補正でございます。

それでは、予算書の１ページでございます。

第１条は、総則です。令和７年度松前町水道事業会計の補正予算(第２回)は、次に定め

るところによろうとするものです。

第２条は、収益的収入及び支出です。予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正致そうとするものです。収入です。第１款事業収益で、既決予定額１億

８千８３８万８千円を１０万２千円増額し、補正後の予定額を１億８千８４９万円に致そ

うとするものです。第１項医業収益におきまして、２１万９千円の増額です。これは、消

火栓補修工事の増額によるものです。

第２項営業外収益におきまして、１１万７千円の減額です。これは、定期預金利息の増

額と、他会計補助金の減額によるものです。

支出です。第１款事業費で、既決予定額１億７千３１０万９千円を、２０５万５千円減

額し、補正後の予定額を１億７千１０５万４千円に致そうとするものです。第１項営業費

用で４００万２千円の減額、第２項営業外費用で、１９４万７千円の増額です。これは、

委託料等の各種費用の減額と企業債利息及び消費税納税額の増額が見込まれるためです。

第３条は、資本的収入及び支出です。予算第４条本文括弧書中不足する額１億１６８万

１千円を、不足する額９千４７０万４千円に、当年度分損益勘定留保資金６千７３４万３

千円を、当年度分損益勘定留保資金６千６５７万４千円に、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額１千２７４万１千円を、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額６５３万３千円に改め、同条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正

致そうとするものです。

２ページをお開き願います。収入です。第１款資本的収入で、既決予定額１億７１９万

５千円を８４１万１千円減額し、補正後の予定額を９千８７８万４千円に致そうとするも

のです。第１項企業債で４２０万円の減額、第２項他会計負担金で１万１千円の減額、第

３項他会計補助金４２０万円の減額です。

支出です。第１款資本的支出で、既決予定額２億８８７万６千円を１千５３８万８千円

減額し、補正後の予定額を１億９千３４８万８千円に致そうとするものです。第１項建設

改良費で、１千４７３万５千円の減額、第２項企業債償還金で４４万４千円の減額、第３

項備品購入費で２０万９千円の減額です。

第４条は企業債です。予算第５条に定めた起債の限度額を次のように改めようとするも

のです。事業費が確定したことに伴い、記載のとおり、それぞれ限度額を変更しようとす

るものです。

第５条は、他会計からの補助金です。予算第８条に定めた経費の金額を、次のように改

めようとするものです。既決予定額６千６０３万６千円を４６１万７千円減額し、補正後

の予定額を６千１４１万９千円に改めようとするものです。

この結果、令和７年度における当年度純利益は、１千９６万８千円を予定しているとこ

ろでございます。

３ページ以降に予算の説明資料と致しまして、予算実施計画、予定キャッシュフロー計

算書、予定貸借対照表を添付しておりますのでご参照願います。

以上が議案第１３号、令和７年度松前町水道事業会計補正予算(第２回)の内容です。ご

審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)



- 59 -

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１３号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１４号 令和７年度松前町病院事業会計補正予算(第６回)

○議長(伊藤幸司君) 日程第１２、議案第１４号、令和７年度松前町病院事業会計補正予

算(第６回)を議題と致します。

提出者の説明を求めます。病院事務局長。

○病院事務局長(鍋島孝明君) ただ今議題となりました議案第１４号、令和７年度松前町

病院事業会計補正予算(第６回)につきまして、その内容をご説明申し上げます。

１ページよりご説明申し上げます。

第１条は、総則でございます。令和７年度松前町病院事業会計の補正予算(第６回)は、

次に定めるところによろうとするものです。

第２条は、業務の予定量でございます。令和７年度松前町病院事業会計予算（以下「予

算」と言う。）第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正致そうとするものです。

第２号、年間取扱延べ患者数は、入院既決予定量１万７千７７６人から今回２千１３８

人を減少し、１万５千６３８人に補正致そうとするものです。また、外来は既決予定量４

万６千１７０人から今回１千７８５人を減少し、４万４千３８５人に補正致そうとするも

のです。

第３号、１日平均患者数は、入院既決予定量４８人から今回６人を減少し、４２人に補

正致そうとするものです。また、外来は既決予定量１９０人から今回８人を減少し、１８

２人に補正致そうとするものです。

第４号、主要な建設改良事業は、ベッドサイドモニター他１３件では、既決予定量１千

１３６万４千円から今回１４１万円を減額し、９９５万４千円に補正致そうとするもので

す。また、患者送迎車１台では、既決予定量６６０万円から、今回補正予定量１６４万円

を減額し、４９６万円に補正致そうとするものです。

第３条は、収益的収入及び支出でございます。予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正致そうとするものです。収入でございます。第１款病院事業収

益は、既決予定額１２億３千５５３万８千円に今回１億８千６１０万５千円を追加し、補

正後の予定額を１４億２千１６４万３千円に致そうとするものです。その内訳と致しまし

て、第１項では医業外収益、既決予定額１０億２千７万円から今回６千８９２万３千円を

減額し、補正後の予定額を９億５千１１４万７千円に致そうとするもので、入院収益及び

外来収益にかかる分を減額致そうとするものです。

第２項では、医業外収益予定額２億１千５４６万７千円に、今回２億５千１２４万５千

円を追加し、補正後の予定額を４億６千６７１万２千円に致そうとするもので、他会計補

助金並びに病床数削減に伴う補助金及び交付金にかかる分を追加致そうとするものです。
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第３項では、特別利益１千円に、今回３７８万３千円を追加し、補正後の予定額を３７

８万４千円に致そうとするもので、過年度損益修正益にかかる分を追加致そうとするもの

です。

２ページをお開き願います。支出でございまして、第１款病院事業費用は、既決予定額

１５億４千１３４万７千円に今回４４万３千円を追加し、補正後の予定額を１５億４千１

７９万円に致そうとするものです。その内訳としまして、第１項医業費用、既決予定額１

５億２千１９６万１千円から今回７０万１千円を減額し、補正後の予定額を１５億２千１

２６万円に致そうとするもので、給与費で５６万円、資産減耗費で３９万７千円をそれぞ

れ減額する一方、長期前払消費税償却で２５万６千円を追加し、これを差し引いた分を減

額致そうとするものです。

第３項、特別損失では、既決予定額９２８万８千円に今回１１４万４千円を追加し、補

正後の予定額を１千４３万２千円に致そうとするもので、過年度損益修正損にかかる分を

追加致そうとするものです。

第４条は、資本的収入及び支出でございます。予算第４条本文括弧書き中、不足する額

５千４１８万円を不足する額５千３１７万２千円に、過年度分損益勘定留保資金５千３１

８万円を過年度分損益勘定留保資金５千２１７万２千円に改め、同条に定めた資本的収入

及び支出の予定額を次のとおり補正致そうとするものです。

収入でございます。第１款資本的収入は、既決予定額２千８０５万円から今回２３６万

５千円を減額し、補正後の予定額を２千５６８万５千円に致そうとするものです。その内

訳としまして、第１項企業債では、既決予定額３６０万円から今回１００万円を減額し、

補正後の予定額を２６０万円に致そうとするもので、病院事業債にかかる分を減額致そう

とするものです。第２項補助金では、既決予定額２千３５６万８千円から今回１３６万５

千円を減額し、補正後の予定額を２千２２０万３千円に致そうとするもので、他会計補助

金及びその他補助金にかかる分を減額致そうとするものです。

支出でございます。第１款資本的支出は、既決予定額８千２２３万円から今回３３７万

３千円を減額し、補正後の予定額を７千８８５万７千円に致そうとするものです。その内

訳としまして、第１項建設改良費では、既決予定額３千４８３万６千円から今回３０５万

円を減額し、補正後の予定額を３千１７８万６千円に致そうとするもので、固定資産購入

費にかかる分を減額致そうとするものです。

第２項企業債償還金では、既決予定額３千２９９万４千円に今回８７万７千円を追加し、

補正後の予定額を３千３８７万１千円に致そうとするもので、企業債償還金にかかる分を

追加致そうとするものです。

第３項、投資では、既決予定額１千４４０万円から今回１２０万円を減額し、補正後の

予定額を１千３２０万円に致そうとするもので、修学資金貸付金にかかる分を減額を致そ

うとするものであります。

なお、資本的収入が資本的支出額に対して不足する額、５千３１７万２千円は、減債積

立金及び過年度分損益勘定留保資金で補てん致そうとするものであります。

３ページをお開き願います。第５条は企業債です。予算第５条に定めた企業債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を次のとおり補正致そうとするものです。変更

の分、患者送迎車購入事業について、限度額を変更後のとおり補正致そうとするものであ

ります。

第６条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でございます。予算第

８条に定めた経費の金額を次のように改めようとするものです。
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第１号、職員給与費既決予定額９億１千８４０万５千円に今回５６万円を減額し、補正

後の予定額を９億１千７８４万５千円に改めようとするものでございます。

第７条は、他会計からの補助金であります。予算第９条に定めた経費の金額を次のよう

に改めようとするものです。他会計補助金既決予定額１億６千６４４万円に今回１億４千

９７５万４千円を追加し、補正後の予定額を３億１千６１９万４千円に改めようとするも

のであります。

予算実施計画ほか関係書類につきましては、４ページから７ページに、予算に関する参

考資料につきましては、８ページから１０ページにそれぞれ添付しておりますのでご参照

願います。

以上が、議案第１４号、令和７年度松前町病院事業会計補正予算(第６回)の内容であり

す。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１４号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。

◎議案第２０号 松前町立松前病院医療従事者奨学金等償還支援金交付条例制定

について

○議長(伊藤幸司君) 日程第１３、議案第２０号、松前町立松前病院医療従事者奨学金等

償還支援金交付条例制定についてを議題と致します。

ただ今議題となりました議案第２０号については、質疑終了後、厚生文教常任委員会に

審査を付託したいと思います。

提出者の説明を求めます。病院事務局長。

○病院事務局長(鍋島孝明君) ただ今議題となりました、議案第２０号、松前町立松前病

院医療従事者奨学金等償還支援金交付条例制定につきまして、その内容をご説明申し上げ

ます。末尾に添付しております説明資料をお開き願います。

松前町立松前病院医療従事者奨学金等償還支援金交付条例の概要でございます。１は、

条例制定の趣旨でございます。松前町立松前病院（以下「病院」と言う。）において、医

療業務に従事しているものに対し、医療技術職を養成する学校、または養成所の修学のた

めに貸与を受けた奨学金等償還するための経費の一部を助成することにより、病院に必要

な医療従事者を確保しようとするものであります。

２は、条例の主な内容でございます。始めに、(１)の対象となる医療技術職は、第１条

への規定です。医師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、医学療法

士、作業療法士、言語聴覚士、看護師、准看護師、または管理栄養士と定めようとするも

のであります。
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次に、(２)の対象となる奨学金等は、第２条第１項への規定です。ア、独立行政法人日

本学生支援機構法（平成１５年法律第９４条第１４条第１項）に規定する第一種学資貸与

金及び第二種学資貸与金並びに、イ、病院事業管理者が認める奨学金と定めようとするも

のであります。

次に、(３)の支援対象者は、第３条への規定です。アの病院に医療技術職として就業し

ているもののほか、以下クまでの項目の全てに該当するものを対象者として定めようとす

るものであります。

次に、(４)の支援対象期間は、第４条への規定です。奨学金等の償還は、開始した月か

ら試算して１０年以内と定めようとするものであります。

次に、(５)の支援金の額は、第５条への規定です。１ヶ月５万円以内、年度上限６０万

円と定めようとするものであります。

次に、(６)は松前町特定滞納者等に関する行政サービス等の制限措置に関す条例の一部

改正でございまして、附則第２項への規定です。松前町特定滞納者等に対する行政サービ

ス等の制限措置に関する条例のサービス等の制限措置に奨学金等償還支援を加えようとす

るものであります。

結びに、３、執行期日等です。附則第１項としまして、この条例は、令和８年４月１日

から施行し、同日以後病院に初めて採用され、従事することとなった医療技術職から適用

致そうとするものであります。

以上が、議案第２０号の内容でございます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上

げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

お諮り致します。

議案第２０号は、会期中に審査を終わることとし、厚生文教常任委員会に審査を付託し

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、そのように決定致しました。

◎散会宣告

○議長(伊藤幸司君) 以上をもって本日の議事日程は全て議了しました。よって本日はこ

れで散会致します。

なお、明日の会議時間は午前１０時とし、議事日程は当日配布致します。

どうもご苦労様でした。

(散会 午後 ４時２５分)
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(開会 午後 １時００分)

◎開議宣告

○議長(伊藤幸司君) ご苦労様です。

直ちに本日の会議を開きます。

◎議事日程

○議長(伊藤幸司君) 本日の議事日程につきましては、お手元に配布のとおりであります。

◎会議録署名議員の指名

○議長(伊藤幸司君) 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、９番齊藤勝君、１番齋木良太君、

以上２名を指名致します。

◎議案第１５号 町長等の諸手当額並びにその支給条例の一部を改正する条例制

定について

◎議案第１８号 松前町病院事業医療技術職修学資金貸付条例の一部を改正する

条例制定について

◎議案第２４号 松前町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について

◎議案第２１号 松前町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について

◎議案第２２号 松前町財政調整基金の支消について

◎議案第２３号 松前町教育施設整備基金の支消について

○議長(伊藤幸司君) 日程第２、議案第１５号、町長等の諸手当額並びにその支給条例の

一部を改正する条例制定について、日程第３、議案第１８号、松前町病院事業医療技術職

修学資金貸付条例の一部を改正する条例制定について、日程第４、議案第２４号、松前町

道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について、日程第５、議案第２１号、松前

町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について、日程第６、議案第２２号、松前町財政

調整基金の支消について、日程第７、議案第２３号、松前町教育施設整備基金の支消につ

いて、以上６件を一括議題と致します。

提出者の説明を求めます。

はじめに、議案第１５号について、総務課長。

○総務課長(斉藤明君) ただ今一括議題となりました議案第１５号、町長等の諸手当額並

びにその支給条例の一部を改正する条例制定について、その内容をご説明申し上げます。

末尾に添付されております説明資料の新旧対照表をお開き願います。

下段の説明欄です。悪化している当町の財政状況を踏まえて、令和８年度中に支給する

町長、副町長及び教育長の期末手当の額を減額する特例措置を定めるため、条例を改正し

ようとするものであります。

減額する割合は、町長が２０％、副町長が１５％、教育長が１０％であります。

次に、改正案の内容であります。附則に記載のとおり、第１３項として、期末手当に関
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する特例措置を加えようとするもので、町長等の令和８年４月１日から令和９年３月３１

日までに支給する期末手当の額は、第３条第１号の規定に関わらず、同号の規定による額

に、町長は１００分の８０、副町長は１００分の８５、教育長は１００分の９０をそれぞ

れ乗じて得た額とし、その額に１円未満の端数を生じた時は、これを切り捨てた額とする

ものであります。

次に、附則であります。この条例は、公布の日から施行致そうとするものであります。

以上が、議案第１５号の内容でございます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上

げます。

○議長(伊藤幸司君) 次に、議案第１８号について、病院事務局長。

○病院事務局長(鍋島孝明君) ただ今議題となりました議案第１８号、松前町病院事業医

療技術職修学資金貸付条例の一部を改正する条例制定につきまして、その内容をご説明申

し上げます。

末尾に添付しております説明資料をお開き願います。松前町病院事業医療技術職修学資

金貸付条例の一部改正に係る新旧対照表でございます。下段の説明欄をご覧いただきたい

と存じます。

医療法施行規則の一部を改正する省令（令和５年厚生労働省令第７３号）に伴う令和５

年改正医療情報告示により医療従事者の職種として厚生労働大臣が定めるものに「管理栄

養士及び栄養士」が追加されたことから、修学資金貸付対象者に病院に必要な医療技術職

として「管理栄養士」を加えるため、当該条例の一部を改正しようとするものでございま

す。

その内容でございますが、上段の新旧対照表をご覧いただきたいと存じます。第１条中、

現行の下線部分を改正案の下線のとおり改正致そうとするものです。

また、第２条及び別表に改正案の下線のとおり加えようとするものでございます。

附則としまして、この条例は、令和８年４月１日から施行致そうとするものでございま

す。

以上が、議案第１８号の内容でございます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上

げます。

○議長(伊藤幸司君) 次に、議案第２４号について、建設水道課長。

○建設水道課長(横山義和君) ただ今議題となりました議案第２４号、松前町道路占用料

徴収条例の一部を改正する条例制定につきまして、その内容をご説明申し上げます。

末尾に添付しております説明資料の新旧対照表３ページ、タブレット上の７ページをお

開き願います。下段の説明欄です。このたびの改正案の内容でございますが、道路法施行

令（昭和２７年政令第４７９号）の改正により国道の占用料が改定され、当町の占用料に

おいても国道の占用料に準じていることから、占用料の改正をしようとするものでありま

す。

それでは、新旧対照表の１ページ、タブレット上の５ページにお戻り願います。改正案

の内容であります。別表に規定している占用料の現行下線部分を、改正案下線部分のとお

り改めようとするもので、道路占用料の額につきましては、占用料の算定基礎となる固定

資産税評価額の変動等を反映した適切なものとするため、適宜見直しを行う必要があり、

道路法制法令では、令和７年度に行われました固定資産税評価額の評価替え等を踏まえた

改正がなされ、占用料が上昇したものです。以上が、このたびの主な改正の内容でありま

す。

次に、附則であります。末尾に添付しております説明資料の新旧対照表３ページ、タブ
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レット上の７ページを再度お開き願います。

第１項は、施行期日です。この条例は、令和８年４月１日から施行致そうとするもので

あります。

第２項は、経過措置です。この条例による改正後の松前町道路占用料徴収条例の規定は、

この条例の施行の日以降に行う道路の占用に係る占用料で、施行日以降に納付するものに

適用し、施行日以前に行った道路の占用に係る占用料で、施行日以降に納付するものにつ

いては、なお、従前の例によろうとするものです。

以上が、議案第２４号の内容でございます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上

げます。

○議長(伊藤幸司君) 次に、議案第２１号及び議案第２２号について、政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) ただ今一括議題となりました議案第２１号、松前町過疎

地域持続的発展市町村計画の変更について、その内容をご説明申し上げます。

始めに、これまでの過疎対策の経緯であります。地域の人口流失問題、いわゆる過疎対

策については、昭和４５年に過疎地域対策旧措置法が時限立法として制定されて以来、こ

れまで５次にわたり過疎対策の特別措置法が制定されており、当町は平成３年４月１日に

過疎地域に指定され、各種の対策を講じてきたところであります。

しかし、過疎地域では人口減少に歯止めがかからず、地域の活力低下が続くなど、依然

として厳しい状況であることから、令和３年４月１日に過疎地域の持続的発展の支援に関

する特別措置法、新過疎法が制定され、施行されました。

新過疎法は、１０年間の時限立法でありますが、計画は前期５ヶ年間、後期５ヶ年間で

することとされており、前期５ヶ年間は、令和３年第３回定例会に提出させていただき、

令和３年９月８日に議決いただいたところであります。

今回の変更は、新過疎法第８条第１項の規定で、計画の策定で議会の議決を経て定める

こととなっていることから、後期５ヶ年間を定めるものであり、前期５ヶ年間において定

められた基本的措置を踏まえ、令和８年度以降の計画に向けた改定、修正を行うものであ

ります。

なお、新過疎法第８条第７項の規定により、あらかじめ北海道知事と協議する事項につ

いては、令和８年１月８日付けで協議し、令和８年１月２９日付けで協議が整っていると

ころであります。

また、今計画に記載された事項については、その対象とするところにより、新過疎法に

規定する補助交付金及び過疎対策事業債等の特例措置を受けることができることとなって

おります。

それでは、計画の概要を説明させていただきます。１ページ、タブレット上の７ページ

をご覧願います。始めにであります。ここでは、これまでの経緯や課題、本契約の目指す

べき方針を述べさせていただいております。

次に２ページです。１、基本的事項です。ここでは(１)松前町の概況としまして、６ペ

ージにかけて自然、歴史、社会、経済的諸条件及び過疎の状況並びに社会経済発展の方向

の概要を記載しております。

次に６ページです。ここでは、(２)人口及び産業の推移と動向としまして、８ページに

かけてその動向を記載しております。

次に８ページです。ここでは、(３)行財政の状況としまして、１２ページにかけて行財

政の現状や施設整備水準の状況を記載しております。

次に１２ページです。ここでは(４)地域の持続的発展の基本方針としまして、将来の人
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口減少を見据え、松前町総合計画等とも整合性を図り、歴史や文化を生かしながら、産業

の進行をはじめ、再生可能エネルギーを核とした産業の創出など持続可能なまちづくりや、

地域活性化により、人口減少が進む中でも気持ちを豊かに、安心して暮らすことができる

まちづくりを目指すこととしております。

次に、(５)地域の持続的発展のための基本目標としまして、１３ページにかけて、１番

から７番までのとおり、最上位計画である松前町総合計画の基本構想実現を目標としてお

ります。

次に１３ページです。ここでは(６)計画の達成状況の評価に関する事項としまして、Ｐ

ＤＣＡサイクルを取り入れた点検評価、分析といった手法を用い、計画の改善に繋げよう

とすることとしております。

次に、(７)計画期間としまして、令和８年４月１日から令和１３年３月３１日の後期５

ヶ年間としております。

次に、(８)公共施設等総合管理計画との整合性としまして、新過疎法においては公共施

設等総合管理計画との整合性を図り、実施する必要があることから掲載しております。以

上が、１、基本的事項です。

次に１４ページ、２、移住定住地域間交流の促進・人材育成から、１２、再生可能エネ

ルギーの利用の推進を、６４ページまでにかけてでありますが、各項目ごとに現況と問題

点、その対策、分野別目標、計画を記載しております。

次に６５ページから６９ページにかけて、過疎地域持続的発展特別事業分を分野別に掲

載しているものを集約して裁定しており、これは、いわゆる過疎対策事業債のソフト分の

対象となるものであります。

続きまして、別冊参考資料として提出させていただきました事業計画について、その内

容を説明させていただきます。

１ページから１１ページにかけて、先ほど説明させていただいた各分野の令和８年度か

ら令和１２年度の後期５ヶ年で予定する事業費を合計した概算事業費と、その財源内訳を

掲載しているもので、概算事業費の合計は２５３億４千５７８万６千円であり、財源内訳

の過疎対策事業債は、４６億１千９０万円で、過疎対策事業債ソフト分は、４億１千７１

０万円とさせていただいたところであります。

なお、掲載事業中、事業内容があるものの、事業費がゼロとなっているものについては、

事業としては予定しておりますが、現時点では確定事業費が定まっていない等の理由によ

り、事業費が算出できておりませんので、今後決定次第事業費等を追加させていただきま

すので、ご留意のうえご参照願います。

以上が、議案第２１号、松前町過疎地域持続的発展市町村計画の変更についての内容で

ございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

続きまして、議案第２２号、松前町財政調整基金の支消について、その内容をご説明申

し上げます。

松前町財政調整基金の設置管理及び処分に関する条例第５条の規定により、下記事業に

充当するため、令和８年度において、４億円以内を支消することができるようにするもの

でございます。

本年度においても近年の物価高騰等の影響により、財政運営は大変厳しい状況にありま

す。今後の補正予算等も含めた令和８年度の年間総体一般財源を算定すると、歳入全体で

４億円程度の財源不足が生ずる見込みであることから、地方交付税等、現状で不確定な財

源を調整し、財政調整基金の支消財源で予算措置を図ろうとするものでございます。
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また、現状を申し上げますと、国の地方財政計画の地方交付税の総額は、前年度対比で

１．２兆円上回る２０．２兆円が確保されているところであります。

しかし、当町の歳入の大宗をなす地方交付税は、国全体では増額となっておりますが、

現状の社会情勢等を踏まえれば楽観できる状況にはなく、地方交付税の動向が不確定であ

るために、留保財源を勘案して、財政調整基金を支消するものでございます。

なお、充当事業につきましては、記載しております財産管理事業他７件でございます。

以上が議案第２２号、松前町財政調整基金の支消についての内容でございます。ご審議

のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 次に、議案第２３号について、教育委員会事務局長。

○教育委員会事務局長(髙橋潤一郎君) ただ今一括議題となっております議案第２３号、

松前町教育施設整備基金の支消について、その内容をご説明申し上げます。

教育施設整備基金の設置、管理及び処分に関する条例第５条の規定により、下記事業に

充当するため、令和８年度において、１千６７４万７千円以内を支消することができるよ

うにするものでございます。

なお、充当事業につきましては、松前中学校改修事業でございますが、平成２６年度の

第１期工事の竣工から現在で１１年が経過しており、経年劣化により塗装のはがれなどが

見られることから、令和６年度から３ヶ年計画で進めている松前中学校の外壁塗装改修工

事であり、令和８年度の改修工事は、３ヶ年計画の最終年であります。

以上が議案第２３号、松前町教育施設整備基金の支消についての内容でございます。ご

審議のほど、よろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) お諮り致します。

ただ今の６件の議案につきましては、令和８年度当初予算との関連がありますので、審

議を一時保留し、今後設置が予定されております予算審査特別委員会の審査終了後に質疑、

討論、採決を行うことにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

６番福原君。

○６番(福原英夫君) この今議案として提案されたことは予算と関係ありますのでね、こ

こで再審議の時に審議するということは、予算が可決した後ということになりますよね、

承認行為ということになりますよね。

それで、その前に質疑したいと思いますので、よろしいでしょうか。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午後 １時１９分)

(再開 午後 １時１９分)

○議長(伊藤幸司君) 再開致します。

今、福原委員のご質問にお答えします。今ですね、これから予算審査特別委員会が開催

されます。そこで予算が決まりました、その後に再議題としてそこでまた質疑、それから

討論、採決を行うことになりますので、その時にやっていただければと思います。

暫時休憩します。

(休憩 午後 １時２０分)

(再開 午後 １時２２分)
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○議長(伊藤幸司君) 再開します。

お諮り致します。

ただ今の６件の議案につきましては、令和８年度当初予算との関連がありますので、審

議を一時保留し、今後設置が予定されております予算審査特別委員会の審査終了後に質疑、

討論、採決を行うことにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。よってそのように決定致しました。

◎議案第３号 令和８年度松前町一般会計予算

◎議案第４号 令和８年度松前町国民健康保険特別会計予算

◎議案第５号 令和８年度松前町介護保険特別会計予算

◎議案第６号 令和８年度松前町後期高齢者医療特別会計予算

◎議案第７号 令和８年度松前町水道事業会計予算

◎議案第８号 令和８年度松前町病院事業会計予算

○議長(伊藤幸司君) 日程第８、議案第３号、令和８年度松前町一般会計予算、日程第９、

議案第４号、令和８年度松前町国民健康保険特別会計予算、日程第１０、議案第５号、令

和８年度松前町介護保険特別会計予算、日程第１１、議案第６号、令和８年度松前町後期

高齢者医療特別会計予算、日程第１２、議案第７号、令和８年度松前町水道事業会計予算、

日程第１３、議案第８号、令和８年度松前町病院事業会計予算、以上６件を一括議題と致

します。

なお、ただ今の議案につきましては、議長を除く全議員で構成する予算審査特別委員会

を設置し、細部にわたり審査する予定ですので、説明は簡略に受けたいと思いますのでご

了承願います。

提出者の説明を求めます。始めに議案第３号について、政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) ただ今一括議題となりました議案第３号、令和８年度松

前町一般会計予算について、その内容をご説明申し上げます。

令和８年度松前町の一般会計の予算は、次に定めるところによるものでございます。

第１条、歳入歳出予算です。歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５７億１千３０

０万円と定めるものでございます。第２項と致しまして、歳入歳出予算の款項の区分及び

当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によるものでございます。

第２条、債務負担行為です。地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為

をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表債務負担行為」によるものでござ

います。

第３条、地方債です。地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる

地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」に

よるものでございます。

第４条、一時借入金です。地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の

借入の最高額は、１２億円と定めるものでございます。

続いて、本予算の歳入歳出の詳細を事項別明細により説明させていただくところですが、

既に配布させていただいております令和８年度松前町一般会計歳入歳出予算事項別明細説

明書に詳細を掲載させていただきましたので、総括の予算のみ説明させていただきます。

１０ページから１１ページをご覧願います
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１０ページです。１．総括です。歳入歳出それぞれ本年度予算額５７億１千３００万円、

前年度予算額６５億９千万円の比較で、８億７千７００万円の減少です。減少の大きな要

因としましては、行政情報システム回収業務委託料標準化対応分で１億１千４０３万７千

円、白坂地区発掘支援業務委託料で３億３千５９１万８千円、町営住宅建設工事請負費で

３億４千７５万８千円の減少などがありますが、各款において増減がありますので、款別

の主な増減要因をご説明させていただきます。

まずは、歳出からです。１１ページをご覧願います。歳出です。１款議会費は、６千３

２０万７千円の前年度比較で１４９万８千円の減少です。これは、共済費及び旅費の減少

によるものです。

２款総務費は、４億７千６３１万６千円の前年度比較で、１億１千９４５万８千円の減

少です。これは、各事業費で増減があるところですが、行政情報システム改修業務委託料

標準化対応分で１億１千４０３万７千円の減少が主な要因です。

３款民生費は、１０億３千８１０万７千円で、前年度比較、１千９２１万８千円の減少

です。これは、各事業費で増減があるところですが、子ども・子育て支援施設型給付費で、

１千９３３万６千円の減少が主な要因です。

４款衛生費は、６億９千７３５万５千円の前年度比較で、１２７万６千円の減少です。

これは、水道事業会計に対する補助金で、８８４万円の減少が主な要因です。

５款労働費は、２１万１千円の前年度比較で、１６３万円の減少です。これは、地域に

おける多様な働き方検討事業委託料で１３９万円の減少が主な要因です。

６款農林水産業費は、２億７５２万１千円の前年度比較で、１９９万７千円の減少です。

これは、各事業費で増減があるところですが、新規就農者育成総合対策補助金で、７５５

万円の減少が主な要因です。

７款商工費は、１億７千４３８万４千円の前年度比較で、２１５万６千円の増加です。

これは、各事業費で増減があるところですが、２号井温泉ポンプ入替工事請負費で９４１

万４千円の増加が主な要因です。

８款土木費は、２億４千２００万２千円の前年度比較で、４億３千４２５万５千円の減

少です。これは、町道改良工事請負費で１億１千９２５万１千円、町営住宅建設工事請負

費で３億４千７５万８千円の減少が主な要因です。

９款消防費は、３億８千３７４万２千円の前年度比較で、１千２４万１千円の増加です。

これは、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）受信機等更新工事請負費で、５９９万８千

円、渡島西部広域事務組合負担金（消防部門）で４２２万５千円の増加が主な要因です。

１０款教育費は、４億７千５６万８千円の前年度比較で、２億９千３２９万８千円の減

少です。これは、各事業費で増減があるところですが、白坂地区遺跡発掘調査支援業務委

託料で３億３千５９１万８千円の減少が主な要因です。

１１款災害復旧費は、５千円の前年度同額です。

１２款公債費は、８億３千９８０万８千円の前年度比較で、５４７万６千円の減少です。

これは、償還元金の減少と利率見直しによる利率上昇に伴う利子増加による増減によるも

のです。

１３款職員給与費は、１１億９７７万４千円の前年度比較で、１千６２９万１千円の減

少です。これは、各節で増減があるところですが、職員給料で２千５２４万３千円の減少

が主な要因です。

１４款予備費は、１千万円で前年度比較で、５００万円の増加です。これは、物価高騰

等により様々な経費が増加していることから、それに対応するためです。
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以上が歳出です。

次に、歳入です。１０ページをご覧願います。歳入です。歳入各款については、町税等

の自主財源及び国から交付される地方交付税等の交付金等並びに歳出に対応する特定財源

で成り立っております。

始めに、自主財源の１款町税は、６億３千３８９万５千円の前年度比較で、６１８万５

千円の増加です。これは、町民税個人の増加が主な要因です。

２款地方譲与税から１１款交通安全対策特別交付金までは、前年度までの交付見込みと、

令和８年度の地方財政計画等を参考に算定しており、主要項目のみご説明させていただき

ます。

２款地方譲与税は、５千８１３万９千円の前年度比較で、１０１万２千円の増加です。

これは、令和８年度地方財政計画の伸び率を基に算定したものです。

７款地方消費税交付金は、２億６３万８千円の前年度比較で、３千７４３万８千円の増

加です。これは、令和８年度地方財政計画の伸び率を基を算定したものです。

１０款地方交付税は、３０億６千３５０万６千円の前年度比較で、１億９千８７０万１

千円の増加です。これは、令和８年度地方財政計画の伸び率を基に算定し、当町では歳出

額に対応する財源調整を地方交付税で調整しているため、地方交付税を除いた歳入と歳出

総額を比較し、不足する分を地方交付税として計上しております。令和８年度地方交付税

の総額は、３４億１千万円程度と見込んでおり、差額の３億５千万円は、補正予算等の留

保財源として、別に見込んでおります。

１２款分担金及び負担金から２０款諸収入までのうち１４款国庫支出金及び１５款道支

出金は、歳出に対応する特定財源の計上であります。１２款、１３款及び１６款から２０

款までは自主財源であり、前年度予算額や前年度決算見込み額により算定し、計上してお

り、１３款使用料及び手数料は、１億２千１９９万６千円の前年度比較で、８８７万３千

円の増加です。これは、町営住宅家賃で、９００万円の増加が主な要因です。

次に、１８款繰入金は、４億５千７６３万９千円の前年度比較で、２億１千７２１万８

千円の減少です。これは、財政調整基金繰入金で２億円の減少が主な要因です。

次に、２０款諸収入は、１億３千９９２万３千円の前年度比較で、４億７千４５万６千

円の減少です。これは、白坂地区発掘調査受託金で３億３千７３８万８千円、デジタル基

盤改革支援補助金で１億２千１５７万７千円の減少が主な要因です。

次に、２１款町債は、３億１千３００万円の前年度比較で、３億２千４２０万円の減少

です。これは、道路整備事業債で１億１０万円、公営住宅建設事業債で１億８千２８０万

円の減少が主な要因です。

以上が、令和８年度松前町一般会計歳入歳出予算事項別明細書の１、総括の内容であり、

款項目別には、別添令和８年度松前町一般会計歳入歳出予算事項別明細説明書に本年度予

算額等と主な増減要因などを掲載しておりますので、ご参照願います。

また、令和８年度予算に関する参考資料一般会計分に、各事業などの具体的な内容が掲

載されており、そのほかに令和８年度松前町各会計予算の概要には、新規事業や前年度比

較で増減の大きいものなどを掲載しておりますので、合わせてご参照願います。

さらに附表として、２４３ページから２６７ページまでに給与費明細書を、２６８ペー

ジから２６９ページまでに債務負担行為に関する調書を、２７０ページから２７１ページ

までに地方債に関する調書を掲載しておりますので、ご参照願います。

２ページをご覧願います。２ページから４ページにかけてご説明させていただきます。

第１表歳入歳出予算で、歳入です。１款町税から４ページ、２１款町債まで歳入合計で、
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５７億１千３００万円にしようとするものでございます。

５ページをご覧願います。５ページから６ページにかけてご説明させていただきます。

歳出です。１款議会費から６ページ、１４款予備費まで、歳出合計についても歳入同様５

７億１千３００万円にしようとするものでございます。

７ページをご覧願います。第２表債務負担行為です。肉用牛購入資金について、期間、

限度額を記載のとおり設定しようとするものでございます。なお、予算に関する参考資料

の６ページに当該事業の概要を添付しておりますので、ご参照願います。

８ページをご覧願います。第３表地方債です。医療機器等整備事業補助金ほか１４件に

ついて、限度額、起債の方法、利率、償還の方法を記載のとおり設定しようとするもので

ございます。

以上で議案第３号、令和８年度松前町一般会計予算の説明とさせていただきます。ご

審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 次に議案第４号及び第６号について、町民課長。

○町民課長(福井純一君) ただ今一括議題となりました議案第４号、令和８年度松前町国

民健康保険特別会計予算につきまして、その内容をご説明申し上げます。

なお、歳入歳出事項別明細につきましては、別に配布しております令和８年度松前町国

民健康保険特別会計歳入歳出予算事項別明細説明書に詳細を掲載しておりますので、あわ

せてご参照願います。

それでは、予算説明をさせていただきます。１ページをご覧願います。令和８年度松前

町の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによろうとするものであります。

第１条は、歳入歳出予算であります。事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それ

ぞれ９億３千９００万円に定めようとするものです。第２項と致しまして、歳入歳出予算

の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によろうとするもので

ございます。

第２条は、一時借入金であります。地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時

借入金の借入の最高額は、事業勘定３億円と定めようとするものでございます。

第３条は、歳出予算の流用でございます。地方自治法第２２０条第２項のただし書の規

定によりまして、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとお

り定めようとするものです。第１号と致しまして、保険給付費の各項に計上された予算額

に過不足を生じた場合における、同一款内でこれらの経費の各項の間の流用と致そうとす

るものでございます。

２ページをご覧願います。第１表歳入歳出予算(事業勘定)の歳入です。１款国民健康保

険税から８款諸収入まで、歳入合計を９億３千９００万円に致そうとするものでございま

す。

次に３ページです。歳出におきましても１款総務費から８款予備費まで、歳入と同額の

９億３千９００万円に致そうとするものでございます。また、附表と致しまして、４５ペ

ージから５０ページに給与費明細書を、５３ページに予算に関する参考資料を添付してお

りますのでご参照願います。

以上が議案第４号、令和８年度松前町国民健康保険特別会計予算の内容でございます。

続きまして、議案第６号、令和８年度松前町後期高齢者医療特別会計予算の内容をご説

明致します。

なお、歳入歳出事項別明細につきましては、別に配布しております、令和８年度松前町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算事項別明細説明書に詳細を掲載しておりますので、
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あわせてご参照願います。

それでは、予算説明をさせていただきます。１ページをご覧願います。令和８年度松前

町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによろうとするものでございま

す。

第１条は、歳入歳出予算であります。歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億９

千１８３万５千円に定めようとするものでございます。第２項と致しまして、歳入歳出予

算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によろうとするもの

でございます。

２ページご覧願います。第１表歳入歳出予算の歳入であります。１款後期高齢者医療保

険料から４款諸収入まで、歳入の合計を１億９千１８３万５千円に致そうとするものでご

ざいます。

次に３ページでございます。歳出におきましても１款総務費から４款予備費まで、歳入

と同額の１億９千１８３万５千円に致そうとするものでございます。なお、２７ページに

は予算に関する参考資料を添付しておりますので、ご参照願います。

以上が、議案第６号、令和８年度松前町後期高齢者医療特別会計予算の内容でございま

す。ご審議の程よろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 次に、議案第５号について、保健福祉課長。

○保健福祉課長(松村陽子君) ただ今一括議題となりました議案第５号、令和８年度松前

町介護保険特別会計予算につきまして、その内容をご説明申し上げます。

議案第５号関連として別に配布しております令和８年度松前町介護保険特別会計歳入歳

出予算事項別明細説明書に、その詳細を掲載しておりますので、ご参照願います。

それでは、予算の説明をさせていただきます。予算書１ページをご覧願います。

令和８年度松前町の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによるものです。

第１条は、歳入歳出予算です。歳入歳出予算の総額は、保険事業勘定歳入歳出それぞれ

１０億３千４２５万２千円、サービス事業勘定歳入歳出それぞれ１千７９万円と定めよう

とするものです。第２項と致しまして、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金

額は、「第１表歳入歳出予算」によろうとするものです。

第２条は、一時借入金です。地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借入の最高額は、保険事業勘定３千万円と定めようとするものです。

第３条は、歳出予算の流用です。地方自治法第２２０条第２項のただし書きの規定によ

り、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定めよう

とするものでございます。第１号と致しまして、保険給付費の各項に計上された予算額に

過不足を生じた場合における同一款内で、これらの経費の各項の間の流用と致そうとする

ものです。

次に、予算書４ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算（保険事業勘定）です。

歳入では、１款保険料から８款諸収入まで、歳入合計で１０億３千４２５万２千円と致そ

うとするものです。

次に５ページでございます。歳出におきましても、１款総務費から８款予備費まで、歳

出合計を歳入と同額の１０億３千４２５万２千円と致そうとするものです。

次に、予算書５０ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算(サービス事業勘定)で

ございます。歳入では、１款サービス収入から３款繰越金まで、歳入合計で１千７９万円

に致そうとするものでございます。

５１ページです。歳出におきましても、１款総務費及び２款諸支出金で、歳出合計を歳
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入と同額の１千７９万円に致そうとするものでございます。

また、附表と致しまして、予算書６９ページから７９ページまで給与費明細書を、予算

書８２ページに参考資料を添付してございますのでご参照願います。

以上が議案第５号、令和８年度松前町介護保険特別会計予算の内容でございます。ご審

議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 次に議案第７号について、建設水道課長。

○建設水道課長(横山義和君) 続きまして、議案第７号、令和８年度松前町水道事業会計

予算につきまして、その内容をご説明申し上げます。

１ページ目です。第１条は、総則です。令和８年度松前町水道事業会計予算は、次に定

めるところによろうとするものです。

第２条は、業務の予定量です。業務の予定量を次のとおりに致そうとするものです。第

１号給水戸数を３千５０５戸に、第２号年間総給水量を４７万８千９５６立方メートルに、

第３号１日平均給水量を１千３１２立方メートルに、それぞれ致そうとするものです。

この内容につきましては、予算に関する参考資料１ページ、給水現況調べをご参照願い

たいと思いますが、いずれも給水人口の減少に伴い、前年度当初予算より減少していると

ころでございます。第４号主要な建設改良事業は、清部地内配水管改良工事他８件、事業

費を１億２千４８９万４千円に致そうとするものです。この内容につきましては、予算に

関する参考資料４ページ、建設改良事業の概要をご参照願います。また、量水器更新工事

では、計量法に定める８年間の使用期間満了となります５７９個の量水器の更新について、

事業費３千８４万４千円で実施致そうとするものです。

第３条は、収益的収入及び支出です。収益的収入及び支出の予定額を次のとおり定めよ

うとするものです。収入です。第１款事業収益で１億８千４６４万円の計上です。第１項

営業収益で１億４千７３４万９千円、第２項営業外収益で３千７２９万円、第３項特別利

益で１千円に致そうとするものです。この内容につきましては、予算に関する参考資料５

ページに記載しておりますのでご参照願います。

次に支出です。第１款事業費で、１億８千７６５万１千円の計上です。第１項営業費用

で１億７千６９０万７千円、第２項営業外費用で１千２０万６千円、第３項特別損失で３

万８千円、第４項予備費で５０万円に致そうとするものです。この内容につきましては、

予算に関する参考資料６ページに記載しておりますのでご参照願います。

次に、２ページをお開き願います。第４条は、資本的収入及び支出です。資本的収入及

び支出の予定額を次のとおり定めようとするもので、資本的収入額が資本的支出額に対し、

不足する額１億９３８万６千円は、減債積立金１００万円、過年度分損益勘定留保資金１

千３５２万６千円、当年度分損益勘定留保資金８千６３万６千円、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額１千２２６万５千円、建設改良積立金１５９万９千円で補てん

致そうとするものです。収入です。第１款資本的収入で９千１０９万２千円の計上です。

第１項企業債で４千１２０万円、第２項他会計負担金で８６９万２千円、第３項他会計補

助金で４千１２０万円に致そうとするものです。この内容につきましては、予算に関する

参考資料７ページに記載しておりますので、ご参照願います。

次に支出です。第１款資本的支出で２億４７万８千円の計上です。第１項建設改良費で

１億７千４１５万９千円、第２項企業債償還金で２千６３１万９千円に致そうとするもの

です。この内容につきましては、予算に関する参考資料８ページに記載しておりますので、

ご参照願います。

次に第５条は、企業債です。起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を
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次のとおり定めようとするものです。起債の目的、西部簡易水道配水管改良事業で限度額

３千２４０万円、原口簡易水道残留塩素計新設事業で限度額８８０万円に致そうとするも

のです。起債の方法、利率及び償還の方法につきましては、記載のとおりとするものです。

次に３ページをお開き願います。第６条は、予定支出の各項の経費の金額の流用です。

予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合には、次のとおりに致そうとす

るものです。第１号消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における、営業費用及び営

業外費用の間の流用について定めようとするものです。

第７条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費です。次に掲げる経費

については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費を

その経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならないものとするものです。

第１号職員給与費を３千７１２万５千円に致そうとするものです。

第８条は、他会計からの補助金です。簡易水道建設改良費等のため、一般会計からこの

会計へ補助を受ける金額を５千７１９万６千円に致そうとするものです。

第９条は、たな卸資産購入限度額です。たな卸資産の購入限度額を３千５００万円に致

そうとするものです。

この結果、令和８年度予算における当年度純利益は、マイナス９４６万４千円を予定し

ているところでございます。

４ページ目以降に予算の説明資料と致しまして、予定実施計画、予定キャッシュフロー

計算書、給与費明細書、令和８年度末における予定貸借対照表などを添付しておりますの

で、ご参照願います。

今後とも安全安心な水の供給のために、老朽施設の更新など適切に対応してまいりたい

と考えております。

以上が、議案第７号、令和８年度松前町水道事業会計の予算の内容であります。ご審議

のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 次に、議案第８号について、病院事務局長。

○病院事務局長(鍋島孝明君) ただ今議題となりました議案第８号、令和８年度松前町病

院事業会計予算につきまして、その概要をご説明申し上げます。

１ページをお開き願います。第１条は、総則です。令和８年度松前町病院事業会計予算

は、次に定めるところによろうとするものです。

第２条は、業務の予定量です。業務の予定量を次のとおりと致そうとするものです。第

１号病床数を一般６０床に、第２号年間取扱延患者数を入院１万４千８５６人、外来４万

４千２０人に、第３号１日平均患者数を入院４０人、外来１８１人にそれぞれ致そうとす

るものです。この内容につきましては、予算に関する参考資料の１ページ、令和８年度予

定診療（入院外来収益）をご参照願いたいと存じますが、外来につきましては、実績に基

づき予定しており、入院につきましては、人口減少及び高齢化等による患者数の減少が見

込まれるため、前年度当初予算より減少しているところであります。第４号主要な建設改

良事業は、人工呼吸器ほか３件、事業費を５２５万９千円に致そうとするものです。

第３条は、収益的収入及び支出です。収益的収入及び支出の予定額を次のとおり定めよ

うとするものです。収入でございます。第１款病院事業収益で、１１億３千６２３万円の

計上です。第１項医業収益で９億３千７２万３千円、第２項医業外収益で２億５５０万６

千円、第３項特別利益で１千円をそれぞれ計上致そうとするものであります。この内容に

つきましては、予算に関する参考資料の２ページから３ページにその詳細を記載しており

ますので、ご参照願います。
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次に２ページをお開き願います。支出でございます。第１款病院事業費用で、１５億５

千５９万９千円の計上です。第１項医業費用で１５億３千１７万１千円、第２項医業外費

用で９２０万７千円、第３項特別損失で６２２万１千円、第４項予備費で５００万円をそ

れぞれ計上致そうとするものです。この内容につきましては、予算に関する参考資料の４

ページから９ページに、また町立松前病院耐震診断業務委託料の概要につきましては、当

該参考資料の１２ページにそれぞれ記載をしておりますので、ご参照願います。

次に第４条は、資本的収入及び支出です。資本的収入及び支出の予定額は次のとおり定

めようとするもので、資本的収入額が資本的支出額に不足する額５千４２６万３千円は、

減債積立金１００万円及び過年度分損益勘定留保資金５千３２６万３千円で補填致そうと

するものです。

収入でございます。第１款資本的収入で、３千６４１万円の計上です。第１項企業債で

６４０万円、第２項補助金で２千９０１万４千円、第３項貸付金返還金で９９万６千円の

計上です。この内容につきましては、予算に関する参考資料の１０ページに記載しており

ますので、ご参照願います。

次に支出でございます。第１款資本的支出で、９千６７万３千円の計上です。第１項建

設改良費で３千４７万５千円、第２項企業債償還金で４千５７９万８千円、第３項投資で

１千４４０万円の計上です。この内容につきましては、予算に関する参考資料の１１ペー

ジに記載しておりますので、ご参照願います。

次に３ページをお開き願います。第５条は、企業債です。起債の目的、限度額、起債の

方法、利率及び償還の方法は次のとおり定めようとするものです。起債の目的、医療機械

器具整備事業で限度額１６０万円、給排水設備等回収事業で限度額４８０万円と、それぞ

れ致そうとするものです。起債の方法、利率及び償還の方法につきましては、記載のとお

りとするものです。

次に第６条は、一時借入金です。一時借入金の限度額を３億円と定めようとするもので

す。

次に第７条は、予定支出の各項の経費の金額の流用です。予定支出の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定めようとするものです。第１号消費税及

び地方消費税に不足が生じた場合における医業費用及び医業外費用の間の流用について定

めようとするものです。

次に第８条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費です。次に掲げる

経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、または、それ以外の

経費の金額をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならないものと

するものです。第１号職員給与費を９億４千２０万８千円に、第２号交際費を１５０万円

にそれぞれ定めようとするものです。

次に４ページをお開き願います。第９条は、他会計からの補助金です。病院運営費用等

のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、１億７千２７７万７千円に致そう

とするものです。

次に第１０条は、たな卸資産購入限度額です。たな卸資産の購入限度額は、１億５千万

円に定めようとするものです。この結果、令和８年度予算における当年度純利益は、マイ

ナス４億１千１５９万９千円を予定しているところでございます。

５ページ以降に予算の説明資料としまして、予算実施計画、予定キャッシュフロー計算

書、給与費明細書、令和８年度末における予定貸借対照表などを添付しておりますので、

ご参照願います。
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今後も施設設備の老朽化や医師確保など課題の多い状況ではありますが、安定的な運営

基盤の回復を最重要課題と位置付け、病院運営を計画的に実施してまいりたいと考えてお

ります。

以上が議案第８号、令和８年度松前町病院事業会計予算の概要であります。よろしくご

審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、議案第３号から順次質疑を行いますが、

細部にわたる審査は、予算審査特別委員会を設置し、これに付託することにしたいのでお

含み願います。

始めに議案第３号について質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、次に議案第４号について質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、次に議案第５号について質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、次に議案第６号について質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、次に議案第７号について質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、次に議案第８号について質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

お諮り致します。

ただ今の６件の議案については、慎重審査の必要があると思われますので、議長を除く

全議員で構成する予算審査特別委員会を設置し、会期中に審査を終わるようこれに付託し

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、そのように決定致しました。

ただ今設置されました予算審査特別委員会の正副委員長の互選を委員会条例第７条の規

定により行い、その結果をご報告願います。

暫時休憩致します。

(休憩 午後 ２時５２分)

(再開 午後 ３時１５分)

○議長(伊藤幸司君) 再開致します。

◎予算審査特別委員会の正副委員長の互選結果報告

○議長(伊藤幸司君) 予算審査特別委員会の正副委員長の互選結果をご報告願います。

８番梶谷康介君。

○８番(梶谷康介君) 先ほど設置されました予算審査特別委員会の委員長及び副委員長の

互選を、私が委員会条例第７条第２項の規定により行いましたところ、委員長には６番福
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原英夫君が選出され、さらに副委員長には２番勇谷鷹宇君が選出されましたのでご報告致

します。

○議長(伊藤幸司君) ただ今８番梶谷康介君から、予算審査特別委員会の正副委員長の互

選結果の報告がありました。委員長には６番福原英夫君、副委員長には２番勇谷鷹宇君が

選出されました。以上ご報告致します。

休会の議決

○議長(伊藤幸司君) お諮り致します。

議案審査のため、３月９日までを休会にしたいと思いますが、これにご異議ありません

か。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、そのように決定しました。

◎散会宣告

○議長(伊藤幸司君) 以上で本日の議事日程は全て議了しましたので、本日はこれで散会

します。

なお、３月１０日の会議時間は午前１０時とし、議事日程は当日配布致します。

どうもご苦労様でした。

(散会 午後 ２時２６分)



地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。

議 長

署名議員

署名議員



地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。

議 長 伊 藤 幸 司

署名議員 齊 藤 勝

署名議員 齋 木 良 太



令和８年 ３月１０日（火曜日）第３号
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令和８年

松前町議会第１回定例会

令和８年 ３月１０日（火曜日）第３号

◎議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 議案第１６号 松前町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に

ついて

日程第３ 議案第１７号 松前町課設置条例の一部を改正する条例制定について

日程第４ 議案第１９号 松前町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例制定について

日程第５ 議案第２０号 松前町病院事業医療従事者奨学金償還支援金交付条例の

一部を改正する条例制定について

日程第６ 議案第１５号 町長等の諸手当額並びにその支給条例の一部を改正する

条例制定について

日程第７ 議案第１８号 松前町病院事業医療技術職修学資金貸付条例の一部を改

正する条例制定について

日程第８ 議案第２４号 松前町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定に

ついて

日程第９ 議案第２１号 松前町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について

日程第１０ 議案第２２号 松前町財政調整基金の支消について

日程第１１ 議案第２３号 松前町教育施設整備基金の支消について

日程第１２ 議案第 ３号 令和８年度松前町一般会計予算

◎議事日程の追加

日程第１３ 発議案第２号 令和８年度松前町一般会計予算に対する附帯決議につい

て

日程第１４ 議案第 ４号 令和８年度松前町国民健康保険特別会計予算

日程第１５ 議案第 ５号 令和８年度松前町介護保険特別会計予算

日程第１６ 議案第 ６号 令和８年度松前町後期高齢者医療特別会計予算

日程第１７ 議案第 ７号 令和８年度松前町水道事業会計予算

日程第１８ 議案第 ８号 令和８年度松前町病院事業会計予算

日程第１９ 発議案第１号 松前町議会議員委員会条例の一部を改正する条例制定に

ついて

日程第２０ 所管事務調査報告について

日程第２１ 所管事務調査報告について

日程第２２ 閉会中の所管事務調査の申し出について

日程第２３ 閉会中の所管事務調査の申し出について

日程第２４ 閉会中の所管事務調査の申し出について

日程第２５ 閉会中の正副議長、議員の出張承認について

◎会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名
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日程第２ 議案第１６号 松前町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に

ついて

日程第３ 議案第１７号 松前町課設置条例の一部を改正する条例制定について

日程第４ 議案第１９号 松前町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例制定について

日程第５ 議案第２０号 松前町病院事業医療従事者奨学金償還支援金交付条例の

一部を改正する条例制定について

日程第６ 議案第１５号 町長等の諸手当額並びにその支給条例の一部を改正する

条例制定について

日程第７ 議案第１８号 松前町病院事業医療技術職修学資金貸付条例の一部を改

正する条例制定について

日程第８ 議案第２４号 松前町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定に

ついて

日程第９ 議案第２１号 松前町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について

日程第１０ 議案第２２号 松前町財政調整基金の支消について

日程第１１ 議案第２３号 松前町教育施設整備基金の支消について

日程第１２ 議案第３号 令和８年度松前町一般会計予算

日程第１３ 発議案第２号 令和８年度松前町一般会計予算に対する附帯決議につい

て

日程第１４ 議案第４号 令和８年度松前町国民健康保険特別会計予算

日程第１５ 議案第５号 令和８年度松前町介護保険特別会計予算

日程第１６ 議案第６号 令和８年度松前町後期高齢者医療特別会計予算

日程第１７ 議案第７号 令和８年度松前町水道事業会計予算

日程第１８ 議案第８号 令和８年度松前町病院事業会計予算

日程第１９ 発議案第１号 松前町議会議員委員会条例の一部を改正する条例制定に

ついて

日程第２０ 所管事務調査報告について

日程第２１ 所管事務調査報告について

日程第２２ 閉会中の所管事務調査の申し出について

日程第２３ 閉会中の所管事務調査の申し出について

日程第２４ 閉会中の所管事務調査の申し出について

日程第２５ 閉会中の正副議長、議員の出張承認について

◎出席議員（１１名）

議 長 １１番 伊 藤 幸 司 君 副議長 １０番 堺 繁 光 君

１番 齋 木 良 太 君 ２番 勇 谷 鷹 宇 君

３番 三 浦 昭 雄 君 ４番 飯 田 幸 仁 君

５番 沼 山 雄 平 君 ６番 福 原 英 夫 君

７番 近 江 武 君 ８番 梶 谷 康 介 君

９番 齊 藤 勝 君

◎欠席議員（０名）
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◎出席説明員

町 長 若 佐 智 弘 君 副 町 長 尾 坂 一 範 君

総務課長兼選挙管理委員会事務局書記長 総務課長補佐兼選挙管理委員会事務局書記次長

斉 藤 明 君 佐 藤 朋 英 君

政策財政課長 五十嵐 愛 之 君 政策財政課長補佐 佐 藤 巧 君

脱炭素推進課長 佐々木 弘 幸 君 脱 炭 素 推 進 課 長 補 佐 川 内 隆 靖 君

税務会計課長兼会計管理者 斉 藤 浩 君 税務会計課長補佐 槻 館 竜 棟 君
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（開会 午前１０時００分）

◎開議宣告

○議長(伊藤幸司君) おはようございます。

直ちに会議を開きます。

◎議事日程

○議長(伊藤幸司君) 本日の議事日程につきましては、お手元に配布のとおりであります。

◎会議録署名議員の指名

○議長(伊藤幸司君) 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、２番勇谷鷹宇君、３番三浦昭雄

君、以上２名を指名致します。

◎議案第１６号 松前町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

○議長(伊藤幸司君) 日程第２、議案第１６号、松前町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例制定についてを議題と致します。

提出者の説明を求めます。税務会計課長。

○税務会計課長(斉藤浩君) おはようございます。

ただ今議題となりました議案第１６号、松前町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例制定につきまして、その内容を資料に基づきご説明申し上げます。それでは、タブレッ

ト上の１１ページ、説明資料として添付しております、松前町国民健康保険税条例の一部

改正の概要の１ページをご覧願います。

最初に１番改正の趣旨です。全てのこどもが健やかに成長できる社会を実現し、こども

や子育て世帯を社会全体で支える仕組みを構築するための子ども・子育て支援法等の一部

を改正する法律の一部が、令和８年４月１日に施行されることに伴い、関連する松前町国

民健康保険税条例の規定の整理を行おうとするものです。

次に改正の内容です。中段の表をご覧願います。現行の国民健康保険税は、医療給付費

分、後期高齢者支援金分、介護納付金分の三つの区分に、それぞれ世帯に対して負荷する

平等割、所得に対して負荷する所得割、被保険者に対して負荷する均等割の合算額を課税

しております。

改正後は、子ども・子育て支援納付金を追加し、平等割、所得割、均等割を課税します

が、子育て支援の観点から、１８歳未満の被保険者については均等割を全額減額し、それ

を補うため、１８歳以上被保険者均等割の区分を追加しようとするものです。

また、税率等については、国民健康保険を運営する北海道、現在市町村ごとに異なって

いる国民健康保険税率等を、令和１２年度までに平準化する考えを示していることから、

北海道より示された標準税率と同様に、平等割が１千円、所得割が０．２９％、均等割が

１千円、１８歳以上被保険者均等割は１００円としようとするものです。

なお、１８歳以上被保険者とは、１８歳に達する日以後の最初の３月３１日以後にある
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被保険者のことをいうものです。

次のページをお開き願います。被保険者の人数、所得及び低所得者軽減等の条件の異な

る世帯について、例１から４として載せてあります。この表の合計の欄の金額が、これま

での国民健康保険税に追加して課税される、子ども・子育て支援納付金分の免税額となり

ますので、ご参照願います。

次に、改正の施行期日等です。令和８年４月１日から施行し、改正後の松前町国民健康

保険税条例の規定は、令和８年度以後の年度分の健康保険税について適用し、令和７年度

までの国民健康保険税については、なお、従前の例によろうとするものです。

なお、今回の改正による影響額です。対象は、国民健康保険に加入する全ての世帯、被

保険者で、令和７年度当初課税ベースで８９５世帯、１千３６６人が対象となり、課税額

の合計で３３７万２千円、１世帯あたり平均で３千８００円程度年税額の増加が見込まれ

るところです。

また、新旧対照表については、３ページ以降に載せておりますので、ご参照願います。

以上が、松前町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定についての内容です。ご

審議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１６号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１７号 松前町課設置条例の一部を改正する条例制定について

○議長(伊藤幸司君) 日程第３、議案第１７号、松前町課設置条例の一部を改正する条例

制定についてを議題と致します。

提出者の説明を求めます。総務課長。

○総務課長(斉藤明君) おはようございます。

ただ今議題となりました、議案第１７号、松前町課設置条例の一部を改正する条例制定

について、その内容をご説明申し上げます。

説明資料の新旧対照表の１ページ、タブレット上の５ページをお開き願います。下段の

説明欄です。次の理由により、現行の総務課、政策財政課及び脱炭素推進課を再編するた

め、条例を改正しようとするものであります。

１、脱炭素推進課は、再生可能エネルギーを活用した脱炭素のまちづくりを推進するた

め、松前町総合計画に当該取組を位置付け、専門的かつ集中的に施策を推進する必要があ

ったことから、令和６年１月に政策財政課から独立させ、体制の強化を図ったところであ

ります。その後、当町の脱炭素施策は具体化の段階へと進展し、令和７年４月に「松前再

エネ電力株式会社」を設立するとともに、同年７月には松前沖が「海洋再生可能エネルギ
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ー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律（平成３０年法律第８９号）」に

基づく「海洋再生可能エネルギー発電設備促進区域」に指定されるなど、事業の実装を見

据えた新たな局面を迎えております。今後は、事業者決定後を見据え、再生可能エネルギ

ー事業の推進と併せて、漁業振興策や地域振興策を含めた総合的な政策立案が求められる

ことから、これまで分業体制で進めてきた政策財政課と脱炭素推進課を統合し、政策立案

機能の一体的な強化を図るものであります。

２、令和３年４月から段階的に進めてきた大課制を基本とする組織再編の一環として、

残る総務部門の再編を行うものであります。

３、予算総額に占める人件費の増加により厳しさを増す財政状況を踏まえ、職員数の適

正化を進め、簡素で効率的な組織機構への見直しを行うものであります。

次に、改正案の内容であります。末尾に添付しております参考資料をお開き願います。

現行の総務課、政策財政課、脱炭素推進課の３課を、総務課、政策推進課の２課に改め

ようとするものであります。

次に、附則であります。説明資料の１ページ、タブレット上の５ページをお開き願いま

す。

附則第１項は、施行期日で、この条例は令和８年４月１日から施行致そうとするもので

あります。

附則第２項は、松前町総合計画審議会条例の一部改正で、第７条中、「政策財政課」を

「政策推進課」に改めようとするもので、新旧対照表は、説明資料の２ページ、タブレッ

ト上の６ページのとおりであります。

以上が、議案第１７号の内容でございます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上

げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

６番福原君。

○６番(福原英夫君) どういう考え方、意図でこのような課の再編成をするか、全くつか

めません。なぜかと言うと、この脱炭素推進課、これを廃止して政策課に統合する。今始

まったばかりで、事業が、入札が始まったわけでない、全く見通せない段階で、株式会社

をつくったからといって、これを廃止する意図がわかりません。それをきちっと説明して

ください。

それともう一つ、政策財政課をつくったのが随分前の町長さんでございました。名前は

控えます。

十分にその役割と機能を果たして、これからというときに、なぜ政策財政課を総務に戻

すのか。これは従来の形でございます。まずこの２点を答弁願います。

○議長(伊藤幸司君) 総務課長。

○総務課長(斉藤明君) 脱炭素推進課の廃止というか、また統合する件についてでありま

すけれども、説明欄に書いてあるとおり、一定の役目は終えたのかなというふうに認識し

ているところであります。

財政係の方が、今度は総務課にくっつく関係のことでありますけども、そこは大課制を

進めてきまして、保健福祉の方で去年は産業振興のほうと、残る総務部を大課制にしよう

とするもので、財政係は総務のほうに来まして、脱炭素と政策の方を一緒に仕事をするも

のであります。ご理解よろしくお願い致します。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 総務課長、何を言っているのかわかりません、全く落ちません。
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大課制にしたとかしないとか、課を統合したとか、その成果をきちっと評価、分析して

るんですか、あなたは、してるんですか。

このつくったばかりの課を廃止する考え方、評価、分析したんですか。これからどれだ

けのことをしなければない。株式会社がやれるんですか、松前町が出資してますけど、で

きるんですか。行政と株式会社は違うんですよ。撤回を見直しする考えはないですか。答

弁願います。

○議長(伊藤幸司君) 副町長。

○副町長(尾坂一範君) 私のほうから答弁させていただきます。総務課長の説明、提案説

明にもあったとおり、一番の要因はこれから洋上風力、事業者が決まりました。漁業振興、

地域振興策、それぞれ重要な課題を抱えております。

確かに福原議員言ったとおり、脱炭素推進課は、６年の、令和６年の１月に政策財政課

から分離させ、充実を図るというふうなことで進めました。その当時は、国で有利な交付

金、補助金をもらうための先行地域、応募したんですが、それが認められないというふう

な経緯もありました。これらを強力に進めるために、新しく脱炭素推進課を設置したわけ

でありますが、ここの説明欄にも書いてるとおり、これからは、やはり町長の政策、漁業

振興、地域振興、これを政策財政課、新しい課は政策推進課の政策推進係と一体的にやる

必要があると、検討していく必要があるというふうな判断のもと、再編したというふうな

形であります。

財政係については、私どもの課は、基本的に政策部門、企画部門の方に財政係をここ数

十年設置したわけなんですが、やはり、今後は政策の部分と財政の部分を分離していきた

いというふうな思いであります。

管内を見ても企画部門と総務部門、財政部門は別に行ってる例がほとんどでありますの

で、それらも一緒に考えまして、当町としては、それが一番の選択というふうな考え方で

行っておりますので、ご理解願います。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 副町長、役割を終わったと言いますけれどもね、終わってなくても

いいですけどね、役割は継続していかなければない。ただ、課をつくったっていうこと、

２年あまりで廃止する考え方は当初あったんでしょ、したら。そんなことで提案するんで

すか、短命の課をつくって。そんな先を見通した、見通せないような行政執行するんです

か。私に言わせれば、そんなの行き当たりばったりで、ただの思いつきでやったんでない

かなと思いますよ、これは。

今一番松前町がこの洋上風力であり、自然エネルギーに対するかける思いが強いのに、

政策推進課でいいんですか。一番脱炭素の方で集中的に、精力的に私はやるべきだと思っ

てて賛成したんですよ。それをこんなことでやめます、あっちの方にくっつけますなんて

言われたら、議員として安易に賛成できなくなります。

それと説明員以外は、ずっと予算の時もそうです、説明のシナリオ、説明の方法。一生

懸命脱炭素の担当者が説明してますけど、途絶えてしまうんですよ、この役割が。もう一

回答弁してください。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 私の方から、３回目ですので答弁させていただきます。先ほど、副

町長が答弁したように、当初大きいものとして洋上風力、そしてまた、脱炭素の先行地域、

こういうものに手を挙げて取り組んでまいりました。そして、この脱炭素先行地域に関し

ては、その計画、松前町は該当しないというような形の中で、洋上風力は法定協議会、そ
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してそのなかで、その内容が認められて、促進区域にも指定されております。

こういったなかで、脱炭素のものはまだまだ続けていかなければならない。ただ、それ

とあわせて、やはり町として、役場として適正な人数と言いますか、そういうものも見直

していかなければならない。そういうなかにあって、どういうふうに進めることが今大事

なのかということで、政策の部門と脱炭素の部門を、これを一つにすることによって、今

まで３人でやってた脱炭素の仕事を、もっと周りにも協力を求めながら、一緒になって推

進していけると。これは様々な計画ありますけれど、これを促進していくためにも、やは

りある程度人数いたほうがいいという考えで、今回は再編を考えました。

そして、もう一つあるのが、やっぱり政策と財政を持っていると、いろいろと進めたい

部分の気持ちと、けどやはり財源的な部分で、上手く意思疎通図りきれないというか、両

方の立場がちょっと違うもんですから、それで、しっかりと政策推進は政策推進としてや

っていかなければならない。

確かに、今回期間は短うございましたが、やはりこれは、その時その時のやはり社会情

勢、様々なものを含めて、より良い形で持っていけるように、組織も柔軟に対応していか

なければならないという部分があろうかと思います。脱炭素推進課、決してここを弱体化

させるのではなくて、より強くしていくために今回は、こういう組織の再編を考えたとこ

ろでございますので、ご理解いただきたいと思います。

○議長(伊藤幸司君) ほかに質疑ありませんか。

暫時休憩します。

(休憩 午前１０時２１分)

(再開 午前１０時２１分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

ほかに質疑ございませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１７号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１９号 松前町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例制定について

○議長(伊藤幸司君) 日程第４、議案第１９号、松前町個人番号の利用及び特定個人情報

の提供に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題と致します。

提出者の説明を求めます。総務課長。

○総務課長(斉藤明君) ただ今議題となりました、議案第１９号、松前町個人番号の利用
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及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について、その内容をご

説明申し上げます。説明資料の新旧対照表の２ページ、タブレット上の６ページをお開き

願います。

下段の説明欄です。地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（令和３年法律第

４０号）第５条第１項に規定する「地方公共団体情報システム標準化基本方針」（令和５

年９月８日閣議決定）及び行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律（平成２５年法律第２７号）第９条第２項の規定に伴う改正において、標準

準拠システムの仕様を整理するにあたり、個人番号の独自利用を行う事務の処理のための

庁内連携に「住登外者宛名番号管理機能」を含めることが示されたため、条例の一部を改

正しようとするものであります。

住登外者とは、松前町以外に住民登録しているため、松前町の住民基本台帳に登録され

ていたことがない方で、行政サービス上管理が必要な個人のことであります。

住登外者宛名番号管理機能とは、その住登外者１人につき一つの宛名番号を付番し、管

理するための機能のことであります。

次に、改正案の内容であります。説明資料の１ページから２ページです。タブレット上

の５ページから６ページです。改正案の下線部分のとおり、それぞれ「住登外者宛名情

報」の文言を加えようとするものであります。

次に、附則であります。この条例は、公布の日から施行致そうとするものであります。

以上が、議案第１９号の内容でございます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上

げます。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりますしたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１９号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。

◎議案第２０号 松前町立松前病院医療従事者奨学金等償還支援金交付条例制定

について

○議長(伊藤幸司君) 日程第５、議案第２０号、松前町立松前病院医療従事者奨学金等償

還支援金交付条例制定について、厚生文教常任委員会に審査を付託しておりますので、委

員長の報告を求めます。

厚生文教常任委員会委員長福原英夫君。

○厚生文教常任委員会委員長(福原英夫君) 議案審査報告書の提出について、令和８年３

月４日、松前町議会第１回定例会において、会期中に審査を要すべき事件として本委員会

に付託された議案第２０号について、審査を終えたので、松前町議会会議規則第７７条の

規定により、別紙のとおり議案審査報告書を提出致します。審査年月日、出席委員及び出
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席説明員は記載のとおりです。

審査の結果、議案第２０号、松前町立松前病院医療従事者奨学金等償還支援金交付条例

制定について、修正案のとおり認めたので、可決すべきものと決定致しました。

以上で報告を終わります。

○議長(伊藤幸司君) 委員長報告が終わりました。本件に関する委員長の報告は、修正可

決です。

委員長報告に関する質疑を行います。

質疑ありませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

始めに、原案に対する賛成討論の発言を許します。

討論ありませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 次に、原案及び修正案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」という声あり）

○議長(伊藤幸司君) 次に、修正案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」という声あり）

○議長(伊藤幸司君) 次に、修正案に対する賛成討論の発言を許します。

（「なし」という声あり）

○議長(伊藤幸司君) 討論ありませんか。

（「なし」という声あり）

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

これより起立による採決を行います。

まず、委員会の修正案について、起立によって採決を行います。

委員会の修正案に賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長(伊藤幸司君) 起立全員であります。

よって、議案第２０号に対する修正案は可決されました。

次に、ただ今修正議決した部分を除く原案について、採決を致します。

修正部分を除く部分を、原案のとおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

○議長(伊藤幸司君) 起立全員であります。

よって、修正部分を除く部分については、可決されました。

◎議案第１５号 町長等の諸手当並びにその支給条例の一部を改正する条例制定

について

○議長(伊藤幸司君) 日程第６、議案第１５号、町長等の諸手当学並びにその支給条例の

一部を改正する条例制定についてを議題と致します。

既に説明が終わっておりますので、これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

６番福原君。
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○６番(福原英夫君) 先日の一般質問の時に、このことを質疑したいということで、ちょ

っとしておりました。

それで、なぜ今町長がしなければならないのか、ずっと考えてました。職員が問題をお

こしたんでしょうか。大義名分は財政健全化のためにやる。全くわかりませんでした。

それで、１７年度の時には、改革の時に町長は２５％でした。助役、教育長は、助役は

２０％、教育長は１５％。今回は、町長は２０％、副町長が１５％、教育長が１０％。形

だけなのか、本当にこのことで松前町の財政を改革しようとしているのか。また、職員に

どのように事前に説明していたのか。

それと、このことの改革を進めることによって、何がもたらされるのか、何がもたらさ

れるのか。私は、説明がどうしても大雑把で、このことによって、これとこれとこういう

ふうに変わっていくんですよと。そして、今ここで歯止めかけないとならない。

それと、今回もそうですけども、このことっていうのは事務事業の見直しを、このこと

を前提に、今回の手当の削減は１年ですね、１年間です。事務事業のこの１年間でする。

そうして、この１年間でこのことは取りやめる、そういう考え方で進めるのか。ただ、給

料を削減して、期末手当を削減する、ただそれだけなのか、意図をきちっと説明してくだ

さい。

○議長(伊藤幸司君) 副町長。

○副町長(尾坂一範君) お答え申し上げます。予算審査特別委員会にも、各委員から様々

な議論があったところであります。そのなかでもお話してるとおり、松前町財政状況、本

当に非常に厳しい状況になっております。

令和８年度の当初予算においても、やれるべきことは、事務事業の見直しなどをやって

きたところであります。町長等の特別職の期末手当も含めまして、これからさらに事務事

業の見直しなどを進めて行くという考えであります。

今回は１年間というふうな形を時限的にとっておりますが、事務事業の見直しなどでど

のような効果が得られるか、さらにはこれから交付税、額が決定してきておりますので、

今後の中長期的な財政状況も見ながら、それを延長するのか、ちゃんと大丈夫になるのか、

そういう判断をしていきながら、事務事業評価もしながら進めて行きたいというふうに考

えておりますので、ご理解願います。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) １７年度に策定実施された項目は、１０項目ありました、１０項目

ありました。その１０項目の中を細部にわたって書かれておりました。ものすごく厳しか

ったです。職員もモチベーションがトーンダウンする、やはり、ここだけはと。

それともう１点、議会のほうでもこのことが伝わり、どうにかして議会としてできるこ

とはないかという話が、もう話題として出てます。

それと、昨日ある議員もおっしゃってました、令和７年に議会は５００万ほどの経費を

減額してました。そんなことで、やれること、べきこといっぱいあるんでないかと。そう

いう視点です。やれるべきことがあるんでないでしょうか。

それと、何が財政が厳しいんですか、何のところで厳しいんですか、何をしてきて厳し

いんですか。２０年前ですよ、これは。２０年前に策定されたことをまたやるんですか、

やらなければならないんですか。

現町長も、石山町政と３期一緒にこのことをしておりました。そんなことで、何が厳し

いんですか、何が変わるんですか。答弁願います。

○議長(伊藤幸司君) 副町長。
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○副町長(尾坂一範君) 予算審査特別委員会でもいろいろお話しましたとおり、まず財政

の厳しさ、これについては、今現在の当初予算にしても、令和７年度予算にしても、貯金

である財政調整基金の取り崩し。まず、それをやるっていうことは、単年度で単純に考え

れば、赤字決算だよというふうな形になります。７年度の取り崩し見込みでは５億。さら

に８年度の、現在の当初予算では４億というふうな形で、８年度末には、８億の残高しか

なくなる。数年前は２０億ありましたと。

８億であれば、２、３年で財政調整基金もなくなるというふうな状況でありますので、

この厳しい財政状況を打破するために、いろいろな事務事業評価も今後やっていきたいと。

先ほど来答弁してるとおりです。

それと、過去の健全化計画。福原議員おっしゃるとおり、平成１０年から平成２３年ま

で、７年間ずつ２期に分けてやってございます、あわせて１４年間です。この間、給与削

減、議員の皆様の報酬、期末手当も協力いただきながら、平成１４年から平成２２年度ま

での９年間、それぞれ給与、報酬、期末手当、勤勉手当などカットを協力いただきながら、

何とか平成２３年度で健全化計画を終了したというふうな形になります。

１０数年経っております。今回の厳しい財政状況は、やはり物価高騰、人件費高騰など

が主な理由で、物件費なども自然に上がってきているところが現状であります。若佐町長

になってから丸２年経つんですが、本当に大きい事業、これから松前高校の関係。さらに

は病院のことをこれからどうするとか、いろいろ様々なものがありますので、そういう財

源にも、少しでもなければやっていけないというふうな形になりますので、ぜひ事務事業

評価の見直しも含めながら、今回の特別職の期末手当の削減というふうな形で提案させて

いただきましたので、ぜひご理解願いたいというふうに思います。

さらには健全化計画の時には、人件費のカットだけでなくて、各種補助金の削減、ゴミ

袋の値上げ、使用料、手数料の値上げ、退職者の不補充など、様々なものをやってきてお

ります。それらをどうするかも含めて、今後十分検討していきたいというふうに思います

ので、よろしくお願い致したいと思います。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 財調の関係は今出てきますけども、財調を崩してまでもやらなけれ

ばならなかった事業。副町長が今言われたもんですからね、財調のこと、今言います。次

の段階でやろうと思ったんですけど、財調切り崩してまでも大まかにやっている大きいの

は、いろんな補助もあって起債も使えます。エアコンであり、ＬＥＤであり、そのほかい

っぱいございます。

住民一人一人が基本でございます。特定の人達のための生活を守る、特にエアコンであ

り、ＬＥＤっていうのは全ての町民でないです、ある程度財政がある方、財力がある方、

そういう方々で、今度は上限が決められて２分の１です。

そうなりますと、全ての町民に等しく町民のために事業を行わなければならない事業に

対して、なぜ財調崩さなきゃならない。起債があっても必ず借金ですから。

その次に、事務事業の見直しのなかで、一番大きいのは委託料、補助事業、経常経費の

見直し、違いますか。ここにメスを入れない限り、３役の方々は１０％で何パーセントか

の期末手当削減して、どんな効果現れますか。考えてみてください、焼け石に水ですよ。

委託料、補助金、事務事業の見直し、経常経費、そこにメス入れる考えはないですか、

最後に。それは事務事業の見直しですよ、財政の改革ですよ、一番やりやすいのは、どの

企業も何をやるかっていうと、職員の削減ですよ、給料ですよ、うちの息子もそれに入り

ました。
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ですから、大企業でも今利益があってても、大企業でも、うちの息子今いるとこ、１万

人も２万人もカットしようとしてんですよ。そうして財政基盤をよくしてから、次に何や

るかっていうと、財政を見直したあとに松前町が投資するのははっきりしてんですよ、何

か。松前町の再生のために今行っている、松前町で稼働してる企業にどう支えるか。松前

町にどのような企業を育てるか、誘致するか。そういうことに使われるんですよ、使わな

ければならない。それでなければ松前町、２０４５年、人口２千人のシミュレーションが

出てます、完全に出てきます。

何に使うかですよ、事務事業の見直しをして、そこで余力が出たものを新しい投資に向

けるんです、新しい投資に。そこのところが間違うと、ただ、事務事業等々の改善のため

に、ただ削っただけです。そこのところに取り組むか、最後に取り組むか、取り組まない

かを答弁してください。たった１点だけでいいです。

○議長(伊藤幸司君) 町長。

○町長(若佐智弘君) 先ほど、副町長の方から答弁ありましたとおり、全く福原議員おっ

しゃるとおりで、私ども事務事業の見直し、様々なものの見直しをするといったところが、

先ほど福原議員おっしゃった事務事業、委託料、補助金、ここにメスを入れない限り、良

くならない。

ですから、先ほど来申し上げておりますとおり、こういう聖域はなく、そういうものも

しっかりと内容を精査していくと。それに対する取組の気持ちの現れ、そして思いを職員

の皆さん、町民の皆さんにもお伝えするべく、私ども特別職、今回こういう期末手当の見

直しを提案させていただきました。

ただ、全く投資をしないかということではなく、必要なものにはきちんと投資もしてい

くという考えでございます。全くこういうふうにやっていかなければ効果がないよといっ

た、福原議員のおっしゃってる、そういう気持ちで取り組んでいこうとしておりますが、

もう一つ、職員の削減っていうものは、早期退職とかそういうものを改めて大きく募集す

るとか、そういうものとは民間企業と違いまして、私どもはそこまでは。ただ、制度とし

てはあります。それで大きく募集して、３０人早期退職募集しますよとか、そういうこと

はせずに、いかにしてこれを継続してやっていくかっていうことを、改めて町民の皆様に

も安心していただけるように、取り組むために、取り組んでおるところでございますので、

何とかご理解いただきたいと思います。

○議長(伊藤幸司君) ほかに質疑ありませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

６番福原君。

○６番(福原英夫君) 反対討論致します。

先ほど町長は、職員の削減はしませんって言いましたけども、この時の策定プランでは、

勧奨退職制度を導入しました。次に、退職者不補充でした。それと、きちっとした形が見

えないですよ。それは、皆さん方で、職員の皆さん方が知恵をしぼっていき、したら松前

町がどうなっていき、どうしたら松前町が変われるのかという議論をしていただく。

それと、二つ目は事務事業の見直し。これをはっきりっと打ち出していかない、答弁し

ていただかない限り、副町長。
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今そのような声がありましたけど、正式には聞いてませんよ。そのようなことで私は、

具体的なシミュレーションが見えない限りは、今回の提案は反対致します。

○議長(伊藤幸司君) 次に、賛成討論を許します。

１０番堺君。

○１０番(堺繁光君) 先ほど来、町長なり副町長が説明しているように、内容を精査して、

必要なものには投資をする。こういうふうな力強い発言がありましたので、私はそれに対

して期待し、賛成討論と致します。

○議長(伊藤幸司君) 次に、反対討論を許します。

ありませんか。

（「なし」という声あり）

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１５号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１５号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１８号 松前町病院事業医療技術職修学資金貸付条例の一部を

改正する条例制定について

○議長(伊藤幸司君) 日程第７、議案第１８号、松前町病院事業医療技術職修学資金貸付

条例の一部を改正する条例制定についてを議題と致します。

既に説明が終わっておりますので、これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第１８号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。

◎議案第２４号 松前町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について

○議長(伊藤幸司君) 日程第８、議案第２４号、松前町道路占用料徴収条例の一部を改正

する条例制定についてを議題と致します。

既に説明が終わっておりますので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います
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(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第２４号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。

◎議案第２１号 松前町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について

○議長(伊藤幸司君) 日程第９、議案第２１号、松前町過疎地域持続的発展市町村計画の

変更についてを議題と致します。

既に説明が終わっておりますので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第２１号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第２１号は原案のとおり可決されました。

◎議案第２２号 松前町財政調整基金の支消について

○議長(伊藤幸司君) 日程第１０、議案第２２号、松前町財政調整基金の支消についてを

議題と致します。

既に説明が終わっておりますので、これより質疑を行います。

６番福原君。

○６番(福原英夫君) 先ほども言いましたけども、今年の大きい額の財調を支消し、将来

的に、あと何年もしないうちに財調の残高がほぼ枯渇するよっていうことを、先ほど答弁

がありました。

それで、今回の財調を支消するメニューっていうのは、主なものでよろしいですから、

ちょっと答弁願います。

○議長(伊藤幸司君) 政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) ただ今の、福原議員の財政調整基金の支消の主なメニュ

ーについてでございます。先ほど、副町長の方からも申し上げましたとおり、全体的に物

価高ということで財源が不足していると。

数年前までこの事業に、例えば１億円を財政調整基金に支消するという理由ではなくて、

全体的に歳出額が増加しておりまして、記載しております財産管理事業から、教育振興事

業までについて、全体的に一般財源が不足しているという状況で、その歳入の不足してい

る部分を財政調整基金を支消しているということでございます。以上です。
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○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) 財政の課長から答弁いただきましたけども、そうすっと、今回の支

消するメニュー、担当のもの書いてますけども、その主なものを２、３点、なんとなに、

このなかで人件費であり、物価高により諸経費がかかっている、それは十分わかってます。

特別に４億でも５億でも、２ヶ年で約７億ですか、８億ですか、それだけ投資して、それ

は経常経費の部分だけでしょうか。ちょっとそこのところ答弁願います。

○議長(伊藤幸司君) 政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) ただ今のご質問に、ご答弁させていただきます。先ほど

も申しましたとおり、この記載している事業、予算書にございますけども、各目に一般財

源、様々な経常経費、一般財源でやらなければならないもの、国、道、使用料等の特定な

財源がないもの全てにおいて一般財源が不足しておりますので、その分、財政調整基金を

投入していると。

先ほども申し上げましたとおり、政策財政課としましては、現状、なぜこれだけ一般財

源が不足しているのかというのも分析してございます。先ほど来ありました平成１７年度

と、現在令和７年度でございますけども、全く財政の構造が違ってございます。平成１７

年度においては、やはり人件費、公債費がかなりの約４７、８％、約５割、人件費、公債

費、扶助費というところが占めてございましたけども、現在は人件費、公債費、扶助費、

いわゆる義務的経費というものが、３割５分程度でございまして、財政の状況は歴代の町

長、財政担当者の努力もあって、かなり人件費、公債費については適正な水準でないかな

と考えております。

ただし、コロナが終わった後の物価上昇に伴いまして、経費全体が、何をやるにしても

経費が増えていると。光熱水費、燃料費等が増えてございまして、全体的に歳出の額が増

えているという現状、認識を持ってございます。以上です。

○議長(伊藤幸司君) ６番福原君。

○６番(福原英夫君) よくわかってきました。それで、メニューはなかなかこう細部にわ

たって、各節にわたって、それを割り当ててるというふうなことで捉えていいですね。

それで、交付税の推移の目途がまだきちっとなってないと。それで、交付税が予定以上

に今年の高市政権では、交付税を地方のために少し上乗せしましょうやというお話があり

ます。それ以上に、財政担当としては、この交付税も大事でしょうけども、これ以外の道、

どうすれば財調の支消しないで、松前町の財政を何年間で、２年でも３年でもいいです、

そういう目途で事務事業、行革をしていくのか。

そして、ある市では、職員の給与を上げないよと、手当も人勧のとおりしませんよと、

そういう町が出てきてます。私が一番心配するのは、職員のモチベーションなんですよ。

気持ちがそういうことをすることによって、職員は落ちる、いきます。ですから、職員も

汗を流さなきゃ駄目。そして、今まで足を運ばなかったことでも、足を運ばなければなら

ない、地域を歩かなければならない。国、道に行ったときに寄ってくる、財政を確保する

ために。そういうふうにして、町の財政をどうすれば改善できるかということを追求して

もらいたいんです。最後に答弁お願い致します。

○議長(伊藤幸司君) 政策財政課長。

○政策財政課長(五十嵐愛之君) ただ今のご質問にご答弁させていただきます。地方交付

税については、国の方は予算額を増やしておりますけども、当町としましては、国勢調査

の人口が、令和７年の国勢調査の人口が、令和８年の交付税から反映されます。速報値で

は１千人程度人口落ちる予定となってございますので、やはり財政担当としましては、そ
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の辺も加味しながら、あまり楽観的ではない数字で見込んでございます。

次に、財政の状況でございます。平成１７年の、先ほどお話ありましたけども、平成１

７年度当時、私も財政担当してございました。健全化計画が終わった平成２２年度も財政

担当しておりました。当時、私の個人的な感想としましては、給料のカットと厳しい時代

で、一番職員のモチベーションが失われたと私も思ってございます。

事務事業の見直しをして、補助金削減や使用料の値上げ、町の活力等も失われたという

ふうにも認識してございます。そうならないように、事務事業の見直しをしつつ、歳入の

確保策なんですけども、昨日の予算委員会でも答弁させていただいたとおり、ふるさと納

税は、収入があっても交付税が減額されることもございませんので、歳入確保策と事務事

業評価の見直し。

これは、私どもは先ほど来申しましてるとおり、物価高なものですから、これが、この

事業がどうだ、この事業がどうだということもなくて、これも全体的に見直しはしていか

なければならないんですけども、できれば、職員のモチベーションを下げることなく、給

料のカットや住民の負担が大幅に増えることのないように、先を見据えて、しかしながら、

町長も答弁しておりますとおり、全てを止めてしまいますと町づくりもできなくなってし

まいますので、その辺も慎重に判断して、職員間で議論しながら進めて行きたいと考えて

おります。以上です。

○議長(伊藤幸司君) ほかに質疑ありませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第２２号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第２２号は原案のとおり可決されました。

◎議案第２３号 松前町教育施設整備基金の支消について

○議長(伊藤幸司君) 日程第１１、議案第２３号、松前町教育施設整備基金の支消につい

てを議題と致します。

既に説明が終わっておりますので、これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

議案第２３号を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)
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○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、議案第２３号は原案のとおり可決されました。

◎議案第３号 令和８年度松前町一般会計予算

◎議案第４号 令和８年度松前町国民健康保険特別会計予算

◎議案第５号 令和８年度松前町介護保険特別会計予算

◎議案第６号 令和８年度松前町後期高齢者医療特別会計予算

◎議案第７号 令和８年度松前町水道事業会計予算

◎議案第８号 令和８年度松前町病院事業会計予算

○議長(伊藤幸司君) 日程第１２、議案第３号、令和８年度松前町一般会計予算、日程第

１３、議案第４号、令和８年度松前町国民健康保険特別会計予算、日程第１４、議案第５

号、令和８年度松前町介護保険特別会計予算、日程第１５、議案第６号、令和８年度松前

町後期高齢者医療特別会計予算、日程第１６、議案第７号、令和８年度松前町水道事業会

計予算、日程第１７、議案第８号、令和８年度松前町病院事業会計予算、以上６件を一括

議題と致します。

本案については、予算審査特別委員会に審査を付託しておりますので、委員長の報告を

求めます。

予算審査特別委員会委員長、福原英夫君。

○予算審査特別委員会委員長(福原英夫君) 予算審査特別委員会審査報告書の提出につい

て。

令和８年３月５日、松前町議会第１回定例会において、会期中に審査を要すべき事件と

して本特別委員会に付託された議案第３号、議案第４号、議案第５号、議案第６号、議案

第７号及び議案第８号について審査を終えたので、会議規則第７７条の規定により、別紙

のとおり審査報告書を提出致します。

審査年月日、委員の出席状況及び出席要求した説明員は、記載のとおりです。

審査結果。

審査事件、議案第３号については、否決すべきものと決定致しました。

審査事件、議案第４号、議案第５号、議案第６号、議案第７号及び議案第８号について

は、いずれも適正なものと認めたので、原案のとおり可決すべきものと決定致しました。

以上で報告を終わります。よろしくお願い致します。

○議長(伊藤幸司君) 委員長報告が終わりましたが、議長を除く全議員による特別委員会

ですので、委員長報告に対する質疑を省略致します。

はじめに議案第３号に対する討論を行います。

討論ありませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

本案に対する委員長報告は否決です。

９番齊藤君。
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○９番(齊藤勝君) この予算、一般会計については、様々な議論を重ねてきたところでご

ざいますけれども、私の方から発議案を提出したいと思いますので、若干の時間をいただ

きたいと思います。

○議長(伊藤幸司君) ただ今、９番齊藤議員から、議案第３号、令和８年度松前町一般会

計予算についての動議が出されました。

動議は、１人以上の賛成者が必要です。

お諮り致します。

賛成する方の挙手を願います。

（賛成者挙手）

○議長(伊藤幸司君) この動議は１人以上の賛成者がおりますので、成立しました。

議事日程協議のため、議会運営委員会を開催しますので、暫時休憩します。

(休憩 午前１１時０２分)

(再開 午前１１時４２分)

○議長(伊藤幸司君) 再開致します。

白川事務局長。

○議会事務局長(白川義則君) 私の方からですね、私の手違い等々がございまして、議長

の口述に誤りがあったことを、この場で説明させていただきたいと思います。

先ほど、議長の方から、「これより起立による採決を行います」から、「よって議案第

３号は可決されました」までを、私の手違いございまして、会議録の方から削除したいと

思っておりますので、よろしくお願いします。

○議長(伊藤幸司君) ただ今、白川事務局長の発言のとおり、会議録から削除したいと思

いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

そのように削除致します。

９番齊藤君。

○９番(齊藤勝君) 私も焦りがありまして、発議案を誤ったタイミングで提出しましたの

で、撤回させてください。お願いします。

○議長(伊藤幸司君) ただ今、９番齊藤議員から動議の取り下げのお話がございました。

お諮り致します。

ただ今の動議について、取り下げることに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○議長(伊藤幸司君) 挙手全員であります。

よって、動議の取り下げを認めます。

それではお諮り致します。

議案第３号について、賛成の諸君の起立を求めます。

原案、議案第３号について、賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長(伊藤幸司君) 起立全員であります。

よって、議案第３号は可決されました。

９番齊藤君。
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◎発議案第２号 議案第３号 令和８年度松前町一般会計予算に関する附帯決議

○９番(齊藤勝君) 発議案第２号、議案第３号、令和８年度松前町一般会計予算に関する

附帯決議について。

議案第３号、令和８年度松前町一般会計予算に対する付帯決議を別紙のとおり提出しま

す。提出者、賛成者は記載のとおりです。

令和８年度松前町一般会計予算に対する附帯決議。このたびの令和８年度松前町一般会

計予算中、１０款１項３目の松前高等学校事業において、地域留学生徒居住施設整備実施

計画業務委託料の予算が計上されているが、予算に関する参考資料の内容では、説明内容

も少なく、納得のいく情報もなく、審議にならない。

また、意見の反映や説明、さらには事前の調整が不十分であり、理解は得られない状況

であると考え、よって、今後本予算の執行にあたっては下記の事項に十分留意して取り組

まれるよう、強く求めるものである。

記１、令和８年度予算に計上した松前高等学校支援事業に関しては、予算参考資料に十

分説明もないことから、関係者の意見の反映に努めるとともに、改めて協議を行い理解を

得ること。

２、地域留学生居住施設整備予定地について、建設場所や病院職員駐車場の確保等を関

係者と協議を行い、予算執行に際し十分配慮すること。

３、以上事業について、進捗状況を適宜議会に報告すること。

以上を決議する。令和８年３月１０日、松前町議会。以上です。

○議長(伊藤幸司君) 暫時休憩します。

(休憩 午前１１時４７分)

(再開 午前１１時５０分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

ただ今、９番齊藤議員から附帯決議の提案されました。

従って、これを議題として提出者の説明を求めたわけですが、説明が終わりましたので、

これより附帯決議に対する質疑を行います。

質疑ありませんか。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

これより、起立による採決を行います。

附帯決議に賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

○議長(伊藤幸司君) 起立全員であります。

よって、発議案第２号は原案のとおり可決されました。

暫時休憩します。
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(休憩 午前１１時５１分)

(再開 午前１１時５１分)

○議長(伊藤幸司君) 再開します。

次に、議案第４号に対する討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

本案に対する委員長報告は可決です。これより起立により採決を行います。

本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

○議長(伊藤幸司君) 起立全員であります。

よって、議案第４号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第６号に対する討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

本案に対する委員長報告は可決です。これより起立により採決を行います。

本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

○議長(伊藤幸司君) 起立全員であります。

よって、議案第６号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第５号に対する討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

本案に対する委員長報告は可決です。これより起立により採決を行います。

本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

○議長(伊藤幸司君) 起立全員であります。

よって、議案第５号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第７号に対する討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

本案に対する委員長報告は可決です。これより起立により採決を行います。

本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

○議長(伊藤幸司君) 起立全員であります。

よって、議案第７号は委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８号に対する討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

本案に対する委員長報告は可決です。これより起立により採決を行います。

本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

○議長(伊藤幸司君) 起立全員であります。
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よって、議案第８号は委員長報告のとおり可決されました。

◎発議案第１号 松前町議会議員委員会条例の一部を改正する条例制定について

○議長(伊藤幸司君) 日程第１９、発議案第１号、松前町議会議員委員会条例の一部を改

正する条例制定についてを議題と致します。

議会運営委員会委員長沼山雄平君。

○議会運営委員会委員長(沼山雄平君) 発議案第１号、松前町議会議員委員会条例の一部

を改正する条例制定につきまして、その内容をご説明申し上げます。

本議案につきましては、松前町議会会議規則第１４条３項の規定により提出するもので

あります。

末尾に添付しております説明資料の新旧対照表、タブレット上の３ページをお開き願い

ます。下段の説明欄になります。

本改正案につきましては、令和３年４月から段階的に進められてきた大課制を基本とす

る組織再編の一環として、残る総務部門の再編の見直しを行うことから、現行の政策財政

課と脱炭素推進課を統合し、政策推進課を設置するため、松前町課設置条例の一部を改正

する条例を制定することに伴い、本条例においてもその一部を改正するものであります。

改正案内容であります。上段の新旧対照表をご覧願います。第２条第１号の改正は、組

織機構の見直しによるもので、政策財政課、脱炭素課が政策推進課となったことから改正

するものです。

最後に附則と致しまして、この条例は、令和８年４月１日から施行しようとするもので

あります。

以上が、発議案第１号の内容でございます。ご審議のほど、よろしくお願い致します。

○議長(伊藤幸司君) 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 質疑なしと認め、質疑を終わります。

これより討論を行います。

(「なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) 討論なしと認め、討論を終わります。

お諮り致します。

発議案第１号について、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、発議案第１号は原案のとおり可決されました。

◎所管事務調査報告について

○議長(伊藤幸司君) 日程第２０、所管事務調査報告についてを議題と致します。

総務経済常任委員会から、所管事務調査報告書の提出がありましたので、報告を求めま

す。

総務経済常任委員会委員長飯田幸仁君。

○総務経済常任委員会委員長(飯田幸仁君) 所管事務調査報告について。

本委員会は、令和６年１２月１７日、松前町議会第４会定例会において承認を得た所管
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事務調査、「脱炭素の取組について」を終えたので、松前町議会会議規則第７７条の規定

により、所管事務調査報告書を提出致します。

所管事務調査年月日、調査の概要、懇談会の概要及び視察調査の概要については、記載

のとおりです。

所見。

松前町として、松前再エネ電力株式会社の設立を機に、これから電力の地産地消、地域

内でのエネルギー収益循環による経済活性化や雇用創出が期待される。化石燃料によるＣ

Ｏ２の排出から再エネに転換することで、カーボンニュートラルの実現も近づくことにな

ると考える。

松前沖が洋上風力の促進区域指定になったことで、松前港を洋上風力建設後、メンテナ

ンス基地として整備する計画を早急に策定することが望まれ、町内で雇用が完結する仕組

みを構築することが、若者の定住と地域経済の活性化に直結するものと受け止める。

洋上風力による能代市の市民ファンドや地域・経済・観光の活性化、男鹿市の保全資格

などの教育部門を参考にすることも考慮したい。

また、漁業との共存は不可欠で、風車基礎周辺を魚礁として活用することを検討し、漁

業関係者との連携を重ねる必要がある。

この先進事例をモデルとし、町の主導で漁業共生とゼロカーボン推進を両立させて継続

するべきであり、脱炭素化を単なる環境対策にとどめず、持続可能な雇用と誇りを創出す

る、新たなまちづくりの好機として、官民一体で力強く踏み出すことが期待されることを

望む。以上であります。

○議長(伊藤幸司君) 以上で報告済と致します。

◎所管事務調査報告について

○議長(伊藤幸司君) 日程第２１、所管事務調査報告についてを議題と致します。

厚生文教常任委員会から、所管事務調査報告書の提出がありましたので、報告を求めま

す。

厚生文教常任委員会委員長福原英夫君。

○厚生文教常任委員会委員長(福原英夫君) 所管事務調査報告について。

本委員会は、令和７年３月１０日松前町議会第１回定例会において承認を得た所管事務

調査、「人づくりまちづくりに果たす教育について」を終えたので、松前町議会会議規則

第７７条の規定により、所管事務調査報告書を提出致します。

所管事務調査年月日、調査の概要、懇談会の概要及び視察調査の概要については、記載

のとおりです。

所見。

本委員会は、「人づくりまちづくりに果たす教育について」をテーマに、教育委員会か

ら説明を重ねるとともに、先進的な取組を進める、北海道ニセコ町及び厚沢部町の視察調

査を実施した。

人口減少、少子化が急速に進行する中において、教育は単なる施策の一分野ではなく、

地域の将来を左右する根幹的な政策であるとの認識を、改めて共有する機会となった。

ニセコ町では、高校存続という喫緊の課題を出発点としながら、地域の将来像と教育理

念を明確に結びつけ、「高校の魅力化」を通じた人材育成に取り組んでいる。

特に、シビックプライド（地域コミュニティへの「誇りと愛着」）を基盤に据え、国際
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教育や起業家教育を通じて地域外から人材を呼び込み、将来的に地域に関わり続ける人材

を育てようとする姿勢は、教育を消極的な維持対象でなく、未来への投資として位置付け

ている点で、高く評価できる。

一方、厚沢部町認定こども園「はぜる」における「保育園留学」は、乳幼児の教育、保

育を起点に、関係人口の創出、更には経済効果の創出にまで繋がる先進的な取組である。

教育、保育の質の高さに加え、住宅、医療、生活支援を含めた受入体制を町全体で整えて

いることが、高いリピート率と成果に繋がっており、教育施策を単独で考えるではなく、

暮らし全体と一体で設計する重要性が示された。

当町においても、松前高校の全国募集、ふるさと学習、文化財や郷土芸能の継承、再生

可能エネルギーや地域産業を生かした体験学習など、他町に誇り得る多様な教育実践が展

開されている。

しかしながら、これらの取組が、「人づくり」「まちづくり」にどのように結びついて

いるのか、その成果や将来像が、必ずしも明確に共有されているとは言いがたい。個々の

事業が点在するだけでは、教育の力を地域全体の活力へと転換することは困難である。

今後は、教育施策を町の総合計画や人口対策、産業振興と明確に連動させ、教育を軸と

した地域戦略として再整理することが求められる。その際、学校教育、社会教育、生涯学

習を縦割りで捉えるのではなく、幼児期から高校、更には地域との関わりへと連続性を持

たせた「人づくりのストーリー」を描くことが重要である。

本委員会としては、教育を将来世代への責任ある投資と位置付け、地域を全体で支え、

育て、発信していく体制づくりを進めることが、持続可能なまちづくりに繋がるものと強

く期待する。以上であります

○議長(伊藤幸司君) 以上で報告済と致します。

◎閉会中の所管事務調査の申し出について

○議長(伊藤幸司君) 日程第２２、閉会中の所管事務調査の申し出についてを議題と致し

ます。

お諮り致します。

総務経済常任委員会委員長から、海業と観光振興ついて及びその他所管に関する事項に

ついて、閉会中所管事務調査したい旨の申し出がありましたが、委員長からの申し出のと

おりこれを承認することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の所管事務調査を承認することに決定し

ました。

◎閉会中の所管事務調査の申し出について

○議長(伊藤幸司君) 日程第２３、閉会中の所管事務調査の申し出についてを議題と致し

ます。

お諮り致します。

厚生文教常任委員会委員長から、松前高校地域みらい留学について及びその他所管に関

する事項について、閉会中所管事務調査したい旨の申し出がありましたが、委員長からの
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申し出のとおりこれを承認することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の所管事務調査を承認することに決定し

ました。

◎閉会中の所管事務調査の申し出について

○議長(伊藤幸司君) 日程第２４、閉会中の所管事務調査の申し出についてを議題と致し

ます。

お諮り致します。

議会運営委員会委員長から議会運営及び議長の諮問事項に関する事項について、閉会中

所管事務調査したい旨の申し出がありましたが、委員長からの申し出のとおりこれを承認

することにご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の所管事務調査を承認することに決定し

ました。

◎閉会中の正副議長、議員の出張承認について

○議長(伊藤幸司君) 日程第２５、閉会中の正副議長、議員の出張承認についてを議題と

致します。

お諮り致します。

閉会中、議会を代表して正副議長、議員が出席を要する諸行事、慶弔、会議、陳情等に

ついて、議会の承認を得て正副議長、議員を出張させたいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、ただ今お諮りのとおり承認することに決定しました。

なお、出席議員については、その都度、議長において指名することに致したいと思いま

すが、ご異議ありませんか。

(「異議なし」という声あり)

○議長(伊藤幸司君) ご異議なしと認めます。

よって、そのように決定しました。

◎閉会宣告

○議長(伊藤幸司君) 以上をもちまして、今期定例会に付議されました案件は、全て議了

致しました。

これをもって令和８年松前町議会第１回定例会を閉会致します。

どうもご苦労様でした。

(閉会 午前１２時０５分)
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